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　暖かな日差しが教室の窓から差し込こみ、柔やわらかな風はカーテンを緩やかに揺ゆらしている。

　真ま綿わたに包くるまれたような心地ここちよさが、眠気を誘さそう。一日の授業が終わり、放課後になった。

　このまま睡すい魔まの誘ゆう惑わくに負けてしまいたいと思うが、そういうわけにはいかない。

　別れの挨あい拶さつやどこに遊びに行くか話し合う声を聞きながら、欠伸あくびを一ひと嚙かみした。

「あの、央あきら君っ！」

　幸せな気だるさに水を差すように、クラスメイトの女子が声をかけてきた。

　緊きん張ちようしているのか、妙みように態度がよそよそしい。手にはこれから何を言われるか察することのできる物が握にぎり締しめられているではないか。

　思わず眉み間けんに皺しわを寄せてしまいそうになるのを堪こらえ、無理やり顔面に微び笑しようを貼はりつけ、彼かの女じよの方に向き直った。

「何？」

　なぜ声をかけられたのかわかってはいるが、社交辞令として用件を聞く態勢をとった。

「これ、お兄さんに……真まこと先せん輩ぱいに渡わたしてくれる？」

　……ほら、やはり。

『可か愛わいらしい花はな柄がらの封ふう筒とう』を受け取る。この手紙がなんなのかは聞くまでもない。

「『渡すだけ』、ならいいけど」

　僕ぼくは事務的にいつもの返答をする。

「ありがとう！　絶対っ、渡してね！」

　念を押しながら軽やかに去っていく背中を見送りつつ、こっそり溜ため息いきをついた。

　律りち儀ぎな兄は、ちゃんと目を通してから断るだろう。目に見えている。

　だが、この女子にとっても兄にとっても、時間の無む駄だなんじゃないかという冷めた思いが浮うかぶ。だって……。

　この女子に、いや、兄に憧あこがれる全ての女子に教えてあげたい。

　僕の兄天あま地ち真には男の恋こい人びとがいて、女子には興味がないのですよ、と。

　いや、興味がないわけではないか。男が好きだとか、そういうことでもない。

『好きになった人が、たまたま男だった』

　ただそれだけ……それだけだ。ああ、なんて心に響ひびく言葉なのだろう！

　健全な男子として生きている『今』でも、まだ自分の心底に取り除くことのできないヘドロとなって沈ちん殿でんしている『腐ふ女じよ子し魂だましい』が沸ふつ々ふつと湧わき上がってくる。くう、漲みなぎるぅっ！

「この手紙が、イケメンからのものだったら喜よろこんで渡すんだけどな」

　ＢＬのラブレターだったら暗記するくらい盗ぬすみ見させてもらうが、そこは受け渡し料として許してほしい。

　おっといけない。教室に腐ふ臭しゆうをまき散らすところだった。

『前世』でも地味な一般女子生徒に擬ぎ態たいして目立たないようにしていたが、男子となった今はさらに人の目に注意をしなければならない。第二の人生を快適に過ごすために。

　僕、『天地央』は『転生』というものをしている。

　転生──それは『生まれ変わり』。

　始まりがあれば終わりがあり、命あるものには等しく死が訪おとずれる。

　だが、知能ある『人』は憧れるのだ。死から逃のがれられないのであれば『二度目の人生』というものがあるのではないかと。

　そういう『希望』を込めて生まれたであろう『転生』というものは、アニメ、漫まん画が、小説などのフィクションの中の出来事……のはずだった。

　だが僕にとっては、まぎれもなく『ノンフィクション』なのだ。

　前世のことははっきりとは覚えていない。名前も、死因がなんなのかもわからない。

　だが、ボーイズラブ──『ＢＬ』が大好きな腐女子であったということと、それに纏まつわる知識や思い出は覚えていた。

　成人した社会人だったので、給料という財源のほとんどをＢＬ関連のアニメやゲームに注ぎ込んでいた残念な記き憶おくも残っている。

　自らや家族のことよりＢＬ関連の記憶が勝っていたことに自分でも戦せん慄りつが走る。

　そんな残念な腐女子が、会社に出勤したくなくなるほど夢中になっていたＢＬゲームの世界に転生したと言ったら信じてもらえるだろうか。

　しかも『主人公の弟』という、腐女子にとってはご馳ち走そうでしかないベストポジションに！

　これ以上ない特等席だ。ＢＬの株を買って、株主優待でも受けているような好こう待たい遇ぐうだ。

　転生した理由は皆かい目もく見当もつかないが『よほど前世で善行を積んだ』か、『ＢＬが好きすぎて死しても魂がＢＬにしがみついた変態』のどちらかだと漠ばく然ぜんと考えている。恐おそらく後者だ。

　もしかしたら来世でも……いや、成仏できずに地じ縛ばく霊れいになってＢＬを語っていそうだ。

　心霊番組で「ＢＬゥ」という恐ろしい声が入っている映像が流れたら、それは僕だと思ってくれていい。

　その現場に薄うすい本をそっと手向けてくれたら尚なお宜よろしい。きっと成仏はしない、「もっとくれ」と取り憑つくかも。

　ちなみに、僕は性別が『男』になったわけだが自らＢＬをするつもりはない。恋れん愛あいはしたことがないし、まだ興味もないが恐らく対象は女の子だろう。

　よくわからないが「どっちとしたい？」と聞かれれば女の子なので、そういうことなのかなと思っている。

　ＢＬは『なる』よりも『見る』に限る。だって、対象が自分じゃ萌もえないじゃないか。

　まじめなことを言えば、身体からだは前世の記憶よりも今まで生きてきた『天地央』が強いといったところだろうか。

　まあ、そんなこんなで、僕はこの超ご褒ほう美びな『第二の人生』を満まん喫きつしているのである。

　ただ一つ、悔くやまれることがある。前世を思い出し、ここが『ＢＬゲームの世界』だと気がついたのがつい最近と遅かったという点だ。

　思い出すまではＢＬなんて単語も知らない健全な男子だった。

　最初から前世の記憶を持っていたのではなく、ある『事件』をきっかけに思い出したのだ。
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「兄ちゃん、帰ってきているのか」

　学校から帰宅し、玄げん関かんの扉とびらを開けると兄の靴くつがあった。いつもなら大きな声で『ただいま』を言うのだが、その日は体育で散々走らされて疲つかれていた。声を出す気力がなく、静かに家に上がった。

　僕には二つ年上の兄がいる。名前は『天地真』。成績優ゆう秀しゆう、スポーツ万能のイケメンで漫画やゲームの主人公のような人だ。

　性格はまじめで温和。人当たりもいい。身長は百八十センチ、明るい茶色のサラサラヘアーにきりっとした二重ふたえの碧へき眼がん。

　きらきらと爽さわやかな汗を光らせてテニスをしているところを見たときは、我わが兄ながらどこの青春映画から飛び出してきたのかと思ったものだ。

　僕達兄弟は似ていると言われるが、僕の背景にあんなキラキラが現れたことはない。

「春はる兄にいもきているな」

　兄の靴の隣となりにもう一足大きな靴が並んでいたので、兄の同級生であり幼おさななじみでもある『櫻さくら井い春はる樹き』が遊びにきていることがわかった。

　春樹は僕にとって『もうひとりの兄』のような存在だ。子供の頃ころから『春兄』と呼んで慕したっているし、向こうも僕を可愛がってくれている。

　春兄は兄より高い百八十五センチでバスケ部のエース。格好いいスポーツマンイケメンだ。黒の短たん髪ぱつで、きりっとした強い蒼あお眼めが男らしくて当然モテる。

　話をしたことがあるというだけで羨うらやましがられるくらい人気もあり、弟のように可愛がってもらっている僕は鼻が高い。

　バスケを教わっているときなんか、「周りの奴やつら、羨ましいだろう！」とニヤニヤしてしまうくらいだ。

　そんな春兄がきているのであれば、少しはかまってもらいたいものだ。暇ひまだし、一いつ緒しよに遊んでもらおうと兄の部屋に行くことにした。

　兄の部屋は二階にある僕の部屋の隣だ。春兄が遊びにきていることはよくあり、いつもは階段を上がると賑にぎやかな声が聞こえてくるのだが……その日は違ちがった。

　勉強しているのかもしれないと思い、邪じや魔まにならないよう静かに部屋に近づいた。

　扉は少し開いていて、中には人の気配がする。

　こっそりと音を立てずに覗のぞいてみると、そこには……。

「……ッ！」

　床に仰向けで寝転がる兄に春兄が覆おおいかぶさっていた。兄の顔あたりに両手をつき、熱の籠こもった視線で見下ろしている。

　このままいけば多分……何とは言わないが、試合開始となることは間違いないだろう。

「真……いいか？」

「駄だ目めだ、央が帰ってくる……」

　いますけど！　見てますけど！

　心の中ですぐにツッコミを入れた。だが声には出せない。

　春兄の手は兄のシャツに伸びていて、ここまできたらもう開始のホイッスルは鳴っているだろう。

　僕は声に出して突つっ込めないが、兄が突っ込まれそうだ……物理的に。

　マジか……兄ちゃん達、男同士でなにをしているんだ!?　父さんと母さんにバレたらどうするんだよ。友達にもバレたらどうするんだよ！

　僕がパニックを起こしている間にも兄達の熱は上がっていく。どうしよう!?

　──そのとき。

　頭に雷かみなりが落ちたような衝しよう撃げきが走った。強きよう烈れつな痺しびれが身体中を駆かけ抜けていく。

　痛みで叫さけびそうになり、慌あわてて口を押さえて後ろに下がった。

　ここにいてはいけない。見てしまったことがバレてはいけない。絶対駄目だ。

　どんどん後ずさる。動どう揺ようして階段があることを忘れていた。ガクッと下がる片足。バランスを崩くずして落ちる身体。

　──やばっ！

　手すりを摑つかもうと伸ばした手は空を切り、上手に尻しりで踊おどり場ばまでの五段をトントントンと下っていった。一段下りるごとに増す痛み。尻が割れる！

「痛ああああああああっー！」

　叫ばないなんて無理だった。ああ、尻が……割れる……最初から割れているなんて言わないでほしい。四つくらいに割れそうだ。

「央!?」

「どうした！」

　僕の絶ぜつ叫きようを聞いて兄と春兄が飛び出してきた。どうやら情事を中断したようだ。

　だが急いでいて整えられなかったのか、兄の着衣は乱れていた。見てはいけないものを見てしまった、と思った。

「だ、大丈夫！　ちょっと階段を踏み外して落ちた……イタタッ」

「何をやってんだよ……」

　春兄が起こしてくれようとするのがわかったが、なんとなく気まずい。

「大丈夫だから！」

　シップを貼ってくると言い残し、そそくさと一階のトイレに逃にげ込む。

　便座に座り、頭を抱かかえた。いろいろなショックで気持ち悪くなってきた。

　頭の中がぐちゃぐちゃになり、いろんな雑音が混じって聞こえ始めた。脳のう震しん盪とうでも起こしているのかもしれないと思ったが……何かおかしい。

　走馬灯のようにいろいろな景色や場面が、頭の中を駆け抜けていく──。

　その中でさっき覗き見た兄達の衝撃場面も見えた。いや……違う。さっきの場面に似ているが兄達が絵になっているし、選せん択たく肢しのような文章まで見えてまるでゲームのような……。
















「げー……む？」

　その瞬しゆん間かん、頭の中でぐちゃぐちゃになっていたものが、一気に整せい頓とんされていくような感覚がした。

　音もそうだ。声や音楽。どれも聞き覚えがある。そして理解した。

　これは腐女子だった自分がプレイしたことのある『Ｆｌｏｗｅｒｉｎｇ　Ｓｅａｓｏｎ　─黒き薔ば薇らの学び舎や─』というＢＬゲームの世界だ、と。
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「兄ちゃんが主人公かあ」

　ＢＬゲームのだけど。しかも『十八禁』の。

　あらすじは『誰からも慕われるが、どこか人と距きよ離りを感じてしまう主人公の天地真が攻略対象キャラクター達とふれあいながら、学園生活を通して愛や苦く悩のう、自分の中にある激情を知っていく──』というようなものだった。

　行こう為い自体は激しかったように思うが、犯罪紛まがいなものは一部のバッドエンドルートにしかない、健全な方の人気作だったと記憶している。

『ＢＬゲームをやりたいならこれから！』というような、入門編的な存在だった。

　前世の僕のようにぜひとも初任給で、両親へのプレゼントと共に自分へのご褒美として購こう入にゆうしてほしい。

　しかし……今まで普ふ通つうに兄と暮らしてきたが、あの『主人公』だと思うと胸が躍おどる。

　イラストではなく実物となった姿を見ることができるなんて最高だ。だからこそ、余計に悔やまれる！

「付き合うまでの過程を生で見たかった！」

　交際するまでの紆う余よ曲きよく折せつ、ゲームでの本編部分となる一番脂あぶらの乗った美お味いしい時期を見逃したことが悔やまれる。

「もったいない……せっかくのチャンスが……」

　リアルな兄の悩なやましい姿を『邪じや眼がん』で見たかった。こんなご馳走、みすみす見逃すなんて腐女子失格だ！　……今は女子じゃないが。

『邪眼』というのは腐くさった目、ＢＬを美味しくいただくことのできる鷹たかの目、ホークアイのことだ。

　邪眼には『腐女子フィルター』も搭とう載さいされている。

　簡単に言えば『なんでもＢＬ化』だ。

　男子高校生が自転車に二人乗りをしている姿を見かけるだけで、瞬時にどちらが攻めか受けかを判断し、床上決戦中の様子を思い浮かべるまで二秒とかからないという機能は初級。

　昨今では物でも擬ぎ人じん化かし、決戦させるという機能も拡散している。

　妄もう想そうを加速させるという恐ろしいスイッチは自動ＯＮで、ＯＦＦは極めて入りにくいので注意が必要だ。テストに出るので覚えておいてほしい。

　とにかく兄が『主人公』、春兄が『攻略対象キャラクター』であることに気がつき、自分は主人公の弟だとわかった。

　ゲームには『弟』なんて出てこなかったが存在していたようだ。

　攻略対象キャラクターは四人。

　それぞれ『春夏秋冬』のうち一字が入っているのだが、『春』担当の春兄こと『櫻井春樹』と結ばれるルートで今に至いたっているのだろう。

　季節のイベントは必ず春兄と行っていたし、つい最近は珍めずらしくケンカをしていた。

　二人が結ばれる最後のイベントだったと推すい測そくできる。

　ゲームでの春兄と兄は、一度肉体関係を持ったがそれは成り行きで、そのときはまだ気持ちが追いついていなかった。その後、春兄は自分の気持ちに気づいて再度兄を求めたが兄は拒絶。

　これに傷きずついた春兄が、兄のことを想って考えた結果距離を置くことに。

　しかし、離はなれたことで春兄への気持ちに気がついた兄が告白して晴れて二人は気持ちも身体もひとつに、ゴートゥベッド！

　その時点ですでに兄は少なくとも二回はヤッ……うん。心の中で赤飯でも炊たいてお祝いしておきますね！

　美味しい時期を見逃したことには血の涙なみだを流すしかないが、ゲームでは見ることのできなかった『アフター』を見られるのは素晴らしい。

　春兄はゲームの中でも特に好きだった。攻略対象キャラクター達は皆好きだが、幼なじみという関係から変化する心理や葛かつ藤とうがとても美味しかった。

　前世の推おしカップルを間近で見ることができる喜び、プライスレス。
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　僕と兄が通う、ゲームの舞台である『華か四し季き園その学園』は私立の共学だ。

　ゲームでは女子は飾かざりや嚙ませ犬程度の存在だったが、現実になるとなんてことない普通の共学である。

　制服は白いシャツに紺こんのブレザーで、男子はネクタイで女子は大きなリボンを着用。下は『紺・水色・白』の寒色系のタータン・チェックのズボンとスカートだ。

　あと、制服のどこかに学年を表すピンを留めなければならない。

　このピンは薔薇の花びらがモチーフになっているのだが、花びら一枚が一年生、二枚が二年生、三枚が三年生となっている。

　制服が可愛いと人気だが規定の通りに着ている生徒は少なく、どこかを崩くずしたりアレンジしたりしているのがほとんどだ。

　それでは評判が正しいのか疑問に思うが、この制服はベースとして優秀でお洒しや落れな生徒が多い学校と解かい釈しやくすることにしよう。

　僕は割とまじめに制服を着ている方だが、ブレザーのボタンは開けている。

　兄はきちっとボタンも留め、カタログに載のっているような規定通りの完かん璧ぺきなスタイルである。

　春兄はブレザーは着ていないが、一応ネクタイは雑につけている。

　見た目は自由な学校だが、偏へん差さ値ち的にも家庭環境の面でも恵めぐまれている者が多く、周辺地域ではレベルの高い学校と認識されている。

　華四季園に通っていると言うと一目置かれるような扱あつかいだ。僕も兄の後を追いかけたくて必死に頑がん張ばったものである。

　といっても勉強は元からできる方だったので、そんなに苦ではなかった。これも『主人公の弟』というハイスペックな立ち位置の産物かもしれない。

　それにしても、やはり兄の人気は凄すごい。

　ＢＬゲームの主人公だが、イケメンなので腐っていない女子にも絶大な人気がある。

　しかし、兄にキャーキャー言っているお嬢さん方には気の毒どくですが、「兄には素敵な彼かれがいるのですよ！」と教えてやりたい。

　校庭の中心で叫んでやりたいくらいだ。

　兄と春兄がＢＬカップルだと気がついてからはドキドキの連続だった。帰宅して玄関に春兄の靴を見つけただけで呼吸困難になりそうになる。

「今日も今日ときているじゃないか、お盛んですなあ！」と。

　記憶が蘇よみがえってからは、「ただいま」を言わないようにした。帰ってきたことがわかると、兄達は情事を中断してしまうからだ。

『仲良し』を止めてしまうなんてそんな罪深いことは絶対にできない。ＢＬ保護法でいうと懲ちよう役えき刑けいは免まぬかれない重罪だ。

　そして何より、邪魔をしないことにより最高のご褒美がもらえるのだ。今日はどうだろう。

　気づかれないように気配を消して自分の部屋に入り、ソッと壁かべに耳を寄せた。

　……微かすかにだが聞こえる！

「春、樹……っ」

　兄の余よ裕ゆうがなさそうな声が聞こえた。今日は当たりの日だった。ご馳走様です！

　初めて聞いたときは歓かん喜きに打ち震ふるえつつも、実の兄の艶なまめかしい声を聞いてしまったという気まずさが少しあったのだが、慣れてしまえばただのご馳走になった。

　兄はイケメンで、背も低くはないし女性的でもない。そんな兄のイイ声はゲームで聞くよりずっとよかった。天使の産うぶ声ごえか……。

　何がいいのかと言われれば難しいが、腐女子だった頃なら「クソかわ死ぬ！　マジ掘ほりてえ！」と悶もだえ苦しんでいたことだろう。

　だが今はそっとスマホを取り出し、ヘッドフォンをつけて『音楽を聴ききながら寝ねちゃった僕』を演出する心こころ遣づかいができる子になった。

　実際、僕が帰ってきていたことに驚おどろいた兄が部屋を見にきて、寝ている（フリの）僕を見て安心していたことがあった。

　ごめん、兄ちゃん。本当は音楽かけずにガッツリ聞いていました。最後の一声、よかったですよ！

　うん、決めた。小遣いを貯めて高性能なボイスレコーダーを買おう。

　それにしても、兄達は隠す気があるのかないのかわからない。割と無防備だ。

　バレてもいいというスタンスでやっているのだろうか。どうカミングアウトしてくれるのか、密かに楽しみにしているんだけどなあ。
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　あまり興味のない朝の占いを見終え、テレビを消した。いつも通りの時間に出発だ。

　兄のラッキーアイテムがネクタイだったので、ぜひプレイに使ってほしいと思う。

　縛しばるもよし、目隠しをするもよし、口を塞ふさぐもよし。

　夢が無限に広がる万能アイテムだ。

　すでに実行ずみの可能性もある。今度兄と春兄のネクタイの皺をチェックするとしよう。

　僕の脳内は腐っているが、頭上に広がる空は青く清々しい。

　登校時間で多くの学生が歩いている光景も、これから一日が始まるという実感が湧くものだ。

　そして少し離れた前方には兄と春兄の背中が見える。

　ちらちらと見える横顔は幸せそうな笑顔。ラブラブで大変よろしい。でも、あんまり度が過ぎると怪あやしまれちゃうぞ。

「ねえ、アキ。最近、お兄ちゃんの様子がおかしいの」

　ほら、言わんこっちゃない。ここにも察知している子がいる。

『櫻井雛ひな』、華四季園の一年生で隣のクラス。僕の幼なじみであり、春兄の妹だ。

　春兄と同じ血を引いているだけあって整った顔立ちをしている。

　ぱっちり猫ねこ目めの瞳ひとみは春兄と同じ蒼色、化け粧しようをしていなくても綺き麗れいな桜色の唇くちびるは可か憐れんで、透すき通った白い肌はだの結構な美少女である。

　春兄と同じ黒で、肩けん甲こう骨こつあたりまである長い髪は絹きぬのように繊せん細さいで綺麗だ。『枝毛なんて一本たりとも存在していません』と書いてあるかのような艶つやだ。

　女の子らしくて間違いなく可愛い。羨ましい、僕も前世ではこうありたかった。

「おかしいってどういうふうに？」

「なんか浮かれているっていうか……彼女でもできたのかな？　真兄とか聞いてないかなあ？」

　そのうちの兄が『彼女』というか、『彼氏』なわけですが。

「さあ？　今日帰ったら聞いてみるよ」

「うん、ありがと。……ねえ、アキはどうなの？　そういう話」

「何？　彼女？　いると思う？」

「いたらびっくりしすぎて死んじゃう」

「だろ？」

　今は自分のことなどどうでもいい。兄達のことで忙いそがしいのだ。そういえば雛も当然人気があるのだが、なぜか浮いた話は聞かない。

「そういう雛は？　彼氏とかい……」

「いないわよ！」

「なぜキレたし……」

　話している途中でキレながらズンズン歩いていく雛。

　どうしたのだろう、毎月のアレでもきているのだろうか。二日目あたりか？

　男になった今はあの『腹に呪のろいでもかけられているんじゃないか』と思うような苦しみから解き放たれたけど、辛つらさはわかるよ。うんうん。

　しかし、兄達に『彼女ができたのか』と聞いたら、どんな反応をするのだろう。

　帰宅したらすぐにでも試してみよう。
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　早く兄達に質問をぶつけたい僕は、朝からそわそわしながら授業を受けたのだが、今日に限って日直で遅くなってしまった。まったく焦じらしプレイはやめてください。

「ただいま！」

　玄関の扉を開けると……当然ありますね、春兄の靴。

　今日は久しぶりに『ただいま』を言ったのだが『おかえり』が来ないし、一階に人の気配はない。

　兄の部屋にいるようだ。ということは……励はげんでいるかもしれない。

　でも、今日は話が聞きたい。申し訳ないが邪魔をさせてもらおう。

　懲役刑を受ける覚悟で靴を脱ぬいだ。

　僕が帰ってきたことをわからせるために、無駄に一階でガシャガシャと音を立てて動いてからお菓か子しを持って二階に向かう。

　直行突とつ撃げきしようかと思ったが、床上決戦真最中だと気の毒だから身支度をする猶ゆう予よを与えてあげるというこの気遣い。僕ってデキる弟だなあ。

　足音を立てながら階段を上がり、アピールだ。弟はもうここまできていますよ！

　部屋の手前で一時停止、最終確認の声をかけた。

「兄ちゃん、春兄！　お菓子食う？」

　待っていると部屋の扉が少し開き、春兄がひょこっと顔を見せた。

「食べるよ、下で食おう」

　前世から持ち込んだ邪眼のせいかもしれないが若干息が乱れ、肌がツヤツヤしているように見える。

　春兄の顔しか見えないが、部屋の中では兄が生まれたままの姿になってはいませんか？　ちゃんとパンツを穿はいていますか？

「兄ちゃんの部屋で食べようよ。僕も入れてー」

　少し意地悪をしてみる。さあ、僕に現場検証させておくれ！

　窓を開けて換かん気きしたくらいじゃ駄目だぞ。消臭スプレーを使っても無駄だからな。

　警察犬のように察知し、どんなに洗い流しても血液に反応するルミノール試薬のように正確に証しよう拠こをあぶり出してやる。

「いや、下で食べるよ！　飲み物も欲しいし！　な？」

「そ、そうそう！」

　姿の見えない兄の相あい槌づちが聞こえた。今服を着ているのか？　春兄は僕を中に入れるつもりはないようで扉をがっしりと固定している。

　はい、黒です。十分だ、許してやろう……くくくっ。

「じゃあ、下で待ってる」

　まだ、お楽しみはこれからだしな。
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「お待たせ」

　当たり前だが、二人はちゃんと服を着て降りてきた。

　制服姿だったのでシャツのボタンがずれているという凡ぼんミスをしていないかチェックをしたが、そこは抜かりがなかった。

　乱暴に脱がせてボタンが取れてしまった場合も想定して確認したが、その点も大丈夫だった。つまらん。

　ネクタイの皺もチェックしようとしたのだが、残念ながらつけていなかった。いや、これは……使用して皺だらけになったから外してきたのか？

　……どこを縛ったのやら。『彼女』の質問よりもそちらを詳くわしく聞きたい。

　とはいっても実際に聞くわけにはいかないので、当初の予定通りの質問をしよう。

　前準備としてお菓子を広げ、それぞれ飲み物を用意してテーブルを囲んだ。雑談が始まりそうな空気だが無駄な話はいらない。早速直球を投げた。

「春兄、雛が心配していたよ。最近様子がおかしいって。彼女でもできたんじゃないかって」

「ぐふっ」

　いつもはクールビューティーな春兄が、飲んでいた炭酸のジュースを噴ふき出しそうになっていた。とても動揺していますね！

　兄の方は涼しい顔で優ゆう雅がにコーヒーを飲んでいるように見えるが、よく見るとカップを持つ手に力が入っている。

「そういえば、兄ちゃんも最近様子がおかしいよね？　兄ちゃんも彼女ができたの？」

「「……」」

　二人は完全に黙ってしまった。だが、僕は投球をやめない。むしろ畳たたみかける！

「っていうか最近よくきてるよね、春兄。もう毎日じゃない？　そんなんじゃ二人とも彼女なんていないかな？」

　さあ、どう返してくるか。意地が悪いのはわかっているが物凄く楽しい！　ニヤニヤするのを堪えるのに必死だ。

「俺達のことより、お前はどうなんだよ。クラスの女子がお前のこと可愛いって騒さわいでたぞ。かなりモテてるんじゃないか？」

「ええ？　僕？」

　確かに自分で言うのもなんだが、兄と似ているし顔面偏差値は高いはずだ。だが、僕はモテない。それはもう悲しいほどに。特に親しい女子といえば雛しかいない。

　告白なんてされたことはないし、いつも兄宛あてのラブレターの配達人だ。給料を請せい求きゆうしたくなる。

　なぜだ、解せぬ。ほぼ同じ顔なのに理り不ふ尽じんだ！

　まさか……身長か？　あと十センチ……兄と同じ百八十になったらモテる!?　牛乳に希望を託たくし……って話を逸そらそうとするな！　兄も乗るつもりのようだが逃がさないぞ。

「僕のことはいいんだよ。モテるといえば二人の方こそだろ！　なあなあ、どうなんだ？　周りからもいつも聞かれて大変なんだぞ」

「お前が恋バナ好きとは知らなかったよ」

「央もこういうことに興味持つようになったんだな」

「そんな母さんみたいなこと言ってないで、教えてよ。誰にも言わないからさ！」

　二人はどう答えるか迷っているようで、困惑した表情で目を合わせている。

　なんですか、アイコンタクトですか？

　仲がいいですね、見せつけてくれますね！

　作戦タイムをとってくれてもかまわないですよ。噓うそをつくか、無難にやり過ごすか。はたまたいっそカミングアウトするか。

　難しいですな。ゲームなら間違いなく分ぶん岐き点てんだ。

「実は……俺達、付き合っているんだよ」

　ワクワクしながら答えを待っていた僕に、春兄が素敵な笑顔で言った。

　僕は思考も身体も停止した。

　……今、なんて言った？　マジですか？　ま、まさかのカミングアウトコースですか!?

　誤ご魔ま化かされると思っていたから、どういうリアクションをすればいいかわからない。

　ポカンと口を開けて間抜けな顔をするしかなかった。そんな僕を見守っている二人は無表情だ。僕らの間に沈ちん黙もくが広がった。

「……なんてな。冗じよう談だんだ」

　静せい寂じやくを破やぶり、春兄はニヤリと笑った。

　もしかして……あれですか。冗談として言ってみて『様子を窺うかがう』ってやつですか？

　僕はまだ、どう反応すればいいのかわからない。

「……でも、本当だったらどうする？」

「え？」

　どこかぎこちない微笑ほほえみを浮かべた兄が問いかけてきた。

　一見穏おだやかな表情に見えるが、身体は強張っているように感じた。

　緊張しているのだろうか。小刻みに手が震えているのが見えた。

　どうしたのだろう、こんな兄を今まで見たことがない。驚きと戸惑いで、黙って兄を見つめることしかできない。

　何か反応をしなければならないと気持ちばかりが焦あせって、言葉が何も出てこない。

「……なんてね」

　僕が戸惑っていると静寂に耐たえきれなくなったのか、兄が春兄と同じように冗談ということで終わらせた。

　でも……兄ちゃん大丈夫!?　コーヒーカップがカタカタ鳴りだしているのですが！

　春兄も心配そうな視線を送っている。完全無欠の兄がこんなに動揺するなんて……。

「ごめん、変なこと言って」

　苦笑いを浮かべながら謝る兄の表情を見て、チクリと胸が痛んだ。

　この弱々しい笑顔の原因に思い当たったのだ。

　僕に嫌きらわれたり、反対されたりしたらどうしよう、って思っている？

　あー……ごめん、兄ちゃん。心底申し訳ない気持ちになった。

　二人にとっては大事な問題で真剣な話なのに、面白がってしまった。凄く自己嫌けん悪おだ。

　僕と兄は一般的な兄弟より仲がいいと思う。両親は共働きで同じ会社に勤めているのだが忙しくて滅めつ多たに家にいない。

　兄が高校生になってからは二人揃そろって月単位で長期出張をするようになり、今もずっと家を空けている。

　気がつけば兄と二人でいることがほとんどだったし、歳としは二つしか違わないが僕は兄に育ててもらったようなものだ。

　何か困ったことや相談したいことがあったら両親よりもまず兄に相談するし、僕は兄が大好きだ。

　兄の方も僕を、手のかかる弟だと笑いながらも可愛がってくれている。

　そんな世話を焼いてきた弟に二人の関係を反対されるかもしれないと思ったら、緊張するのは当たり前だ。

　兄をちらりと盗み見ると誤魔化すように笑ってはいるけれど、やはり心細そうな表情をしていた。どうしよう、なんとかしなければ。

「えっと、二人が本当に付き合っていたとしても、いいと思うよ。不思議じゃないし」

「「え？」」

　二人が同じ表情で固まった。

　言葉は聞こえたが僕の真意がわからず、戸惑っているように見える。

「昔から兄ちゃん達『ニコイチ』っていうか、いつも一緒じゃん。だから『付き合っています』とか言われても違い和わ感かんないっていうか。まあ、びっくりはするけど」

　反省した結果、僕も冗談交じりで自分の気持ちを話すことにした。

　二人が付き合っていることを『冗談ですませた』ということは、まだ僕に全てを話すつもりはないのだと思う。

　だとしたら僕はちゃんと話してくれるまで待つことしかできないが、どんなことがあっても『兄や春兄を嫌悪することはない』ということは知っていてほしい。

　さっき言ったことは兄達に対する本音だ。多分、前世のことを思い出していなくても、同じことを言うと思う。

　だから兄ちゃん、僕のことは気にせず春兄と幸せになってください。

「ははっ！　それでいいのかよ」

「央らしいな」

　二人は呆あきれたように笑ったが嬉うれしそうだった。

　兄の動揺も収まったようで、手の震えも止まっていた。

『二人の関係に否定的ではない』、ということは伝わったようだ。

　前途多難な二人には、もう少し時間が必要だと思うので大人しく見守りたい。「応援しているよ！」って伝えたいけど、それはまだ取っておくことにした。

　でも、見守る間も「覗き」はさせていただきます。

　雛には「彼女はいないみたいだけど、好きな人でもできたんじゃない？」と話しておいた。

「好きな人って誰？」と聞かれたが……言えねえよ！

　春兄、自分の身内は自分で頑張ってくれ。多分春兄サイドの方が前途多難だな。

　兄達のことは、僕の中で一区切りがついた。温かく見守るというスタンスで。

　そこでふと、『あること』を思い出した。

　兄に選ばれなかった、残り三人の攻略対象キャラクター達のことだ。

　この世界で実際にはどうなっているかわからないが、ゲーム通りであれば今頃は失恋に胸を痛めているだろう。

　心中お察しします。失恋、せつないですね。どこかの芸能人がテレビで言っていました。

　恋を失った心を癒いやせるのは新しい恋だけだ、と。

　新しい恋、早く見つかるといいですね。

　失恋キャラ達を心の中で励ました。

　……励ましつつ、『今、彼らはどうしているのだろう』と気になった。

　兄達のように、彼らもイラストではなく実物になっている。

　この世に存在して生きているのである。ということは……。

「アフターストーリーを見ることができるじゃないか！」

　そうだ、兄達だけじゃない。彼らにも『その後』はあるのだ。

　主人公に選ばれなかった『消しよう滅めつしたルート』のその後だなんて、ゲームでは絶対に知ることができない。知りたい……これは確認するしかない！

　いや……これはきっと、僕に与えられた使命なのだ。恋に破れた失恋キャラ達を見守るために僕は転生したのだ。そうに違いない！

　使命は全うしなければなるまい！

　神よ、僕は必ずこの大役を果たしてみせます！
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　綿わた菓が子しのような白い霧きりが僕ぼくの周りを漂ただよっている。いや、僕の周りだけではない。あたり一面が霧に覆おおわれている。

　ここがどこなのかわからないし何も見えない。

　在るのは薄うつすらと見える地面と霧だけ。

『死後の世界』や、『現世と前世の狭はざ間ま』だと言われても違い和わ感かんがないような静せい寂じやく。

「なんか見たことあるなあ、これ」

　落ちついていられるのは、知っているからかもしれない。そう思いながら足を進めた。

　真っ直ぐ歩いているつもりだが、思い通りに進んでいるかもわからない。

　とにかく足を動かしていると、霧の向こうに何かが見えてきた。

「あれは……学校？」

　なぜかいくら進んでも近づくことはできないが、華か四し季き園その学園の校舎だということはわかった。

　ひたすら足を動かしていると次第に霧が晴れ、校舎が鮮せん明めいに見えてきた。

　この光景はやはり見覚えがある。

　記き憶おくを探りながら眺ながめていると、校舎の景色が変化した。急速に季節が移りかわっていく。桜から青葉、紅葉から雪景色へ──。

「あ！」

　思い出した。兄が主人公のゲーム、『Ｆｌｏｗｅｒｉｎｇ　Ｓｅａｓｏｎ』のオープニングだ。この後、誰だれかが兄を呼ぶのだ。

『……ッ！』

「え？」

　誰かが僕を呼んだ。まるであのオープニングのように。

「誰だ？」

　兄と同じように振り返り、声の主の姿を探した。そこにいたのは──。
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「ここで目が覚める、っていうのも一いつ緒しよなのか」

　低血圧で目覚めが悪い僕だが、今朝はなぜかスッと目が覚めた。

　なんという夢を見てしまったのだ。失しつ恋れんキャラのことばかり考えていたからゲームのことが頭から離はなれず、夢に見てしまったのかもしれない。

「ははっ、主人公になったつもりかよ」

　自分にツッコミを入れながらベッドを下りた。

　お腹がぐうっと音を立てて空腹を主張すると同時に、一階からいい匂においが漂ってきた。

　兄がいつもの愛あい妻さい弁当を作っているのかもしれない。

　さあ、着替えておこぼれをもらいに行くか。




　自転車のベルや車輪が回る音が行き交っている。

　忙せわしない足音や、賑にぎやかな話し声で埋うめつくされる朝の学校。

　平和な講内を歩き、辿たどり着いたのは登校してきた生徒が一堂に会する昇降口。

　そこには靴くつを履はき替えながら友達同士や、中にはカップルで朝の挨あい拶さつを交わす和やかな光景が広がっていた。……僕の周り以外は。

「なんでお前みたいな奴やつが真まこと先せん輩ぱいの弟なんだろう」

　靴を履き替えているときに突とつ然ぜん浴あびせられた言葉がこれだ。言い方にも声のトーンにも非常に険がある。

　機き嫌げんよく登校してきたのに気分が急降下、大暴落だ。テンションを下げる声の発信源は、僕の目の前で腕うでを組んで仁に王おう立だちしている『楓かえで秋あき人と』。

　失恋キャラのひとりである。

　同級生で同じクラス。特に親しいわけではないが、仲が悪いわけでもない。どちらかといえばお互いに好印象だったと思うが、今は水と油のような関係だ。

　楓は柔やわらかそうな金きん髪ぱつにぱっちり二重ふたえの紅あか眼めで、天使のような美少年だ。

　背は百六十五センチで、周りの男子からすれば小こ柄がらだが女子よりは高い。制服はブレザーを着ておらず、シャツの上に袖そでの長いライトグレーのカーディガンを着ている。

　女子から「可か愛わいすぎる！」と評判の愛らしさは今は休きゆう暇か中のようだ。こちらを見る目は冷たく、敵意に満ちている。

　この一週間、毎朝昇降口でこのイベントが発生している。こんなフラグを立てた覚えはないのだが。

「聞いてるの!?」

　聞こえてはいるが、聞くつもりはありません。

「お前……」

　心の声が漏もれていたのかさらに温度が下がった気がする。そんなに睨にらまれてもなんの感情も湧わかない。『無』だ。無から連なるもの……それは無関心、すなわち『スルー』だ。

「おい！」

　あーあー、何も聞こえない。よし、これで朝の昇降口イベント終了だ。

　明日もあるのかな、このイベント。朝から気が滅め入いる。

　楓を残し、教室へ向かった。

　楓は唯ゆい一いつの『受けキャラ』で、ゲームではとても気に入っていた。

　ゲーム序じよ盤ばんはただの『可愛い後輩』だが、ルートが進むにつれて見た目は天使だが相手を翻ほん弄ろうするテクニックは小こ悪あく魔まな『誘さそい受け』に進化するのだ。

「先輩、ボクに個人レッスン……して？」

　僕の脳内では、楓の誘ゆう惑わくに耐たえきれなくなった兄が襲おそってしまうシーンが再生されているわけだが、これが現実にならなかったのは悲しい。

　ぜひとも生で拝みたかったものだが、春はる兄にいと結ばれたことはよかったと思うし諦あきらめるしかない。

　楓から受けたストレスは、僕の脳内にご出演願うことで解消するとしよう。

　ゲームでは、シャワーで汗を流している兄のところに楓が押しかける場面があったが、あのときは寸止めだった。でも大丈夫、脳内補正は任せてくれ。

　よし、これで昇降口イベントでのテンション大暴落は持ち直した。

「ん？」

　刺すような鋭するどい視線を感じて周囲を確かめた。誰かが僕を睨んでいる？

　見回したがそれらしき姿はない、と思いきや……見つけた。

　壁かべの陰かげに隠かくれきれていない、女子の制服と逞たくましい腕を。

　クラスメイトの野の兎うさ愛まな美みが、獰どう猛もうな獣けもののような目で僕を見ていた。

　今にも首を搔かっ切られそうだ。

「お、おはよう。白しろ兎うささん」

「……ふんっ！」

　吹っ飛ばされそうな勢いの鼻息を残し、ノッシノッシと行ってしまった。

　彼女は僕より背は低いのだが横幅では勝てない。太っているわけではなく、筋肉質でガタイがいいのだ。

　よく見ると顔も整っているが、闘とう志しというか殺気が前に出すぎていて『強そう』という印象しか残らない。

　背中で揺ゆれている一つに束ねた三つ編みも、漁師が使うような太い綱つなに見える。銀髪だから大型サメが捕れるワイヤーロープのようだ。

　そんなことを考えながら、守ってもらいたくなるような戦士の背中を見送った。

「しかし、なんなんだ……」

　凄すさまじい形相で睨まれた。何か彼女の癇かんに障さわることでもしてしまったのだろうか。もしかして、昇降口イベントを見ていた楓ファン？

　いや、今日に限らず彼女にはいつも睨まれている気がする。

　入学当初、野兎愛美という可愛い名前が気になり姿を見ると、白い肌はだに赤い目だったので「白兎さんだな」とつい言ってしまったのだが、それが駄だ目めだったか。

　可愛いあだ名だと思うのだが、お気に召めしていただけなかったようだ。まあ、あえて言い続けてやるけどね！

　とにかく、クラスメイトに楓と揉もめている印象を持たれたら困る。教室で気を遣う事態にはなりたくない。

　しかし、迂う闊かつだった。こんなことになったのは僕の行動が原因だ。

　イラストではないリアルな楓は見るだけで癒いやされる。

「これが本物の受け天使様か」と盗ぬすみ見ていたのだが、どうやら気づかれていたらしい。

　さらに楓ルートでの聖地と言っても過言ではないテニスコートを、テニス部が休みで人がいないときを狙ねらって見に行ったのだが、それも見つかってしまった。

「柔じゆう軟なん体操をしていたはずなのに、どこを触っているのやら……」な展開があったコート脇わきを見つめて腐くさっていたところを背後から声をかけられ、怪あやしまれたのだ。

　脳内で大変なことになっている人が目の前に現れたことで焦あせった僕は、「なんでもない！」と思い切り不自然な様子で立ち去ったのだが、それから完全に怪しまれている。

　好きなキャラクターに嫌きらわれるのは辛つらい。

　小悪魔テクニックについてインタビューをできる間柄になれたら最高なのだが、それは無理そうだ。
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　今日も一日、小悪魔誘い受け様の鋭い視線を浴びつつ授業を終えた。早く帰って兄達を覗のぞき見して癒やされたい。

　足りぬ、癒やしが足りぬ。ＢＬというマイナスイオン……ＢＬイオンを渇かつ望ぼうしながら、廊ろう下かをとぼとぼと歩いた。

「はあ……」

　なんとか辿り着いた昇降口で、僕は今日一番の深い溜ため息いきをつくことになった。周りの生徒が明らかにモブに見えてしまう、黄金の髪が見えたからだ。

「なんで下校のときまでいるんだよ。お前はストーカーか」

「自意識過か剰じようなんじゃないの？　ストーカーはそっちだろ！」

　朝一回のイベントだったはずが、なぜか本日は下校時も発生した。

　相変わらず可愛さはお留守だ。ちょっとくらい僕にも見せてほしい！

「ったく、なんでそんなに可愛げがないかなあ！　兄ちゃんがいるときとは態度が違いすぎるだろ。猫ねこかぶりすぎだっつーの！　あんまり突つっかかってくると兄ちゃんに猫かぶってんのチクってやるからな」

「なっ……！」

　僕には伝家の宝ほう刀とう『兄ちゃん』があるんだぞ、参ったか！　大好きな兄にチクられたら困るだろう。

　案の定、楓はこちらを睨みながら固まっていた。

「嫌だったら大人しく……」

「……別に、もうチクられたって……どうでもいいし」

「え？」

　こちらが言い終わるのも待たず「どうでもいい」と言い放ち、先に行ってしまった。

「おい、ちょっと。……楓？」

　様子がおかしいと思い、去ろうとしている楓の手を摑つかんで引き留めた。

「なんだよ、触るな」

　怒おこっているのか顔を向けてはくれない。

　拒きよ絶ぜつするようなその態度は、何かを必死に耐えているようにも見えた。

　まずい、なにか楓の地じ雷らいを踏んでしまったか？

「離せ！」

　僕の手を振り払うと、怒いかりに顔を歪ゆがめながら昇降口を出て行った。

「あ……」

　そうか、思い出した。腹が立っていて忘れていたが、楓は恋こいに破やぶれた失恋キャラなのだ。

　今の楓に兄の話題を持ち出したのは無神経だったかもしれない。

「……謝ろう」

　急いで後を追いかける。昇降口を飛び出して走っていくと、校門を過ぎたところですぐに楓の姿を見つけることができた。

「楓！」

　呼び止めると一いつ瞬しゆん足が止まったが、無視をすると決めたようでそのまま進んでいく。

　引き離されないよう駆かけ寄り、隣となりに並んで歩いた。歩道を歩いている楓の表情は険しい。

　やはりさっきのことを怒っているのだろう。

　いや、怒っているというより傷きずついたのかもしれない。それを隠そうとしているのか。

　誘い受け様の『強がり』だと思うと「ありがたや……」と手を合わせて拝みたくなるが、今は腐っている場合ではない。

「楓、さっきはその……悪かった。ごめん」

「何が？」

　突き放すような言い方だった。

「なんのことかわかりません」と言って拒絶し、取り合わないつもりか。

　兄に失恋していることを僕が知っていてはおかしい。だからどう謝ったらいいかわからないが、とにかく謝らないと……。

「何ってわけじゃないけど、辛そうだったから。なんか傷つけること言っちゃったかなって。ごめんな」

　そう言うと楓の足がぴたりと止まり、こちらを見た。

「……」

　宝石のような紅い目が真っ直ぐ僕を捉とらえている。そんなにジーッと見つめられるとドキドキしてしまう。

　誘い受け様の瞳ひとみは世の攻め様達を狂くるわす魔性の瞳だ。いや、攻めではない僕まで魅み了りようされてしまいそうなくらいの魔力だ。

「……ちょっとは真先輩と似ているところもあるんだ」

　せつなげに瞳を揺らしてポツリと何かを呟つぶやいたが、再びむすっとした顔で歩き始めた。

　今のはなんだったのだ？　僕はちゃんと謝れたのだろうか。

　すっきりしない。こうなれば謝罪の押し売りだ。

　すぐ近くにあった自動販売機でホットのカフェオレを買った。前に買っているところを見たことがあるから飲めるはず。

　進んでいた楓に追いつき、強引にカフェオレを握にぎらせた。

「熱！　何？」

「これ、お詫わびの品ってことで！　じゃあな！」

　押しつけてそのまま逃とう亡ぼう。これで示じ談だん成立だ。うむ、すっきりした。

　世の中やはり金、物品が後腐れなく解決できてよい。
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「やっぱり朝はカフェオレだよね」

「自分で淹いれてくれると助かるんだけど？」

「兄ちゃんが淹れるのが美お味いしいんじゃないか」

　朝の目覚めの一杯は、兄が淹れたカフェオレに限る。深ふか煎いりと細ほそ挽びきのコーヒー豆をドリップし、牛乳で割った上に蜂はち蜜みつで甘あまさを足している。

　インスタントより手間がかかるが本当に美味しい。これがないと調子が狂う。

「春兄も大好きだよね、これ」

「ああ。二人ともよく飽あきないね」

　春兄は兄の淹れたコーヒーだから好きなのだと思う。コーヒーよりも兄のことが大好きということだな。素晴らしい。僕がいないときは口移しでどうぞ。

　あと蜂蜜ってイイ。今度兄の部屋に忍しのび込こみ、ベッド脇にそっと置いてこようかな。

　兄から甘い香りがしたら僕は蜜に誘われた虫のように吸い寄せられ、観察するだろう。

「どの部分に塗ぬって楽しんだのですか」と口走らないよう、今から気をつけておこう。

「兄ちゃん、蜂蜜いる？」

「いらないけど？　甘いのはそんなに好きじゃないって知っているだろう？」

「知っているけど、兄ちゃんの今日のラッキーアイテムは蜂蜜だから」

「いらないって。遅刻しないように央あきらも早く支度して」

「はーい」

　今日も制服をきっちりと着用し、皺しわのないネクタイを締めて兄は先に登校していった。

　残念だな、ネクタイも蜂蜜も一押しですよ。帰宅したらあのネクタイが皺くちゃになっていますように。

　コーヒーのいい香りで昨日の楓とのやりとりを思い出した。あれで許してもらえただろうか。今日も昇降口イベントは発生するのだろうか。
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　朝の昇降口、いつも通りの日常。今日も平和な光景が広がっている。

　楓の姿を探しながら靴を履き替えたが、最後まで現れることはなかった。よかった。

　朝から精神がトゲトゲしなくてすむ。

　ゲーム的に言えば、昨日の出来事はフラグを折ってしまったということか。

　攻略対象キャラクターと接触する機会が減ったと思うと残念な気がしないこともない。

　まあ、今後は気をつけて『失恋キャラ楓たんカワユス』を観察しよう。春兄といる兄をせつなそうに見つめているところとか目撃したいんだけどなあ。

　そして今日も何気ない学校生活を過ごし、下校の時間となった。

「じゃあな、天地。寄り道しないで帰れよ。お前アイドルみたいだから妙みようなお姉さんに誘ゆう拐かいされないように。いや、近寄ってくるのはおっさんかな？　可愛がってくれるかもな」

「綺き麗れいなお姉さんだったら誘拐されたいけど、おっさんは勘かん弁べんしてくれ。んじゃ、またな！」

　部活に向かう友人達と別れの挨拶をすませ、身支度をした。ＢＬなんて知らない友人とのこういう冗じよう談だんは和むな。

　長い廊下を歩き、昇降口に到とう着ちやく。

　体操服姿の生徒にまぎれながら靴を履くためにしゃがんでいると、突とつ如じよ視界がカフェオレの缶かんのパッケージで占せん領りようされた。何事かと顔を上げると楓がいた。

「ボク、甘いのは好きじゃないんだよね」

「はい？」

　わけがわからずキョトンとしていると、顔にねじ込みそうな勢いでカフェオレを渡わたしてきた。飲まないから返すということなのだろうか。

　これだけ突き出しているのだから受け取れということだろう。

「わざわざ返さなくても、誰かにあげればいいじゃん。っていうか前にカフェオレ買っているところを見たんだけど？」

「それは……真先輩がカフェオレを買っていたから好きなのかなって思って。部活のときとか、差し入れで……」

「えっ！」

　思わず瞳どう孔こうが開いた。あれは兄への差し入れだったのか！

　なんという乙女おとめな行動。間近で楓たんカワユスを見られて嬉うれしい。ああ、潤うるおう。受け男子の乙女ポイント、キュンとするわあ。

　おっと、腐ふの思考に入いり浸びたるところだった。人前では危険だ。ん？　でも……？

「兄ちゃんはブラック派……あ、そうか。春兄が甘党だから、その影えい響きようでカフェオレをつい買っちゃうって言っていたな」

　付き合った男の影響を受ける女子、と化した兄である。

「え……」

　微かすかだが、絶望したような短い声が聞こえた。同時に凍りつくような空気も感じたが……。楓を見ると顔が強こわ張ばっていた。

「あ」

　しまった……思ったことをついそのまま呟いてしまったが、今のは兄達の甘々な情報だ。楓は聞きたくなかったかもしれない。

　もしかしたら、楓が兄にあげたカフェオレは春兄が飲むようなこともあったかも？

　ああ、せつない……ごめんなさい、余計なこと言った！

「に、兄ちゃんと同じブラック派なのか！　一緒じゃん！」

「大好きな兄と一緒ですよ！　喜んで！」とフォローのつもりで言ったのだが、余計に顔つきが険しくなってきた。あわわ……やばい、どうしよう!?

　しまいには俯うつむき、ぷるぷると震ふるえ始める始末。

　周りにいる生徒達も楓の異変に気づいたのか、ちらちらとこちらの様子を窺うかがい始めた。

「じゃあ、甘くないのを奢おごるから！　よし、すぐ買いに行こう、そうしよう！」

　楓の腕を摑み、急いで強制連行した。これ以上注目されては困る。

　校門を出て歩道を進み、昨日と同じ自動販売機でブラックのホットコーヒーを買った。

「はい、甘くないやつ！」

「……」

「どうぞ」と渡してみたが、楓は動かない。俯いたままで何も喋しやべらない。

　何かリアクションをください！　沈ちん黙もくが一番恐おそろしい。

「……うっ」

　うん？　嫌な予感がする声が聞こえ、楓を見た。

　そこには心臓を抉えぐられるようなショッキングな光景があった。

「ううっ……ふっ……」

「ええっ!?」

　あれは……あの目に光るものはまさか！　凍った心を溶かしたり、ときにはたった一いつ滴てきで命を吹き返すこともできるという聖水。頰ほおを伝う一筋の輝かがやく雫しずく……それは『涙なみだ』！

　泣いている、泣いているぞ、美少年が泣いているよ！

　まるで僕が泣かしたみたいな感じで泣いているんですけど!?　罪悪感が半端ない！

　……まあ、泣いているところは可愛いけど。違ちがうことでヒイヒイ喘あえいで泣いている涙も見たい……って、ああもう！　今は節操なく発動する邪じや眼がんが邪魔だ！

「なぜ泣く！　ブラックじゃなかった!?　コーラとかの方がよかった!?」

「うるさい！　お前なんか嫌いだ！」

「ええ!?　僕、嫌いって泣かれている状況!?」

　意味がわからないが、通行人の視線が痛い。可か憐れんな乙女のような美少年がその愛らしい顔を曇くもらせ涙している。「その元げん凶きようはお前か！」という断罪の視線だ。

　裁判長、聞いてください！　僕は無実だ、ノットギルティ！

「落ちつけって！　とりあえずどこかで休もう」

　突き刺すような視線から逃とう避ひ。

　進んだ先にあるベンチまで泣き止まない楓を引っ張っていき、座らせた。

「はあ」

　ここは大通りから少し外れたほとんど車の通らない狭い道で、人の姿も全くなかった。

　腰こしかけた年季の入ったベンチは背もたれのあるプラスチック製。閉店している店の横に設置されていた。

「はあ」と溜息をつきつつ、ちらりと横を見た。

　目に映るのは今も口をへの字に曲げて泣く楓。ヘルプミー。

「どうすればいいんだ……」

　思わず愚ぐ痴ちりながら天を仰あおいだ。

「……真先輩だったら、きっと優しく慰なぐさめてくれるのに」

　小さな声で言ったのだが聞こえていたようだ。そして、きっちり反はん抗こうはするんですね。

「すみませんねえ、残念な弟の方で」

「全くだよ」

　あんな主人公な兄と同じことを求められても無理だ。

　確かに兄だったら優しく肩を抱だいたり、慰めの言葉をかけたりするだろう。

　何も言わなくても包んでくれるような包容力があって、一緒にいるだけで落ちつけそうだが、あいにく僕はそんなスキルを持ち合わせていない。

　僕にできることと言ったら……そうだな。

「よしよし」

　楓の頭に手を伸ばし、子供にするように優しく撫なでてみた。

「な!?」

「優しくしてほしいんだろ？」
















　優しくといえば、頭を撫でるしか思い浮かばない残念な思考回路です。

「泣かないで、子猫ちゃん」と、顎あごを持ち上げて囁ささやけばよかっただろうか。それともいきなりキスをして、驚おどろきで涙が止まった楓に「ほら、泣き止んだだろう？」とクールに微笑ほほえんだらよかったか？

　僕がやったらコントにしかならないが、春兄が兄にすると凄すごくいい。想像してみたら瞬時に胸が沸ふつ騰とうした。

　ベンチを真っ二つに叩たたき割ることができるくらいのエネルギーが生まれたよ。

　腐女子のエネルギーを何かに活用できたらきっと地球を救えると思う。腐力発電とか開発されないかな。

　思考が逸それてきたが、楓は僕を凝視したまま固まっていた。面白いのでもう少し撫でてみることにした。

　楓の黄金の髪は触り心地ごこちも最高だ。柔らかい上、サラサラしていて気持ちがいい。

　ゆっくりと感触を楽しむように撫でていると、だんだんと楓の顔色が変わってきた。

　白い肌が赤く色づき、耳まで真っ赤になった。まるで林りん檎ごのようだ。

　もしかして、照れているのか？　はっ！　これが噂うわさに聞く、あの……！

「『ナデポ』だ！」

「っ!?　馬ば鹿かかあ！」

　撫でていた手を叩き落されてしまった。リアルに『撫でる』からの『ポッ』を目にして、テンションが上がらないわけがない。叩かなくてもいいじゃないか。

「痛いんだけど。どういう仕打ちだよ、これ」

「イテテ……」と自分の手をスリスリした。そんな僕を楓は呆あきれた顔で見てくる。

「……はあ、本当に真先輩と血の繫つながりあるの？」

「失礼な。顔は似ているだろう？」

　楓をジーッと見つめ、素敵な笑顔でにっこりと微笑んでやった。

　ここ最近で一番の会心の笑みだ。

「！　……か、顔だけはねっ」

　顔を逸らしながらそう吐き捨てられたが、顔色はいいままだからまだ照れているようだ。

　は！　そうか！

「これが『ニコポ』！」

「うるさい！　お前もう喋るな！」

『ニコッ』からの『ポッ』まで体験できるなんて大興こう奮ふんだ。いや、体験させた方かな。

　僕ってば罪な男だ。照れている誘い受け様は可愛くて神々しい。光のシャワーを浴びながら空から舞い降りてきた天使のような尊さを感じる。

「なんか……苛いら々いらしているのが馬鹿らしくなっちゃった」

　溜息を零こぼし、僕があげたブラックコーヒーを飲み始めた。

　まだ少し目元は赤いが涙は止まったし、落ちついたようだ。

「やっぱり美味しい」

「ふうん。僕はカフェオレ派だな」

「聞いてないし、興味ないし」

「ツメタイ」

「カフェオレ、真先輩が好きだと思って飲んでみたけど、ボクは駄目だったな。真先輩は、味覚が寄っちゃうくらいあの人のことが……」

　俯きながら呟く楓。下を向くと長い睫まつげが強調されて綺麗だった。お留守だった可愛いが少し顔を覗かせてくれたようだ。

　それに後半は小さな声で呟いていたが、僕の耳はばっちり捉えていましたよ！　今、嫉しつ妬としていましたね？　哀あい愁しゆう美少年ＢＬいただきました！　ご馳ち走そう様です！

「……何ニヤニヤしてるんだよ」

「し、してないよ」

「ふんっ、変な奴」

　危ない危ない、顔の筋肉の締しまりが悪くて危険だ。楓は笑っているからなんとかセーフだが、気をつけなければ。

「楓はそうやって笑っている方がいいよ」

「え？」

　笑った顔を見て改めて思った。泣いている顔も尊いが笑っている顔の方が似合う。

「笑っている方が元気が出るし、楓の笑顔は周りを幸せにできるくらい可愛いしさ。僕もそっちの方が好きだよ」

「なっ……な、何言ってんの!!」

　怒っているような声だが再び顔は真っ赤だ。僕も恥はずかしい台詞せりふを言っているなと思うが、「楓の笑顔は皆みんなを幸せにする」はゲームでの兄の台詞だったりする。

　楓が笑うと周りに花が咲さくようで、見ていると幸せな気持ちになる。プレイしているときも激しく同意したが目の前で見ている今は「本当にそうだよな」と実感し、思わず言ってしまった。

「……同じようなことを真先輩にも言われたよ」

　隣を見るとまだ照れているのか、恥ずかしそうに下を向いていた。

「そ、そうなんだ？　兄弟だから思考回路が似ているのかなっ」

　現実でもあのシーンは起こったようだ。台詞をパクってしまったことがバレるはずはないのだが焦ってしまった。

　ゲームでは楓ルートに入るための重要な選せん択たく肢しの一つだった。兄が春兄を選んだことでフラグを回収しただけになってしまったが、言われた楓はよく覚えているのだろう。

　そのときを思い出しているのか、目を閉じて穏おだやかな表情をしていた。

　楓にはいい思い出のようだが、僕は見ていて少し胸が苦しくなった。

　神様、消しよう滅めつルートのアフターってせつないです。

　それが尊さに磨きをかけているわけだが。

「ねえ、アキラ」

「えっ、急に名前呼びかよ」

「なんだよ、悪いの？」

「いや、いいけど。お前、距きよ離りの詰つめ方半端ないな」

　センチメンタルな気分に浸っている僕を置き去りにして、普段の楓に戻もどっている。

　今までは『なあ』とか『おい』とか苗みよう字じでしか呼ばれていなかったから、急に名前で呼ばれて驚いた。一瞬『アキラって誰？』ってなった。

「ライン、教えてよ」

「え、嫌」

「はあ？　さっさとスマホ出してよ」

　断ったら恐ろしく鋭い目になった。蔑さげすむような目だ。一部の方は呼吸困難に陥おちいるほど喜びそうだが、今の僕にとっては単純に怖い。

「……ハイ」

　やっぱり『可愛い』は不在のままだ。鞄かばんからスマホを出した瞬間乱暴に奪うばわれ、テキパキと登録されてしまった。

「じゃあね」

　楓は用はすんだとベンチから立ち上がり、颯さつ爽そうと歩きだした。

　あっさり帰るんだなと背中を見送っていると、少し進んだ所で足が止まり、戻ってきた。忘れ物か？

　黙だまって見守っていると、まだベンチに座っていた僕の横にちょこんと座った。

　腕が当たるほど距離が近いのはなぜだ。

　謎なぞの行動に戸惑っていると、俯きながらもこちらを見上げてくる視線とぶつかった。

「……八つ当たりしてごめん。ありがと。あと、さっき嫌いって言っちゃったけど……嫌いじゃないから」

　そう言い残すと、逃げるように足早に去っていった。後ろからちらりと見えた耳はさっきよりも赤くなっていた。

　遠ざかる背中を、僕は呆ぼう然ぜんと見送った。

「かっ……『可愛い』が、急に出てきた！」

　今まで居留守を使っていたのに、急に扉とびらをバンッと開けて「いるよー!!」と飛び出てきた。不意打ちを食らった僕は大ダメージだ。

　心臓をきゅっと摑まれたような、とにかく胸が落ちつかない。照れを隠してか拗すねたような表情の攻撃力も高かった。

　それに上うわ目め遣づかいのあんな目で見られたら……。楓が女の子だったら好きになっていたかもしれない。

　いや、女の子じゃなくても……なんて、危うく神聖なるＢＬロードのスタートラインに立たされるとこだった。

　ああ、びっくりした。さすが攻略対象キャラクター。失恋キャラだと侮あなどってはいけないな。
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「ただいま！　あ、しまった」

　天使達の戯たわむれを妨ぼう害がいしないために封ふう印いんしていた「ただいま」を言ってしまった。

　こんなミスをしてしまうくらい頭がボーッとしていた。楓に与えられたダメージが回復していないのか、単純に疲れたのかはわからないが少し眠い。

　玄関には僕よりも大きなサイズの靴が二足並んでいた。今日もやっぱりいますね。兄カップルが仲なか睦むつまじくて邪よこしまな弟は嬉しい限りです。おかげで眠気も飛びました。

「おかえり」

「おう、お疲れ」

　今日は励はげんでいなかったようで、一階のリビングから声が飛んできた。とりあえず一日一回はＢＬカップルを拝んでおきたい。鞄を玄関に置いたまま急いでリビングに向かった。

「はあああ、疲れた！」

「央、おっさんみたいだぞ」

　春兄に茶化されながらソファに倒れ込む。

　リビングにあるＬ字型のソファには兄が座り、その足元でソファを背もたれにして春兄が床に座っていた。なかなかいい位置関係だ。

　兄の足や太ふと股ももに擦すり寄って甘えるといい。普段はクールな攻めが受けだけには甘えるとか……ああ、果てしなく癒やされる。

「央、制服に皺がつくよ。着替えておいで」

「もうちょっと後でー」

　母さんのようなことを言う兄は今日も今日とてイケメンだ。我わが兄ながら惚ほれ惚ぼれする。

　顔は似ているのに、こうも残念に仕上がる僕は一体なんなのだろう。モブのマイナス補正でもかかっているのだろうか。

「どうしたんだ、真の顔をじーっと見て」

　お、なんですか、嫉妬ですか？　大丈夫だ、誰も取ったりしない。思う存分抱くといい。

「央、疲れているのか？　……何かあったのか？」

「ん？」

　気がつくと春兄が心配そうにこちらを見ていた。おっといけない、邪な考えに没頭して返事もせず黙ってしまっていた。

　すみません、あなた達で『あんなこと』や『こんなこと』を考えていました。

「いや……兄ちゃんと僕って顔は似ているのに印象が全然違うよなあ、と思って。今日も『本当に血の繫がりはあるのか』とか言われたしさ。いやあ、参ったね」

「……誰だ、そんなことを言うのは」

　軽口で言ったのだが兄が真剣な顔になってしまった。珍めずらしく声も低く、空気がピリッとした。春兄も顔を顰しかめている。そんな深刻な話じゃないのだが。

「ああ、気にしないで。軽いノリだったし、僕も気にしてないし」

　そう言ったのだが二人はまだ心配そうだ。

「ねえ、央。誰かと揉めていたりしない？　ちょっと気になる話を聞いてね」

「揉めてる？　何それ」

「お前が最近毎朝、昇降口で言い争っているってクラスの奴に聞いてな」

　おわあ、なんと楓イベントが二人の耳にまで届いていたとは。まあ、よく考えれば楓も目立つし、僕も天地真の弟ということで顔は知られている。その二人がごちゃごちゃやっていれば噂も立つか。

「相手は楓って聞いたけど、何かあったのか？」

　兄はとても心配そうだ。自分がフったことで、僕に迷惑がかかっていないか案じているのだろうか。

「別に何もないよ。まあ、友達だし？　ちょっと喋っていただけ、かな」

「何かあったら相談しろよ？」

「はあい」

　兄達に心配されながら自分の部屋に戻った。明日もあるのかなあ楓イベント。

　これ以上兄達に心配をかけるようなことにならなければいいのだが。
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　──翌日、朝。

　いつも通り兄が淹れてくれたカフェオレを飲み干し、身支度をすませて玄関を出ると人影が見えた。宅配の人かと思ったが……違った。

「おはよ」

　天使で小悪魔な楓だった。触り心地のいい黄金の髪は、今日も神々しい光を放っている。

　朝からありがたいものを見ることができて縁起がいいが……なぜここにいる。

「……おはよう。お前は新手の『メリーさん』か？」

「何それ」

「『私メリーさん。今、あなたの家の前にいるの』ってやつ」

「ああ。って人を都市伝説扱あつかいするなよ！」

「じゃあ、なんでうちの前にいるんだよ」

「……これ」

　差し出されたのは、缶のカフェオレだった。温かいから、さっき買ってきたのだろう。

「昨日奢ってもらったから。あげる」

「はあ……。え、これのためにきたの？」

　律りち儀ぎなことだ。でも、わざわざ来なくても学校でくれればいいだろう。

「ついでに、一緒に学校に行ってあげるよ。ありがたく思って」

「いや、別にいいです。恐れ多いので遠えん慮りよします」

「はあ？　わざわざきてあげたのに！」

「別に頼んでないし」

　なんということだ。昇降口イベントが玄関イベントに悪化している。二人でごちゃごちゃ言い合っていると後ろの扉が開いた。

「央、どうした？　……楓？」

　登場したのはもちろん麗うるわしの兄だ。兄の登場で楓は固まってしまった。

「なんでここに楓が？」

「あ、あの、ボクは……」

　どうしたらいいのかわからないようで、挙動不審になる楓。そんな楓を見て、兄は顔を顰めて近寄ってきた。

　昨日も楓と何かあったのか聞かれたし、あまり心配をかけたくない。

「迎むかえにきてくれたんだよ。じゃ、行くぞ」

「央？　待ちなさ……」

「大丈夫だって、先行くから！　んじゃ、いってきまーす」

　兄はまだ心配そうな顔をしていたが、楓の肩を叩いて出発するよう促した。

「え？　あ、ちょっと待って。あのっ、真先輩失礼します！」

　兄に挨拶をして楓も後を追いかけてきた。小走りする姿も可愛くて辛い。

　隣に並んで歩きだした楓の顔を覗くと、なぜか少し微笑んでいた。

「お前、何ニヤニヤしてんだよ」

「してないし！　早く行こ！」

　よくわからないが、すっきりとした笑顔で機嫌はよさそうだ。失恋の件は乗り越えることができたのだろうか。

　なんにしろ、もう楓とトゲトゲすることはないような気がして、自然と僕も明るい気持ちになっていた。

　神様、どうやら楓は失恋キャラから足抜けできそうです。

「しっかし、兄ちゃんと僕で態度違いすぎない？　なんだよ、さっきの『あ、あの』とかいうもじもじは」

「もじもじなんかしてないし！」

「してたね。トイレ行きたいのかなってくらいにしてたね」

「変なこと言うなよ！」

　言い合いながら歩いていると、兄を迎えに来た春兄とすれ違った。こっちを怪け訝げんな顔で見ていた。春兄も心配してくれているのかもしれない。

「大丈夫だよ」という意味を込めて軽く手を振っておいた。

「っていうか、せっかくホットを買ってきたんだから早く飲みなよ！」

「いや、さっき飲んできたし、いらないし」

「じゃあ、これ食べなよ！」

　なぜか半ギレぎみに差し出されたのは、手作りっぽい焼き菓子だった。美味しそうだったので手に取ってみると、いい匂いがしてついつい食べてしまった。

「美う味まい！　柔らかいクッキー？　パン？」

「フィナンシェ！　ふふん、美味いだろ。結構上手にできたんだから」

「ふうん。って、作ったのはお前かよ！　乙女か！　美味すぎて引くわ！」

「な！　人が頑張って作ったのに！」
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『賑やか』というより騒そう々ぞうしい声をあげながら歩く一年生達を、二人の三年生が後ろから眺めていた。騒さわいでいる当人達は見られていることに気づいていない。

「……大丈夫かな」

「あのチビ……楓も悪い奴じゃない。お前にフラれたからって、央に害を及およぼすようなことはしないさ。ああやって、突っかかっていくくらいだろう」

「いや、そういうことじゃないんだ。そういう心配はしていない。あれだって、『突っかかる』というよりは、じゃれているようなものだろう。それよりも……」

　憂うれいに満ちた溜息をつき、もう一度前の二人に視線を向けた。もうひとりも、それに合わせて同じように視線を移した。

　そして、金色の髪を揺らす少年の微笑む横顔を見て納得した。

「……ああ、そういうことか。『そっち』か」

「うん。央は……本人は気がついていないけど、本当はオレなんかより人を惹ひきつけるものを持っているから。……どうなることやら」

「まあ、俺はライバルが減っていいけどな」

「春はる樹き、お前なあ。……はあ」
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　一日の授業を終え、放課後を告げるチャイムが鳴り響ひびいた。

　部活に行く者、バイトに行く者、遊びに行く者。それぞれが己おのれの目的のために行動を開始し、校内は音で溢あふれている。

　僕ぼくは校舎を出ると校門へ続く通路の脇わきにある低い花か壇だんに腰こしかけ、周囲の雑音をＢＧＭにしながら『目的』に集中していた。

「アキラ、早く帰ろうよ」

　僕の隣となりでは一際大きな雑音が続いている。発信源はメリー楓かえでだ。

　最近は登校だけでは飽あき足らず、下校まで取り憑つかれるようになった。なぜだ……お祓はらいに行くべきか。

　そういえばゲームの場合だと好感度が高くなり、楓と結ばれるエンディングを迎むかえる『楓ルート』になる可能性が高まると登下校時に現れるようになっていた。

『手作りの差し入れ』もそうだ。僕の場合は普ふ通つうの『おやつ』だが、手作りのものをよくもらう。

　ゲームと同じ場面を体験できていると思うと奇声を上げて飛び跳はねたくなるが、できれば体験するよりも近くで見る方がいい。

　だから楓には新たに素敵な攻めと出会い、恋こいをして幸せになってほしい。

　さて、それも大事だが今は目の前のことに集中だ。五感を研とぎ澄すませ、目標に集中する。

「そんな真剣な顔してどうしたんだよ。何を見てるの？」

　無視だ、無視。僕は低い花壇のブロックに腰かけている。一方ターゲットは普通に立っている。下から覗のぞける位置にいる今は絶好のチャンスだ。よし来い、もっと前に！

「うぐぐ……」

　見えそうで見えない……なんという絶対領域。侵おかすことのできない聖域。だが、僕はあえてその地に足を踏み入れる。さあ、怖こわくないよぉ……見せてごらん、ふふ。

「……まさか、女子のスカートの中覗こうとしてる？」

「そんなものには興味はない」

「えっ」

　僕が何をしているかわからない楓が、とんちんかんなことを言ってくる。女子のおパンツなんて前世で腐くさるほど見たし、毎日穿はいていたっつーの。

「……アキラってあんまり女の子に興味ないの？」

　なぜかそわそわし始めた楓が、横にピタリとくっついてきた。暑苦しいから退きなさい。

「あっ！　華か四し季き園そのイケメン一年生組の央あきら君と楓君が揃そろってる！　ラッキー！」

「央君は可か愛わいい系って思ってたけど、楓君といると格好よく見えるね。話しかけたい！」

「馬ば鹿か、邪じや魔ましちゃ駄だ目めだよ」

「でも今はあの美少女いないし、チャンスじゃん！」

　周囲の女子がこちらを気にしている様子だ。大丈夫、覗いていませんから。

　……あっ、見えそうだ！　よし、よし……あと、ちょっと！

「もう、なんか注目されてきたし……アキラってば！」

「ああああ!?　おまっ、邪魔！」

　視界を塞ふさぐように前に立った楓を必死に押し退けたが……遅かった。すでに目標は姿を消していた。

　また見えなかった。惜しかったのに……泣いていいですか。

「お前、本当にないわ……」

「なんなの？　もう！　さっきから何を見てるんだよ」

「お前には関係ないから。先に帰っていろよ」

　ターゲット、僕がどうしても見てみたいモノ。それはある人の『素顔』だ。その素顔は今、巧たくみに封ふう印いんされている。

　封印自体は強固なものではない。なんてことない『前まえ髪がみ』と『タオル』というありふれたどこにでもあるものだ。

　人はそれを封印だとは認識しない。封印されていると認識しないものを解こうとは思わない。そこが巧みなのだ。

　すぐそばに秘ひ宝ほうがあるというのに誰だれも気がつかない。

　でも、僕は知っている。前世という宝の地図を持っているからこそ辿たどり着ける。

『隠かくれイケメンな攻略対象キャラクター』という秘宝に！

　秘宝の素顔の持ち主の名は『柊ひいらぎ冬とう眞ま』。身長百八十七センチの成人男性、確か年ねん齢れいは二十五歳さい。教師ではなく、用務員さんだ。失しつ恋れんキャラのひとりである。

　彼かれはグレーのツナギ作業服に頭には白いタオルを巻いていて、一見すると地味でダサい。

　髪は明るいオレンジで『地味』なんて印象を抱いだくはずがないのだが、この状態では地味ダサの印象を受ける。

　でも、僕は知っている。あの頭に巻かれたダサい白タオルと長い前髪の下には、切れ長で鋭するどい金色の瞳ひとみが隠されているのだ！

　作業服を腰のあたりまで下ろして袖そでを括くくり、上は黒Ｔシャツ一枚。頭のタオルは取られ、髪を綺き麗れいに切り整えてオープンイケメンとなったときの姿は、美形度でいえば攻略対象キャラクターの中で一番だ。

　そんな美お味いしい存在、まさに天然記念物、国で保護すべき素顔をこの邪じや眼がんで直接網もう膜まくに焼きつけたかったのに……罪は重いぞ、楓！

　ああ……素顔を見ることができるのなら、財布の中の全財産を払ってもいい。働いて返せる程度なら借金してもいい。

　用務員さんに想いを馳はせていると、隣の楓がギャンギャン喚わめきだした。

　僕が「関係ない」と言ったのを怒おこっているようだ。あ。でも、兄を取り合っていたかつてのライバルだから案外関係深いかな？

　かつてのライバル、かーらーのーラヴ！　……ありだな。お互いに傷きずを舐なめ合い、そして物理的にも舐めあ……ふっ。神聖なる校舎でこれ以上はよそう。

「楓よ、年上、オレンジが『吉』だ」

「はあ？　なんの話？」

「多くは語るまい。だが、しかと心に刻んでおけよ」

「アキラってときどき会話が成り立たなくなるよね」

　楓に神の啓けい示じを与えることができたので、今日はこれで納得しよう。明日も頑がん張ばるぞ！
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　目の前にはくすんでしまった二枚扉とびら。磨みがかれた形跡があり、元は白だった面影がある。

　そんな残念な扉の上の室名札には『用務員室』と書いてある。

「きてしまった……」

　なかなか素顔を見ることができず、とうとうターゲットの本ほん拠きよ地ちまで出しゆつ陣じんしてしまった。

　ここは当然用務員さんが使用している部屋なのだが、生徒が訪おとずれることもある。例えばいろいろな相談のため。

　進路やプライベートの悩なやみについて、教師には相談し辛づらい話を聞いてもらえるのだ。

　それを利用して素顔を確認するというミッションを遂すい行こうしようと思ってきたのだが……扉の前まできて戸惑った。

「何を話せばいいんだ？」

　進路はまだ考える猶ゆう予よがあるし、悩みも『メリーさんに取り憑かれたのだがお祓いに行くべきか』ということくらいしかない。

　この学校の用務員さんは隠れイケメンともうひとり、肝きもっ玉母ちゃんのような四十代女性がいるのだが相談は彼かの女じよがメインだ。

　隠れイケメンは学校の管理や体験活動の指導員などが主で、外に出ていることも多い。

　彼がいなければなんの用もない。やめよう。作戦を考えて出直してこよう。

　そう思い、踵きびすを返したところで用務員室の扉が開いた。

　わっ……出たあ!!　振り返ってみると、そこには……隠れイケメンの彼がいた。用務員室を背景に立つ姿は、ゲームのプレイ画面がそのまま実写化したように見えた。

　ああ、写真を撮とりたい！　ときよ止まれ、僕にシャッターチャンスを与え賜たまえ！

「何か用ですか？」

　紐ひも暖簾のれんのような長い前髪で目は見えないし、今日も今日とて地味メンだが声はイイ。

　前世ではヘッドフォンで聴いていたイイ声を直接聞くことができて、僕の鼓こ膜まくも泣いて喜んでいる。抑おさえていた『素顔が見たい！』という衝しよう動どうが高まるが……どうしよう。

「いえ、特に用事はないんですけど……」

「……まあ、どうぞ。お茶でも飲んでいってください」

　そう言うと、扉を開けたまま用務員室の中に消えていった。もっとリアルな柊を見ていたいが……。

「うーん……まあ、適当に話せばいいか」

　このまま帰るのは失礼な気がする。お言葉に甘あまえてお茶だけいただくことにした。

「失礼します」

　顔から覗き込こむように室内に入り、周りを見み渡わたした。

　部屋の中心には小さなテーブルを挟んで茶色の安そうな二人がけソファが向かい合わせに置かれていた。ちょっとした応接室という感じだ。

　奥おくに繫つながる二つの扉は開け放たれたままで、一方は備品や資材などがある倉庫、もう一方は用務員二人が事務処理をするデスクが見えた。

　こちらもゲームで目にしたことのある光景だ。カメラ小こ僧ぞうになりたい。写真を撮りまくって、最後には柊の等身大パネルと記念撮さつ影えいをするのだ。……って実物がいるんだった。

　ついつい聖地巡じゆん礼れいをしている気分になってしまっていた。グッズ販売があったら財布が空になるまで買っていただろう。

　はしゃぎたいのを我が慢まんし、そわそわしながらソファに腰かけて待っていると、目の前にお茶が置かれた。温かいほうじ茶だ。いい匂においと湯気が気持ちを落ちつかせてくれる。鎮しずまれ、僕の荒あらぶる腐った心よ。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　飲むように勧すすめられたので湯ゆ吞のみを手にとってふうふう冷ましていると、柊が目の前のソファに腰かけた。

　視線は僕に向けられている……と思う。前髪であまり見えないが、鋭い視線を感じた。

「俺おれに何か聞きたいことでもあるの？　天あま地ち央君」

「!?」

　名乗っていないのにフルネームで呼ばれ、ビクッと肩が跳ねた。いや、落ちつけ……『天地真まことの弟』として有名だから、知られているのも珍めずらしいことではない。

「いえ？　何もないです」

「本当に？　最近俺のこと見てない？」

「……え。ええ、見ていませんよ？」

　花壇でしつこく素顔を覗こうとしていたのがバレたのだろうか。暖簾越しの鋭い視線を浴あび続け、嫌いやな汗が流れてきた。なんとか誤ご魔ま化かさなければ！

「なんのことでしょう僕わからない、てへっ！」という思いを込めて、にっこりと微笑ほほえんでみた。楓をニコポ攻略した会心の微笑みだぞ、ドヤァ！

「……」

　変化なし、リアクションなし。こちらを射抜く目を収めるつもりはないようだ。

　それどころか『誤魔化しても駄目だぞゴラァ』というような圧が加わった気がする。作戦失敗であります！

「み、見てないです」

　声が上うわ擦ずった。笑ってしまいそうなほど噓うそをついているのがバレバレだ。

「君、お兄さんから何か聞いた？」

「うええっ!?」

　どうやり過ごすか考えていたのに、兄のことを出されてつい変な声が出てしまった。

　僕の「知っています」と翻ほん訳やくできそうな声を聞いて纏まとう空気もさらに鋭くなった。兄から何か聞いていると判断されてしまったか。

　誤解です、実際に起こったことは知りません！　ゲーム知識があるせいで反応してしまっただけなんです！

　ああ、僕はなんて素直な子に育ってしまったのだろう！

「い、いえ。僕は何も……」

「……何を聞いたのかなあ。困ったね」

　ソファに肘ひじをつき、頰ほおに手を当てている姿から殺気のようなものを感じる。果てしなく怖い。……というか聞かれて困るようなことをしたの？　凄すごく気になる。

　そういえば、ゲームでの柊は普段は温厚で静かだが、恋愛関係には強引なところがあり、兄を用務員室に閉じ込めて押し倒たおすと無理やり……それかああああ！

　思い出した。そんな場面がゲームであった。きっとそれが実際に起こったのだろう。

　そして僕が座っているこのソファがその現場だ。兄はここで……。

　思わずソファを一ひと撫なでしてしまったが、こんなことをしている場合じゃなかった。

　その場面では最後まで致すことなく未み遂すいで兄は逃にげたのだが、これって現実では結構まずい。学校にチクられたら大問題、事件レベルだ。

　柊が逮たい捕ほされ、報道されている場面を想像してしまう。

「警察の取り調べに柊容疑者は『性欲を抑えきれなかった』と供述しております」……なんてことをニュースキャスターがまじめに伝えているテレビの画面が脳内に浮うかんだ。

「君、本当に何も聞いてないの？」

　同じ質問をされたので、こくこくと頷うなずいて返事をした。

「……そう、じゃあ帰っていいよ」

「え？」

「帰りたい、って顔に書いてあるよ。もういいから帰りなさい」

　案外あっさり解放してくれるらしい。それならそれでよかった。ならば長居は無用だ！

　残すのは悪いのでお茶を一気に飲み干し、立ち上がった。

「お茶、ご馳ち走そう様でした。お邪魔しました！」

　お礼をすませ、脱だつ兎とのごとく逃げ出そうと扉に手をかけたそのとき──。

　──ドンッ

　僕の真後ろに気配がした。それも体温を感じるほどすぐ近くに。

　そして開けようとしていた扉は、後ろから伸びてきた手に押さえられていた。

「なんてね、まだ逃がしてあげられないなあ」

　耳元で柊の静かな声がした。妖あやしさを含んだ声は攻撃的でぞくりと恐きよう怖ふを感じたが……。

　それよりも今大変なことが、大事件が起きた。これは……あの……伝説の……！

「壁かべドン！」

　巷ちまたの女子が憧あこがれるあの『壁ドン』ではないか!?　正確には壁ではなく扉だが、何より今「ドンッ」って言ったしね！　そうだよ、絶対これがそうだよ！

　追い詰つめられたという圧あつ迫ぱく感と恐怖、そしてそこから湧わき起こる高こう揚よう。

　素晴らしい、マーベラス！　貴重な体験ができた。これはイイ……女子達の気持ちがわかる。今だってドキドキして……！

「君は……」

「？　……あ」

　柊の声を聞いて我われに返った。そういえば僕、ピンチでした？　振り返って柊の顔を見ると無表情だった。

「あ、すいません。続きをどうぞ」

　確か「やっぱり逃がさない」とかそういう件くだりだったはずだ。

「……いや、もういいよ」

　そう吐はき捨てるとドンをしていた手を下ろしてソファに戻もどり、両手で頭を抱かかえ込んでしまった。

　これは僕のせいでしょうか？　確かに空気を読まなかったというか、流れをぶち壊こわした自覚はある。ごめんなさい。

　放っておくのも悪い気がして、仕方なく向かいの伝説のソファに戻った。

「えっと、何か……すみませんでした」

「……もういい、放っておいてくれ。俺のことなんか……」

「そうですか。じゃあ、さようなら」と去りたいところだが、柊が悩める人スタイルに陥おちいった原因は自分にあるので放置するのは気が引ける。

　それに『俺なんか』という自暴自じ棄きな台詞せりふも気になる。

「何かあったんですか？　悩みとか……。僕でよければ聞きますよ？」

　声をかけるとゆっくりと顔を上げてこちらを見た。相変わらず目は見えない。

「それ、どっちかというと俺の仕事なんだけどね」

「それは知っていますけど。今はどう考えても逆の絵面だと思うので」

　真っ直ぐ姿勢よく座る僕に頭を抱える柊。どちらが相談者かと聞かれたら、誰もが間ま違ちがいなく柊だと答えるだろう。

「……そうだな。じゃあ、聞いてもらおうか」

「え？　あ、はい」

　あ、話してくれるんだ？　聞いておいてなんだが、話してくれるとは思っていなかった。

　ちょっとワクワクする。改めて姿勢を正して柊に向き合う。

　兄とのあれこれだろうか！　すでに邪眼は解き放たれていますよ！

「君は本気で人を殺したいと思ったことはあるかい？」

「はい？　え、な、ない、ですけど」

　……え？　どういう話ですか？

　ソッチ系ですか？　冗じよう談だんを言っている様子はない。

「もちろん俺も基本的には『ない』。でもね、状況とか環境とかタイミングとか、いろんな要素が揃って『今なら殺せる』って思った瞬しゆん間かんに手を止める自信がないんだ」

　悪あく魔まが囁ささやく瞬間というやつか？　人間なら少なからずある心理らしいが、『手を止める自信がない』だなんて穏おだやかじゃない。

　僕が思っている以上に深刻な悩みのようだ。

「えっと……心に余よ裕ゆうがあれば、そういう魔が差す瞬間がきても流せるのではないでしょうか。というかそれはなんの話ですか」

　ピンクな話題を待っていたのに黒い話題で正直しょんぼりです。僕の邪眼が拳こぶしを上げて猛もう抗こう議ぎのスタンバイをしている。

「ああ、すまないね。邪魔な奴やつがいるんだよ。あいつがいなかったら手に入るのになあって。この前、高いところから物を落としてしまったときにふと思ったんだよ。ちょうどこの下をあいつが通っていれば、ってね」

「それって……」

　これは……黒と思いきや元はピンクじゃないか？　血が酸化したら黒くなるように、ピンクも黒くなってしまったのだろうか。十中八九、兄と春はる兄にいのことだ。

　大変だ、春兄が命の危機だ！　デンジャー！　デンジャー！　警報発令！

　失恋キャラがヤンデレ化していますよ！　いや、デレはなさそうだから純粋に病んでいる。

　そこまで兄のことを……『ああ、ＢＬ愛は深海よりも深し！』と感動する反面、サイレンを鳴らしながら警告パトランプが回り続けている。

　どうしよう、僕にできることはなんだろう。兄カップルには幸せなまませっせと励はげんでほしい。兄達の愛欲生活を守るのは僕だ。僕は愛欲守護者なのだ！

「じゃあ、高いところに行かなければいいんですよ！」

「そういうわけにはいかないだろう。それにあくまで一つのたとえであって、たとえば電車のホームであいつが目の前に立っていると突つき飛ば……」

「電車に乗るのをやめましょう！　交通手段は車で！」

「運転しているときにあいつが前を歩いていたら轢ひき……」

「徒歩！　もうどこに行くのも徒歩にしましょう！」

「歩いていて、交差点で目の前に……」

「もう家にいろ！　引き籠こもっていろ！」

　なんて面めん倒どうな大人なのだ。今のところイケメン要素が声しかない。

「どうすればいいんだ……。こんな自分は嫌なんだ。こんなんだから、俺じゃ駄目だったのだろうな」

　再び頭を抱えて沈む柊。いい体格をしているはずなのに小さく見える。

　今の呟つぶやきを聞いて、この人は本当に兄が好きだったのだなとしみじみ思った。

　そして失恋の辛さと妬ねたみで淀よどんだ自分に嫌気が差している。きっと根はいい攻め……じゃなくていい人なのだな。

　兄達も救いたいが、柊もなんとかしてあげられないだろうか。

　ゲームでは大人な分『エロ担当』のようになっていた柊には散々お世話になった。素敵な言葉攻めをたくさん聞かせてもらった恩を返したい。

　救いの手を差し伸べるなんて大層なことはできないけれど、何か力になってあげたい。

「じゃあさ、その黒い感情が湧いてきたら、とりあえず僕に連絡してみませんか？」

「君に？　なぜだ？」

「ひとりで考えて、殻からに閉じこもってモヤモヤするから溜まっていくんだよ。誰かに伝えて拡散させたら淀みも少なくなるんじゃない？　まあ、とりあえずやってみない？　あ、やってみませんか」

　名案とは言えないかもしれないけど、思いついたことをそのまま提案してみた。悩みって人に話すと考えが纏まとまったりすっきりしたりするものだし。

　柊は口を開けてきょとんとしていた。その状態でしばらく固まっていたが、徐じよ々じよに悩める人スタイルから解き放たれていった。

「はは、無理に敬語は使わなくていい。そうだな、頼めるか？」

「一応敬語は使いますよ。たまに忘れると思いますけど。じゃあ、ラインかメールで連絡してください」

「ラインはやっていない。メールで頼む」

「わかりました！」

　とりあえず柊と連絡を取って、病み度を測りながら様子を見よう。ヤンデレＢＬのカウンセラーに就任である。

　それで兄達の身の危険も察知できるだろう。案外名案だったかもしれない。

「ありがとう、央君。……君達兄弟は本当に眩まぶしいね」

　兄に想いを馳はせているのか、甘い空気を纏わせた視線をこちらに向けてきた。いや、目は見えていないのだが……見えていなくてよかったかもしれない。

　封印されているのにフェロモンが漏もれているのか、赤面してしまいそうになった。解き放たれた美び貌ぼうでこんなふうに見られたらどうなっていただろうか、恐おそろしい。

「兄ちゃんはお日様みたいにキラキラしているけど、僕はせいぜい古いトイレの電灯、四十ワットの白熱電球くらいですよ」

「うーん……似ているのか、一瞬でわからなくなったよ」

　動どう揺ようを隠すために適当に吐いた言葉で呆あきれられてしまった。柊にまで遠回しに『残念な弟』だと言われてしまった。似ているのは見た目だけですよ、ええ。

「でも……お日様は夜を照らしてはくれないけど、白熱電球ならいつでも明るいし、じんわり暖かいな」

「ん？」

「……なんでもない。じゃあ、よろしく頼むよ」

　立ち上がった柊に続き、席を立った。先に扉を開けに行った柊の足取りはさっきよりも軽そうに見えた。多少憑きものは落ちたのだろうか。

「またね」

「はい。お邪魔しました。お茶、ありがとうございました」

　別れの挨あい拶さつをし、今度はドンされることもなく用務員室を後にした。
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　それから、学校がある平日は毎日柊からメールが届くようになった。攻略対象キャラクターとメールをしているなんて夢のようだが、嬉うれしかったのは最初だけだった。

　基本的には『あいつ』、明確には言わないが春兄を見かけたから殺意が湧いたという内容で、読んでいて非常に欝うつだ。

　だが柊鬱メルマガに登録してしまったのは自分なのだからしょうがない。これが兄カップル、そして柊のためになるなら我慢しよう。

　そんなことを考えていたらメールの着信音が鳴った。着うたは髪の長い女性が井戸から這はい出てくるあの映画のＢＧＭだ。これ以上ベストな選曲はないと思う。

『すまん。花壇の手入れをするためシャベルを持っているときにあいつが通った。殺やっていいか？』

　今日も今日とて病み具合は絶好調のようだ。

『〉Ｒｅ：いいわけないだろ。花の匂いを嗅かいで落ちつけ』

「返信……完了、ふう」

　ちなみに春兄には玄関に盛り塩をするように勧めた。『何を言いだすんだ』と笑っていたが、お前の命がかかっているのだぞ！

　全く、この年中発情期な攻め様は兄のことで頭がいっぱいで困ったものだ。命があるからこそ励めるのだぞ、愚おろか者が！

　また後日──。

『五メートルホースを巻き取っているときにあいつが通った。絞しめて吊つるしていいか？』

「やめて」

『〉Ｒｅ：いいわけないだろ。水をかぶって冷静になってからホースを片付けよう』

　ちょっと風か邪ぜを引いて寝込めば憑き物が取れるかもしれない。いっそ滝たき行ぎようでもすればいいのだ。

　そしてまた後日、症状は徐々に悪化している気がする……。

『お茶を入れるために湯を沸かしているのだが、ぐつぐつ煮に立たっている湯を見ていると、ここにあいつを刻んで入れたくなった。殺っていいか？』

「やめろおおおお!!」

　怖い、怖いよ！　サイコホラーか！　スプラッタか！

　これはなんとかしなければ事件が起きてしまう。震ふるえる指で必ひつ死しにメールを打った。

『〉Ｒｅ：お願いします、やめてください。火を止めて、お湯はそのまま置いて、温かいお茶は諦あきらめて水にしましょう。コップ一いつ杯ぱい飲んだら一度深呼吸。そして仮眠をとれ。これは命令だ！』

　駄目だ、確実に悪化している！　メールだけでは不安だ。柊の様子を確認しに行こう。

　授業が終わるとすぐに引っついてくる楓を引き剝はがし、用務員室に急行した。

「正気かー!?」

　バンッと乱暴に扉を開けると、そこにはデジャヴな光景があった。柊が頭を抱えてソファに座っていたのだ。

　いや、見覚えのある光景ではあるが重症化しているのが一目瞭りよう然ぜんだ。空気が重たい、黒い、寒い。ここだけ別世界、暗黒空間だ。

「……全く、世話のかかる大人だなあ」

「返す言葉がないよ。ほんとに駄目な大人だ。高校生相手にこんな……ははっ」

　確かに、社会人が高校生相手に失恋して立ち直れないなんて、大きな声で言えることではないかもしれない。でも、それだけ本気の恋をしていたということだ。

　柊の隣にドカッと座り、話しかけた。

「まあ、大人だから我慢しなきゃいけないこともたくさんあるし、息苦しいのかもね。無理して大人らしくしなくてもいいんじゃない？」

　柊は幽ゆう霊れいのように儚はかなげな動きでこちらを見た。顔も死人のように青白い。わあ、もう本当に重じゆう症しようですね。

「そんなに思い詰めんなって。話なら聞くし。何か楽しいことでも考えようよ」

　気の利いた言葉など言えないが、精一杯励ますように笑いかけた。暗い顔ばかりしていたら気持ちも明るくならない。

「花壇の薔ば薇らも綺麗に咲さいていたし、手入れをしている柊さんが暗い顔をしていたら駄目だよ」

　華四季園学園にはたくさんの花が植えられているが、薔薇は特に綺麗だ。季節に合わせて品種を選んで植えられているので華四季園から薔薇が途絶えることはない。

　ゲーム知識になるが、これには柊の『自分なりに貢こう献けんしたい』という思いが込められている。学校を美しくしたい、薔薇を見て一時でも生徒達に心安らいでほしい。そんな願いを注がれ、薔薇達は綺麗に咲き誇ほこっているのだ。

　柊もただ病んでいるだけのＢＬではないということだ。綺麗な薔薇に負けないよう、柊にも元気でいてほしい。

　柊は何かに驚おどろいたのか、目を見開いて固まっていた。

「あの薔薇達のことを気に留めていてくれたのか？」

「え？　はい、綺麗ですよね。入学した頃ころと違う種類の薔薇になっているし、凄いなって」

　そう言うと、さらに柊の目が見開かれた。

「……そこまで気づいたのか？　真も褒ほめてくれたけど、品種を変えていることには触れなかった……」

　独り言のように呟くと静かに目を伏ふせた。あれ、ゲームでは兄も品種を変えていることについて触れていたはずだが……。

　春兄のルートを進んだから、そこまで言わなかったのかもしれない。

「……君は凄い白熱電球だよ」

「え？」

　言われた意味がわからず柊を見ていると、急に肩を摑つかまれた。

「な、なんだよ！」

　力が強くて痛い。抗議の声をあげ視線を向けると、グイッと柊の顔が近づいてきた。条件反射で避けようとした瞬間に摑まれていた肩を押され、後ろに倒れてしまった。

『ソファの上に押し倒されて、目の前には柊の顔』という状況なのだが……これはどういうこと？

　頭の中は『？』でいっぱいである。早く退けてほしいのだがなぜか動く気配はない。

「何するんですか！　痛いじゃ…………!!」

　正面を見て息を吞んだ。柊の頭のタオルが取れていたのだ。そして、長い前髪も下に垂たれ……ついに瞳が！　とうとう見えた……見てしまった！

　ゲームの知識通り、切れ長で鋭い金色の瞳だ。でも三次元となった素顔は二次元の何倍も麗うるわしかった。

「格好いい」なんて言葉じゃ足りない、レベルが違う。兄や春兄でイケメンは見慣れている僕が驚くほどだ。

　目が合った瞬間から心臓がうるさくなった。メデューサのように石になるのではなく、男なら誰でもＢＬ化させてしまう怪かい物ぶつなのかもしれない。

　ハッ！　このアングル……この景色……。兄がこのソファに押し倒されたあの場面のスチルと同じではないかっー!!

「こんな状況で、なんで君はニヤニヤしているんだ？」

「え、ニヤニヤなんかしてないよっ」

　この衝動を全て抑え込むなんて無理だ。必死に我慢しているが零こぼれてしまう。

　頭の中ではスチルを祭さい壇だんに奉たてまつり、その周りをぐるぐる転がり回りながら悶もだえ苦しんでいる僕がいる。無理、辛い！　実写化した上に体験できるとか、石油王の遊びより贅ぜい沢たくだ！

「しているけど？　もしかして……こういう状況を喜んでいるの？」

「え？」

　ゆっくりと近づいてきた大きな手のひらが頰を撫でていく──。

　その動きが妙に蠱こ惑わく的だった。

　脳内のお祭り騒さわぎが一気に止まった。超絶美貌が妖よう艶えんな空気を纏い始めたが……何？

「……本当に似ているね。君でいいや」

　そんな呟きが聞こえた直後、恐ろしいことが起こった。凶器のような美貌が僕の顔を目がけて真っ直ぐに降りてくる。
















　……これ、死ぬかもしれない。顔の距きよ離りがゼロになると間違いなく死ぬ。

　今までの僕は死んで新たな僕が生まれてしまう！

　やっと状況がわかった。というかなんで今までわからなかったんだ!?

　自分がＢＬ対象になることを考えたことがなかったからか、全然考えが及およばなかった。

　そんなことを考えている間にも柊の顔は目前に迫せまってくる。

「新たな扉を開いてみようか」なんて誘惑に負けてしまいそうだが、僕には「ＢＬは見るものだ！」という信念がある。

　自身で体験などおこがましい。そっと見守る、それが腐女子の本ほん懐かいじゃないか！　今は女子じゃないけど！

　初心を思い出し、絶対に逃げなければともがいてみたが身体からだが全く動かない。ああ、もう……どこでもいいから動け！

「無理だっつーの！」

「ぐああ!?」

　なんとか動いたのは頭だった。頭ず突つきとなって見事に柊の高い鼻にクリーンヒット。ダメージを受けた柊はよほど痛いのか、身体を起こすと両手で鼻を押さえた。

　鼻血が出ていないか少々不安だが逃げ出すなら今だ。まだ僕の足の上に乗りかかっている柊の腹を思い切り殴なぐった。

「ぐぼうっ」

　柊の身体が後ろに下がり、足が自由になった。瞬時にソファから降りて距離を取ると柊を睨む。腹を押さえて蹲うずくまっている姿を見ているうちに、沸ふつ々ふつと怒いかりが湧いてきた。

　腐っていた僕も悪いが、突然襲おそわれては困る。しかもさっきの発言はなんだ！

「『君でいいか』ってなんだよ！　僕を兄ちゃんの代わりにする気か!?」

「！　違っ……それは違うんだっ。待って」

「そんなの無理に決まっているだろ、あんな完全無欠な兄の代わりなんてできるか！　大体僕にも選ぶ権利というものがあるんだ。さっさと新しい恋を見つけろよ！　まずそのダッサいタオル取って髪切って小綺麗にすりゃ凄いイケメンなんだから、いくらでも相手は見つかるだろバアアアカ！」

「央君、待って……待ってくれ！」

　絞しぼり出したような苦しげな声で呼び止められたが無視だ。荒々しく扉を開け、用務員室を出た。扉が壊れそうな音が廊ろう下かに響いたがかまうものか。

　全く、兄を好きな奴は年中発情期ばかりか！　最高かよ！　……じゃなくて、サカる相手は兄だけにしてほしい。僕はＢＬの内野ではない、外野だぞ！

　怒りは冷めないが……でも、素顔を見ることはできた。……凄かった。

　思わず顔がにやけた結果、怒りながらも『ニタァ』と不気味に微笑んでしまった。

「ん？」

　不ふ審しん者しやと化した状態で廊下を進んでいると、身に覚えのある攻撃的な視線を感じて自然と足が止まった。本能が危険を察知したようだ。ゆっくりとあたりを見回すと……いた。

　楓イベントのときと同じような光景。すぐに姿は見えなくなったが、あの逞たくましい腕うで、鋭い眼光はクラスメイトの白しろ兎うささんだ。

　どうしてこんなところにいるのだろう。こちらを窺うかがうように潜ひそんでいたし、たまたま通りかかったというふうには見えなかった。

　ここから用務員室はまだ近い。柊に向けた怒ど声せいを聞かれていないといいのだが……。
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　柊からの被ひ害がいに遭あった翌日。朝から気分は浮き沈しずみしていた。

　苛いら々いらの火はおおむね消えたのだが、ふと思い出すとすぐに再熱してしまう。

　今もあの綺麗な瞳に「代わりにしよう」と笑われているようで……ぐぬぬぬぬ。今日会ったらチョキで目め潰つぶししてやろうか。

「なんでそんなに機き嫌げん悪いんだよ。怒っているのはボクの方なんだからね！」

「わかったって。もうお前ウルサイ、黙ってろよ。黙ってりゃ可愛いんだからさ」

「なっ！　か、可愛いとか……やめてよね！」

「昨日、置き去りにされた！」と文句を言っていた楓がようやく黙った。横目で様子を窺うと顔を赤くし、拗すねたように口を尖とがらせていた。

　シンプルなツンデレをどうもありがとう。凄く癒いやされました。

　本日もメリー楓は玄げん関かん先に現れた。当たり前のように一いつ緒しよに登校中だ。僕のところに来るより新たな想い人を作りなさい。

「あ！　ねえ、数学の課題難しかったよね」

「！」

　楓の言葉に足が止まった。柊のことで頭がいっぱいになり、忘れていた。そういえば今日が提出日だった……。

「まさか、やってないの？」

「忘れてた」

「ええ!?　ボクの写す？」

「いや、学校に着いてからパパっと終わらせる」

「難しかったから時間かかるよ？　あ、でもアキラは意外にちゃんと勉強しているもんね。すぐに終わるか」

「『意外』は余計だ。ちょっと急ぐか」

　全く手をつけていないわけじゃないので、そんなに時間はかからないと思うができるだけ余裕は持ちたい。歩くペースを上げて学校を目指した。

　のんびり歩いている生徒達を追い抜き、校門に差しかかったところで何やら校内が騒がしいことに気がついた。

「あれ、誰？　すっごーくかっこいいんですけどっ!!」

「えー知らないよ！　新しい先生とか!?」

　主に女子がキャーキャー騒いで誰かに群がっている。兄達がいるのかと思ったが違うようだ。興味も湧かず、立ち去ろうとしたそのとき──。

「央！」

「うん？」

　誰かに呼ばれた？　声の主を探したが見当たらない。気のせいかと思い直し、立ち止まっていた足を進め始めたところで騒ぎの中心から女子を搔かき分けて人が現れた。

　ジャケットは着ていないが、スーツ姿の超絶イケメンだった。見覚えがある顔だ。

　……昨日、とっても間近で見たなあ。

「……マジか」

　こ、これはやばい……落ちつけ僕。目を閉じろ、見たら奇行に走って平へい穏おんな高校生活を失うぞ！　下手をするとＢＬロードを全速力で駆かけだしてしまうことになる！

「アキラ、知り合い？」

「ええっと……」

　楓もスーツイケメンの美形オーラに気け圧おされているのか、萎い縮しゆくしたようにコソコソと僕に耳打ちをしてきた。

　あなたも知っている人なのですよ。僕も一瞬誰だろうって思ったけど。

「……用務員の柊さん」

「え？　ええええっ!?」

　楓や女子達が驚きで絶ぜつ叫きようし、あたりが騒そう然ぜんとなった。僕だって『封印解けたああああ!!』と両手を上げて走り回りたい！

　柊は周囲の騒ざわめきなど全く気にせず僕に微笑みを向けている。こっち見んな！　死ぬ！

　しかし……凄いのが世に解き放たれてしまった。僕が知っているオープンイケメンスタイルとは違うが、スーツ姿で大人格好いい。

　前髪も切って目がはっきりと見えるし、ゆるいウェーブの無造作インテリショートでスタイリッシュになり『イケメン度ＭＡＸ越え』という感じだ。

　ああ、今こそときよ止まれ！　オープンイケメンスタイル別バージョンをあらゆる角度から撮影したい！　ボイスレコーダーを買ったら次はドローンだな。

「央がこうした方がいいって言うから。どうだ、変じゃないか？」

「え、言ったっけ？」

「言った。小綺麗にした方が格好いいって言った」

　言ったような、言ってないような……。正直、怒りで何を言ったかあまり覚えていない。

「そうだっけ？　まあ、確かにそっちの方がいいけど、スーツで土仕事とかもすんの？」

「そのときは着替える。よかった、変じゃなくて。昨日はごめん。話したいことがあるんだ」

「……いや、もういい。話もいい」

「じゃあ、今聞いてくれる？　あと、お詫わびにこれを渡そうと思って」

「はあ？　え？」

　こんなに注目をされている中で話を聞くなんて冗談じゃない。そして差し出されたモノをつい受け取ってしまったが、確認して思わず固まった。

　それは花壇に咲いている薔薇とは違う真っ赤な薔薇三輪で作った花束。ゲームで見たことがある。柊ルートに入ると渡されるアイテムで、薔薇三輪の花言葉は『告白』だ。

　ゲームに出てくるアイテムを入手するなんて、天に掲かかげて「ゲットだぜ！」と叫びたくなったがそんな状況ではない。

　周りの女子は興味津しん々しんだと目を輝かがやかせているし、隣の楓は殺気のような黒い空気を放ち始めている。

　何を話したいのか知らないが人前でされると拙まずい話に違いない。昨日まで『央君』だったのに、急に名前を呼び捨てにされていることも気になる。

「話はまた今度聞きに行くから！　じゃあ！」

　本当は聞きたくないが、聞くと言わなければ追いかけられそうだ。『今度』と言っておけば納得するだろうと口約束をし、逃げるように人ひと集だかりから離り脱だつした。

　楓は校舎に駆け込もうとする僕にピタリと張りついて追ってきている。さっきよりも負のオーラが増しているし、完全にホラーだな。
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　渦か中ちゆうの人となりつつある弟の後ろで真は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくし、現場を見ていた。

　その隣には最近まで、知らず知らずのうちに命の危機に晒さらされていた人物がいる。

「おい、真。あれはどういうことだ」

「……」

「おい！」

「ああ、ごめん。……央、あの子は本当にもう」

「楓に続き、あいつもか？」

「そういうことなんだろうね。どこまで人を惹ひきつけるんだろう。オレはあの子が怖いよ」

　隣にいる人物は思った。『お前が言うか』と。呆れながらも真の意見には同意した。

「俺からすればお前の魅み力りよくが一番恐ろしいが、確かにあいつのはやばいな」

「……春はる樹き？」

「妬やくなよ。お前抜きでって話。あいつはなんか、飛びつきたくなるというか、手中に収めたくなる衝動に駆られるというか」

「ふうん？　そんなこと考えていたんだ。へえ」

「だから妬くなって」
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　教室の開け放たれた窓から顔を出し、何気なく外の景色を眺ながめた。

　今は授業の合間の休きゆう憩けい時間。目に映るのは日常的な光景。暖あたたかい日差しの中、賑にぎやかな校庭内をたくさんの生徒が行き交っている。

　その中に一カ所、黒い塊かたまりを見つけた。落ちた飴あめに群がる蟻ありのように見えるそれは……。

「柊ひいらぎさあん！　これ、調理実習で作ったので食べてくださいっ」

「私、相談したいことがあるんですぅ」

「柊さんって彼かの女じよいるんですかあ？」

　解き放たれた怪かい物ぶつに群がる女子生徒だ。その中心には黄色い声を総無視して、黙もく々もくと花か壇だんの草を毟むしる用務員の姿が見える。

　もう少し愛想よくすればいいのに完全無視だ。ポイントを割り振って、そういうスキルを習得しているのかもしれないと思うほどのパーフェクトアウトオブ眼中だ。

　まあ、あれだけ騒さわがれたら鬱うつ陶とうしいだろうし、気持ちはわからないでもない。

　ただ羨うらやましい分腹が立つ。僕ぼくだって女子にキャーキャー言われてみたい！

　今は作業着にタオルという見慣れたスタイルの後ろ姿だ。封ふう印いんは解かれたということを忘れそうになるが……。

　作業が終わったのか立ち上がり、タオルを取った。そして振り向き……こちらを見た。

「うわー……」

　顔が見えるとやっぱり凄すごい。作業着姿だとまた雰ふん囲い気きが違ちがうイケメンになる。カラーチェンジできるなんてどこまでハイスペックなんだ。

　そういえばゲームで柊がオープンイケメンスタイルになるのは、三輪の薔ば薇らと同じく柊ルートの可能性が高まってからになる。今まで封印が解かれていなかったということは、兄は柊ルートの可能性が出ていなかったのか。

　楓かえでと同じく、フラグは回収したが春はる兄にいを選んだために途中で消しよう滅めつしたということなのだと思う。

　今更だが、僕が『小こ綺ぎ麗れいにしろ』と言ったことでオープンイケメンにはなった。ゲーム展開が終わっていなかったら柊ルートに突とつ入にゆうだな。

　僕は主人公ではないから関係ないけどね。

「央あきら」

　こちらを見て微笑ほほえみ、僕の名を呼んだ。声は聞こえないが口の動きでわかった。

　恐おそろしい……。崖がけから飛び降りるような、越えてはいけない境界線の向こうに引きずり込こまれる感覚に襲おそわれた。これは自じ我がを崩ほう壊かいさせる魔ま性しようの微笑みだ。

　現に周囲の女子はもう黄色い声を上げることも忘れてうっとりしている。柊め、完全魅み了りようのスキルまで習得してやがる。

　名案が浮うかんだ。これは神の啓けい示じだ。これを楓に見せればいいのではないだろうか？

　楓が魅了されて柊を落とせば、『魔性の攻め』と『魔性の誘さそい受け』の魔界統一ができそうなくらいのビッグカップルの誕生じゃないか！

「楓よ！　あれを見よ！　あの微び笑しようを！　どうだ!?」

「はあ？」

　僕の異様なテンションに引いているようだが、言われるがままに楓はちらりと柊の方に視線を向けた。期待しながら反応を待ったが……第一声がこれだ。

「……で？」

「で!?　『で』って何!?」

「用務員さんでしょ？　それが何？」

「それが何!?　正気か!?　あの魔性の微笑を見て何も感じないのか!?」

「はあ？」

「お前にはがっかりだ！」

「はあ!?」

『柊×楓』が出来上がれば、一生食っていけるくらいのご馳ち走そうになるのになあ。

「なんなの？　アキラはああいうのがいいの？　ねえ！」

　思考が脱だつ線せんし始め、楓を忘れていた。放置していたのを怒おこっているのか、眉間みけんに皺しわを寄せてこちらを睨にらんでいた。

「悪いって。そう怒るなよ」

「ふんっ」

　天使な小悪魔誘い受け様の『可か愛わいい』は、またお出かけをしているようだ。

　楓は悪態をつきながら、こちらを見ている柊の方に向き──。

「こっち見んな！」

　そう言い放った。声は柊に届いたようで目を丸くしているのが見えた。

　僕の手を引いて、柊が見えなくなる位置までズンズン歩いていく楓。そんなに苛いら々いらしなくても……反はん抗こう期きか？

「お前なあ……」

「見たらアキラが減るじゃん。あいつに分けてやる分なんてないね」

「いや、消しゴムでもあるまいし、僕ぁ減らないからね」

　とうとう人間扱あつかいさえしてもらえなくなったようだ。僕の扱いって……。

「ん？」

　席に着こうとしたところで、クラスメイトの視線が後方の扉とびらに集中していることに気がついた。振り返って見ると納得した。なるほど、お前がきたからか。

「アキ！　ごめん、古文の教科書貸してくれない？」

「珍めずらしいな、忘れたのか？」

　今日も美少女オーラ全開の雛ひなの登場だ。相変わらず周りから浮き出て見える。

「櫻さくら井いさんだ！　男は美形が多いのに、女子は少ないという華か四し季き園そので貴重な美少女がこの教室に！」

「やったな！　今のうちに空気いっぱい吸っておこうぜ！」

　周りの男連中が騒ぎだした。急にキリッと男前な表情になった者もいる。馬ば鹿かで可愛い奴やつらだ。でもさっきの台詞せりふは後で女子達にボコボコにされると思うぞ？

「央君だけじゃなくて楓君までひとり占めされたりしないよね!?」

「静かに！　様子見よ？　下手なことをして春はる樹き先せん輩ぱいに言われちゃったらどうするの！」

　女子の方は妙みようにピリッとしている気がするが、どうしたのだろう。

「アキラに借りに来なくても女子の友達に借りれば？」

　古文の教科書を机の中から探していると、頭にズドンと重みが加わった。霊れいに取り憑つかれたような重さだと思ったら楓だった。

　僕の頭の上に手を置き、その上に顎あごを乗せている。お前、いつの間にメリーさんから子泣き爺じじいにシフトチェンジをしたのだ？

「……アキのがいいの。楓君。それ、やめてあげて？」

　楓の重みで俯うつむいているため、二人の様子を見ることはできない。表情は見えないが随ずい分ぶん気心が知れているようなやりとりに聞こえた。

「あれ、お前ら知り合い？」

「ううん、楓君とは初めて話したよ」

「ボクだって知らないよ」

　話したことがあるような気軽さを感じたのだが気のせいか？　教科書を見つけたので取り出し、力尽ずくで頭に乗りかかっている楓を押し上げた。

「私、アキとは幼おさななじみだから！」

　雛が楓を見み据すえ、なぜか誇ほこらしげに宣言した。

「だから何？　アキラが今一番仲いいのはボクだから」

　楓までなぜか誇らしげに言い返した。

　表情が見えたことで『気心が知れている』と感じたのが誤りだったとわかった。両者はなぜか眼光が鋭するどい。『犬けん猿えんの仲』。そう表現した方がよさそうだ。

　可愛い者同士は同じ磁力で反発するのか？　もしくは僕という友人の取り合いか？

　参ったな、モテる男は辛つらいぜ。

「君達、僕を取り合って揉もめるのはやめたまえ。皆みんなで仲良くしようじゃないか」

「「はあ？」」

　二人から同時に冷たい視線を向けられた。……なんだ、お揃そろいで仲がいいじゃないか。

「とにかく、アキのことは私が真まこと兄にいから任されているの。覚えておいて！　じゃあ！」

　用はすんだと、雛は古文の教科書を持って去っていった。

　姿が見えなくなると男子達のテンションが明らかに下がった。女子の方もピリッとしていた空気が消えていつも通りに戻もどった。

　教室全体に影えい響きようを及およぼすなんて美少女の影響力は凄すさまじいな。

「あの子がいるから女子は迂う闊かつに近寄れないのか。目め障ざわりだけど虫除けとしては役に立つよね」

「なんの話？」

「このまま虫除けだけしていればいいのに」

　楓と会話のキャッチボールができない。どこに投げているのか教えて。

　首を傾かしげている僕を見て、楓は『はあ』と深い溜ため息いきをついた。

「アキラって子供だよね」

「はあ!?」

　どういうことかわからないが馬鹿にされたのはわかった。アダルティなところを見せてやろうか、ああん？
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　楓の「こっち見んな」の後、柊からメールがきていた。話がしたいので会いたいということだったが……無視をした。授業が一つ終わるごとにメールがきたが無視をした。

　このメルマガ、そろそろ解約したいです。

　そうやって無視を続けた結果、『後で教室まで行く』という脅きよう迫はくメールが届いた。僕のスマホを持つ手は震ふるえている。

　あんなのに来られたら絶対面めん倒どうなことになるし、楓もいるからうるさそうだ。大人しく従う方が賢明か。なんだろう、この敗北感。

　放課後になったところで楓の目を盗ぬすみ、用務員室に向かった。

　最近は柊の出待ちをする女の子で賑やかだった用務員室だが、今日はその姿はなく静かだった。原因はすぐにわかった。

　ドアノブに以前はなかった『不在』と書かれた木の札がかけられている。

　柊がいなければここには用はない。女の子達はこれを見て去ったのだろう。なるほど、考えたな柊よ。

　コンコンとドアをノックし、軽く声をかけた。不在と書いてはいるが、ここに来いと言われたのだからいるはずだ。待っていると静かに扉が開いた。

「きてくれて嬉うれしいよ。さあ、早く入って」

　出で迎むかえてくれたのはオープンイケメンスタイル、スーツ姿の柊だった。

　素敵な微笑みだったが正面から見ると美しすぎて怖こわいので、視界の端に流しつつ入室。

　僕が入ると、カチャリと素早く鍵かぎを閉められた。……え、なんで？

「『不在』って札はかけたけど中を確認しに来る子もいるから。見つかるとうるさいからね」

　僕の疑いの視線に柊は苦笑いを浮かべて答えた。なるほど、そういうことなら納得だ。

「はあ、人気者は大変ですね」

「そうだな。少し外見が変わっただけでこんなに反応も変わるなんて理解できないよ」

「はは……」

「まあ、ソファにかけてよ」

　柊からすれば『少し』の変化なのかもしれないが、女子達からするとモブの『用務員Ａ』が実は『主人公の王子様』だった、くらいビッグな出来事だろう。我われこそはヒロインだ！　と名乗り出たい気持ちもわかる。

　乾いた笑いを零こぼしながらソファに腰こしを下ろしたのだが……違い和わ感かんがある。

「？」

　柊が正面ではなく隣となりに座ってきたのだ。話をするなら向かいのソファに座わるのが一般的だろう。なぜそこに座るのだ。向こうへ行け。

「あのー、柊サン？」

　訝いぶかしみながら綺麗な顔を見たのだが移動する気配がない。ならば自分が向こうに座ろうと立ち上がった、そのとき──。

「わっ!?」

　手首を摑つかまれ、ソファに引き戻された。反動で倒たおれそうになったところを上手くソファの上に転がされ……気がつけば押し倒されているという昨日と同じ状態に陥おちいった。

　いや、昨日と違ちがうところがある。今日の柊は封印から完全に解き放たれている。

　こんな近きん距きよ離りで正面から見てしまうと、今度こそ新たな扉を開いてしまう！　慌あわてて顔を背けた。

「君を真の代わりにするような発言をしたことを改めて謝ろうと思ってね。それに、あれは俺おれの本音じゃない。……そうじゃないと気づいたんだ」

「はあ？」

　微笑を浮かべた美び貌ぼうを視界の端に入れながら顔を顰しかめた。

「意味わかんない。っていうかこれ、謝る体勢じゃないですよね？」

　謝りながら謝らなければならないことをするなんて斬ざん新しんだ。

「そうだね。でも、こうしたかったし、君もまんざらじゃない様子だったからいいかなって。……駄だ目め？」

「だ、駄目！　絶対駄目！」

　まんざらじゃないなんて誤解だ。あれはスチル祭りの賑わいが漏もれてしまっただけだ！

　というか今も再びスチルと同じ状況だ。しかもオープンイケメンバーションになっている。

　また祭りが、昨日よりも盛大な祭りが始まってしまう！

「そう？　あ、こういうものも覚えたよ」

　何かを思い出した様子の柊に突とつ然ぜん顎あごを摑まれた。背けていた顔を正面に戻されたので凶悪な美貌を全て見てしまった。その瞬しゆん間かんに顔がカーッと熱くなるのがわかった。必死に鎮ちん静せいしようとしているのに火に油を注がないでくれ！

「顎クイっていうんでしょ？　これ」

「え？」

　顎クイ？　顎を持ち上げてクイッとするあれのことか？　……あ、本当だ！

「顎クイだ！」

「でしょ？　この前、壁かべドンだって喜んでいたから調べてみたら、これも見つけたんだ」

　攻略対象キャラクターの顎クイだなんて、こんな贅ぜい沢たく許されるのだろうか!?

「あと、こんなのもあったよ」

　まだあるのか？　柊の勉強熱心な姿勢に脱だつ帽ぼうだ。抑おさえていた衝しよう動どうがワクワクに変化し、次はなんなのだろうと心躍おどらせたところで柊の雰囲気が変わった。

　和やかな笑顔を浮かべていたのにフェロモン全開モードに戻った。そして昨日と同じピンチが訪れる。

「えっ……ちょっと！」

　僕を見下ろしていた顔がゆっくりと降りてくるではないか。

　突然の変化に対応できない。このままだと三秒後には新たな僕が爆誕だ。

　昨日のように頭ず突つきをしようと思ったが近すぎて無理だった。もう駄目かもしれない。

　父さん母さん、孫は諦あきらめてください……。両親に謝罪の念を送りながらギュッと目を瞑つむり、耐たえる姿勢に入ったのだが──。

「？」

　すぐ近くに体温を感じるのに、予想していたことは起こらない。唇くちびるを奪うばわれると思っていたのに柊の顔は僕の耳元に寄せられている。

　どういうことだと混乱しているところで柊がゆっくりと口を開いた。

「央。可愛いよ」

「……っ!?」

　耳元で囁ささやかれた声は甘あまかった。音が鼓こ膜まくに届いた瞬間、電流が全身を駆かけ抜けた。

　な、なんじゃこりゃああああっ!!

「『耳つぶ』っていうらしいよ。耳元で甘く呟つぶやくから『耳つぶ』だって」

「な、なな、なんだって!?」

　時代の流れは恐ろしい。そんなものがあったなんて！

　耳元で囁かれるゾワッとする感じと、甘く呟かれカアッっと熱くなる感じ。さらには距離が近くてドキドキするというこの三重奏。

　なんて技だ……柊という最上級の使い手によってさらに威い力りよくも増してやがる！

「気に入ってくれた？」

「勉強になりました！　ありがとうございます！」

「ふふっ。どういたしまして」

　いやあ、いい体験をした。言葉攻めマスターが新たなスキルを入手し、さらにレベルアップとは恐れ入る。

　欲を言えば春兄が兄にしているところ、もしくは柊が楓にしているところを見たかった。

　なんとか春兄に仕込めないだろうか。

　夢は広がるばかりである。素晴らしき哉かな、ＢＬの世界！　それはそうと……。

「あのー……そろそろ退いてくれません？」

　素敵な耳つぶ体験は終わったというのに、まだ押し倒されたままだ。

「どうして？」

「どうしてって、言わなきゃわからないですか？」

「わからないね」

「邪魔です」

「そんな……傷きずつくな」

　そうは言っているが顔は笑っていて楽しそうだ。つい最近まであんなに鬱うつ々うつしていた人とは思えない。

「随分元気になりましたね」

「君のおかげでね。どれくらい元気か試してみる？」

「試す？」

「何を？」と聞こうと思ったところで、柊が口角を上げて妖よう艶えんに微笑んだ。その笑みを見た瞬間に答えを悟さとった。

　ソッチの元気なんて知らなくていい！　いや、知りたいけど僕は外野だと何度言えばいいのだ！　試合をするなら審しん判ぱん、元気かどうかの判定をしたいので相手は楓を連れてきてください！

「結構です！」

「そう遠えん慮りよせずに」

「全力で遠慮します！　いい加減に離はなれろよ！」

　冗談じゃない。『試し』で大事なものを失ってたまるものか！

　まだ離れない柊を引き離そうと格かく闘とうしていると、ペタペタと廊下から足音が聞こえてきた。誰だれかが駆けてくるようだ。その音は用務員室の扉の前で止まり……。

「ちっ、鍵なんかかけやがって。ちょっと、アキラ！　いるんでしょ！」

　足音の主は楓だった。ちょうどいいところにきてくれた！　今すぐ僕と代わって試合をしてあげてください！　柊はゲームで誰よりも元気なので、僕では力不足になると思います！

「『こっち見んな』の子だよな。あの子はただの友達？」

「友達ですけど……友達以外に何があるんだよ？」

「……大丈夫そうだな。ならよし」

　何かに納得すると立ち上がり、やっと僕から離れた。妖しく微笑んでいた顔も普段の何気ない表情に戻った。

　僕も身動きが自由に取れるようになったので起き上がり、ソファに座り直した。

「今日は謝ることができたからいいか。邪魔が入ったし、続きはまた今度にしよう」

　そう呟くと柊は扉の方へ向かった。おい、「謝った」っていつ？　まさか顎クイや耳つぶが謝罪代わりだなんて言わないよな？　そして「続き」って何!?

「アキラ！」

　ガチャっという解かい錠じよう音と同時に名前を呼ばれた。扉に目を向けると、楓が中に飛び込んできた。僕を見つけると安心したように駆け寄ってきたが、入り口で立っている柊を見つけると眼光が鋭くなった。

「……やっぱりアンタか」

「やあ、ただのお友達さん。よく来たね。そろそろ央を返してあげるよ、……今日はね」

「はあ!?　何言ってんの？　アキラはボクのだから！　二度と勝手に持っていくな！」

　険悪なムードになっているのを止めたいが、漫まん画が本のように扱われていることが引っかかる。一応僕にも人権というものがあるのだぞ？

　それはそうと、眉間の皺と鋭い眼光は無視するとして二人が向かい合っている光景は素晴らしい。このままフォーリンラブすればいいのに。

「アキラ、もう行くよ！」

　心の修正ペンで睨み合う二人を見つめ合う二人に書き換えていたのに、楓に腕うでを引かれて強制連行されてしまった。柊の横を通り過ぎ、用務員室を出て行く。

「央、またね」

　僕を見送る柊は笑顔だった。女子達が見たら腰が砕くだけてしまいそうな笑顔だが、楓は舌打ちをしていた。こら、またガラが悪くなっているぞ。

　手を引かれるがままに廊下をグングン進むが、用務員室の扉を開けたままにしていることが気になり振り向くと、柊が手を振っていた。

　そういえばちゃんと別れの挨あい拶さつをしていなかったと手を振り返す。

「さよならー」

「挨拶なんかしなくていいよ！　永遠の別れでいいから！」

　素早く反応し、僕の方を振り返った楓に叱しかられてしまった。

「縁起悪いこと言うなよ。僕が死ぬみたいだろ」

「死ぬのは向こう！」

「死ぬ」という部分を否定しないことが恐ろしい。持ち前の都市伝説力を発はつ揮きして柊に取り憑つくつもりだろうか。都市伝説と怪物、どちらが強いのか興味はある。勝った方が『攻め』……いや、ここはあえて『受け』になるというルールで戦ってほしい。

「ねえ、アキラ。あいつと二人になるのはやめてよ」

　用務員室が見えなくなったところで立ち止まった楓が、真剣な顔で話しかけてきた。

「なんで？」

「危ないだろ！」

　確かに、柊との接触はいつもピンチになっている気がする。でも美お味いしいこともあるし、ハイリスクハイリターンだな。

　あ、そうだ。試したいことがあったのを思い出した。

「楓」

　顔をキリッと引き締め、楓に詰つめ寄る。

「な、なんだよ」

　急に態度が変わったことに戸惑ったのか、楓は僕から逃にげるように一歩、また一歩と後ろに下がった。だが、逃げても無駄だ。楓が下がった分僕は前に進む。

「えっ……何!?　な、なんで来るの!?」

　表情を変えないまま、動揺している楓を追い詰める。

　逃げ場をなくした楓がピタッと壁に背中をつけた。よし、今だ！

　──ドンッ

　大きく見開かれた楓の瞳ひとみが僕を映している。

　僕も楓を見ているので見つめ合っている構図だ。完かん璧ぺきだ。

「楓よ、これが『壁ドン』というやつだ」

「え？」

　柊にいろいろ教えてもらい、自分でも実践したくなったのだ。

　相手が男だというのが悲しいが、楓は周りの女子達が太刀打ちできないほど可愛いし、攻略対象キャラクター唯ゆい一いつの受け様を壁ドンできたのだから、女子にするよりも貴重な体験ができた。僕を見上げるこの表情もたまらない。

「やってみたかっただけ。ちょっとドキっとした？」

　顔を近づけて話すと楓の顔は見る見る赤くなった。これは壁ドン成功か？

「ば……馬っ鹿じゃないのっ！」

　キッと顔つきが厳しくなったと同時に怒ど鳴なられた。しまった、怒らせてしまったか。

　謝ろうとしたがその隙すきはなく、ドンを下した腕を押し退けると僕を置いて先に行ってしまった。でも赤くなっていたし、あれは完全に照れていたな。

　今日は柊に壁ドンされている楓を妄もう想そうして楽しもう。

「ん？」

　視線を感じたのでそちらに目を向けた。「また白しろ兎うささんか？」と思ったが……違った。

「!?」

　こちらを見ていた人物と目が合い、ドキリとした直後……その容姿に目を奪われた。

　背が高く、スタイルのいい男子生徒だった。

　コバルトブルーの髪にアメジストの瞳。恐ろしく整った顔立ちをしている。

『少女漫画の主人公が恋する相手』の登場場面のように、背景がキラキラと輝かがやいて見えた。

　そんなイケメンの男子生徒が怪け訝げんな顔をこちらに向けている。

　誰か知らないが、楓に壁ドンしていたのを目撃されてしまった!?

「……」

　何も言ってはこないが、嫌けん悪おされていることはわかる。変態か痛い奴だと思われたかも。彼はそのまま何も言わずどこかへ行ってしまった。

「違うんです！　ふざけていただけなんです！」と釈しやく明めいしたかったが、知らない人に必死に説明するのもおかしい。涙をのんで我慢することにしたが……これは恥はずかしい！

「うおおおおっ！」

　誰にも見つからない死角に隠かくれて打ち拉ひしがれるしかなかった。

　不ふ審しん者しやな呻うめきで羞しゆう恥ち心しんを発散させ、落ちつきを取り戻したところで疑問が湧わいた。

「あんなイケメン、この学校にいたっけ？」

　普通のイケメンではない。攻略対象キャラクターレベルだった。オーラというか、人の目を惹ひきつける魅み力りよくが明らかに違う。

　誰かに似ている気がしないでもないが……まあいい。気にはなるが恥はじを搔かいてしまったことだし、彼かれの存在ごと早く忘れよう。
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「はあ……」

『溜ため息いきをつくと幸せが逃にげる』というが、そんなことは気にしていられない。出るものは出るのだ。生理現象を我が慢まんする方が身体からだに悪いのである。

　校舎から体育館へと繫つながる外の通路をひとり歩く。忍しのびのように息を潜ひそませながら進み、もう一度深い溜息をついた。

　その時、制服のポケットに入れていたスマホが鳴った。電話かメッセージの着信を告げていることがわかったが……無視した。

　体育館を通り過ぎ、裏手にある小さな中庭に足を進めた。中庭といっても六ろく畳じようくらいの小さな坪つぼ庭にわのようなところだ。

　砂じや利り道みちには飛び石が置かれ、脇わきに蹲つくばいが置かれている。壁かべ際ぎわにある石組みが腰こしかけて座るにはちょうどよく、僕ぼくのお気に入りの隠かくれ休きゆう憩けい所じよとなっている。誰だれも来こないし、静かで疲つかれた心を癒いやすにはちょうどいい。

　もう何度目かわからない溜息をつきながら、僕の定位置となっている石組みに座った。

　背中を丸め佇たたずむ姿はリストラされたことを家族に言えず、公園のベンチで時間を潰つぶしている元企業戦士にも負けない哀あい愁しゆうを漂ただよわせているに違ちがいない。

　空を眺ながめ、世せ知ち辛がらい世の中を嘆なげいていると再びスマホが鳴った。

「うるせえ……ちょっと放っておいてくれよ」

　うんざりしながらも、渋しぶ々しぶスマホを取り出すことにした。画面を見ると……。

　ＦＲＯＭ楓かえで　≫今どこ？

　ＦＲＯＭ柊ひいらぎ　≫会えないか？

　ＦＲＯＭ雛ひな　≫『着信あり』

　なんという『かまってちゃん』達。僕は保護者じゃないぞ！

　楓は四六時中引っついてくるし、なぜか雛はそれを阻はばもうと現れるし。柊は柊で解約したつもりのメルマガが今も送られてくる。

　攻略対象キャラクターや雛のような美少女にかまわれるのは嬉うれしいが、度が過ぎると息が詰つまる。それに僕は追いかけられたいのではない、追いかけて勝手に覗のぞきたいのだ！

　癒やされたい。天よ……僕という砂さ漠ばくにＢＬという恵めぐみの雨を降らせ給たまへ！

「なんだろう……この疲労と閉へい塞そく感」

　使命を全うするため、失しつ恋れんキャラ達を追いかけ始めてから周囲の様子が変わった。騒さわがしくて落ちつかない。

　楓ルートや柊ルートに入ったような現象まで起こり、まるで僕自身が主人公になったようだ。

「…………え。いや、まさかね」

　一いつ瞬しゆん、「本当に主人公になっていたりして」なんて思ったがそんなわけはない。主人公は兄だし、春はる兄にいと結ばれたことでゲーム展開は終わっているはずだ。

　それに僕が主人公になってしまっていたら困る。ゲーム通りの運命を辿たどることになるとすれば、どんな結末になっても僕はＢＬになってしまうじゃないか！　それだけは避けたい。

　楓や柊のことは好きだが、掘ほったり掘られたりは遠えん慮りよしたい。

　万が一のことを考えると、これ以上失恋キャラに近づくのはやめた方がよさそうだ。

　もうＢＬ充じゆうは兄達だけにしておこう。使命半ばではあるが、『兄カップルを見守り隊』の活動に専念することにした。

「ん？」

　そろそろ戻もどろうかと立ち上がった瞬間、校舎の中で動いたものに目が吸い寄せられた。

　場所は三階の角にある生徒会室。

　動いたのは人だった。燃えるような真っ赤な髪かみに、遠目でもわかる整った顔──。

「！　……うっわ」

　タイミングを計ったようにタイムリーな人物だった。

　失恋キャラの最後のひとり、生徒会長『青あお桐ぎり夏なつ希き』。

　ゲームでは特に人気が高く、パッケージでも広範囲を占せん領りようしていたエースのような存在である。

　眉び目もく秀しゆう麗れい、成績優秀な俺おれ様さまキャラ。歯向かう者は実力でねじ伏ふせる皇こう帝てい。

　女子には圧あつ倒とう的てきに人気があるが、男子からは畏い怖ふされている節がある。「こいつにはどう足あ搔がいても勝てない」という敗北感から距きよ離りを置いてしまうのかもしれないが、同じくらい憧あこがれられていることも確かである。

　彼かれが兄に好意を抱いだいたのは、自分と同じスペックを持っているにもかかわらず周りから距離を置かれている自分とは違い、万人に慕したわれ愛される人ひと柄がらに惹ひかれたからだ。

　彼に物言える存在が兄だけというのも決め手だったかもしれない。

　ゲームの記き憶おくを思い返していると、不ふ審しん者しやとしか思えない息いき遣づかいになってしまいそうだが、ここは深呼吸をして冷静になろう。

　これ以上失恋キャラには近づかないと決めた瞬間に見かけるなんて嫌いやな予感しかしない。

　急いで退散しようと思ったが、急に動いては会長の目についてしまうかもしれない。

　慎重に、自然に、ゆっくりと歩み始めた僕だったが妙みように後方が気になり、再び生徒会室の方を見てしまった。すると……。

「ひいっ」

　見ていた。青桐会長が明らかに僕を見ていた。距離はあるが完全に目が合っている。

　──ニヤリ

「う、うわあっ!!」

　整った顔が悪あく魔まのような笑みを浮うかべた。

　その瞬間、僕は走った。わかるぞ、あれは絶対的強者の笑みだ。本能が「逃げろ！」と叫さけんでいる。

　教室に置いてある鞄かばんを回収し、早く家に帰ろう。廊ろう下かを急いで進んでいると、校内放送が始まるようでスピーカーのノイズが耳に入った。

『天あま地ち央あきら、生徒会室まで来い。今すぐに！』

「はあ!?」

　思わず転びそうになった。間違いなく会長だ。内容的にも、このロックバンドのボーカルのようによく通るイイ声も会長以外には考えられない。

　強制招集放送はブチッという破は裂れつ音おんを残して終わった。

　無視だ。僕は放送が聞こえない場所にいた、そういうことにしよう。気を取り直し、再び教室を目指して歩き始めた。

「あ、天地君。生徒会長が呼んでたよ！」

　廊下ですれ違ったクラスメイトの女子に呼び止められ、告げられた。

「そ、そう。ありがとう」

　わざわざどうもありがとう。引き攣つった笑みで礼を言った後、なるべく声をかけられないように俯うつむいて廊下を進んだのだが……。

「あ、天地君、放送で呼んでいたよ」

「さっき放送で呼んでいたよ」

「……うん、ありがと」

　すれ違う女子という女子が、まるで会長の手先のように口を出してくる。知らない人、話したことのない人まで『会長が呼んでいた』と声をかけてくる。

　ここは完全に敵のテリトリーだ。僕の体力ヒツトポイントが尽つきるまでに抜け出さなければ！　……と意い気き込ごんだそのとき、再びスピーカーのノイズが耳に入った。

「まさか……」

　予想した通りに校内放送が始まり、そして……。

『天地央！　さっさと生徒会室に来い！』

　さっきよりも明らかに苛いら立だちを孕はらんだ声で命令が下った。ブチッという破裂音がトラウマになりそうだ。

「ん？」

　視線を感じて顔を上げると、周りにいた女子が皆こちらを見ていた。ひいっ！

「天地君、放送で呼んでいたから急いで！」

「会長を待たせるなんて絶対駄だ目めだよ！」

「うん……そ、そうだね」

　気がつけば走りだしていた。廊下は走ってはいけないとわかっているが、非常事態ではそんなことを言っていられない。怖こわい、女子エンカウント怖い！

　駆かけ抜けている間も「会長が……」と話しかけてくる声が耳に届いてくる。いつから学校はホラーゲームのダンジョンになったのだろう。

　それでも逃とう亡ぼうするべく心を強く持ち、女子という刺客をかわしながらなんとか教室に辿り着いた。廊下がこんなにも恐おそろしく、長いものだったとは……。

　エンカウント率が半端なかった。疲れた割には経験値がカスという最悪なダンジョンだ。

　教室には誰もいない……と思いきや、白しろ兎うささんが残っていた。白兎さんとは席が離はなれているのだが、彼女はなぜか僕の席の横に立っていた。何か用か？

「「……」」

　目を合わせたまま、お互いに沈ちん黙もくしてしまった。

「ええっと、鞄取りにきたんだけど、白兎さんは帰らないの？」

「ふんっ」

　爆風鼻息をたてながら、太い親指が指し示したのはスピーカー。白兎さんまでもが会長の手に落ちていたのか!?　そういうタイプではなさそうに思っていたのだが……。

「あ、うん。……サンキュ」

　力なく礼を言うと獣けものの目で睨にらまれた。「さっさと行け」と言われているようだ。

　そこで僕の心はポッキリと折れた。わかったよ、行けばいいんだろ！
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　足取り重く階段を上り、さっき下から見ていた場所を目指した。

「はあ……」

　僕の幸せは溜息で消費されすぎてすでに空だ。いや、きっとマイナスだ。

　来月分から差っ引かないといけないくらいだ。前まえ倒だおしを続けて幸せの前借自転車操業で倒とう産さんしてしまいそうな気配すらする。

　視線の先に見えた室名札には『生徒会室』と書かれている。もう辿り着いてしまった。

　用務員室と同じくゲームの背景としてよく現れていた場所なので、カメラ小こ僧ぞう魂だましいが疼うずいた。憂ゆう鬱うつなときでも腐くさる情熱は失われない。ＢＬは別腹だ。

　ヒットポイントが少し回復したところで扉とびらをノック、様子を窺うかがいながら中に入った。

「遅いぞ！　天地央！」

　さっきは開け放たれていた窓もカーテンも、今はきっちりと閉められていた。

　そのせいか薄うす暗ぐらく空気が生なま暖あたたかい。息苦しくて気持ちのいい空間ではない。

　広さは普通の教室と一いつ緒しよだが、もちろん個人用の机はない。あるのは会議をするために置かれた長机とパイプ椅い子す、資料などを置く戸と棚だなだけだ。

　長机は中央に『コ』の字型に配置されていて、そのセンターに『痺しびれを切らして苛々しています』と書いた看かん板ばんを背負っているようなイケメンの姿があった。

　失恋キャラの殿しんがりとなった、生徒会長『青桐夏希』である。

　リング上で次のラウンドを待っているボクサーのような佇まいでパイプ椅子に腰かけ、大きく貧びん乏ぼう揺ゆすりをしている。

　手にはボールペンを持っているが、それがジャックナイフに見えてくるから恐ろしい。

　制服のブレザーは別の椅子に無造作にかけられ、シャツの袖そでは捲まくり上げられている。

　無造作に搔き上げられたワイルドな深紅の髪、強い眼まな差ざしの瞳ひとみはアメジストの色。シャープで端正な顔は、女子のハートを鷲わし摑づかみにすること間違いなしだ。

　ゲームのパッケージから飛び出してきたような姿を見ると壁に頭を打ちつけたくなるほど興こう奮ふんしてきたが、今は失恋キャラに関わるのをやめると決めたばかりだと自分を落ちつかせた。

「随ずい分ぶん待たせてくれたじゃないか、ああ？　どこをふらついていた!?」

「すみませんでした」

「ふん、今回だけは特別に許してやろう。さっさと適当なところに座れ」

「……はい」

　この高圧的な感じもゲームで見たままの会長だ。やばい、ニヤけそう！

　生徒会長なので目にする機会はあったし、こそこそと覗いたこともあったが言葉を交わすのは初めてだ。抑おさえていた興奮が沸ふつ騰とうしそうになる……ああ、無理だっ。

「おい、その薄ら笑いはどういうことだ？」

「!?　笑っていません」

「笑っていただろう？　お前、俺をナメてんのか？」

「笑っていません。ナメてません。そ、それで、僕になんの用ですか？」

　慌あわてて誤ご魔ま化かすように用件を聞いた。早くして、我慢していられるうちに！

「ふん。まあいい、真まことの弟でなかったらぶっ飛ばしていたところだが」

　天地真の弟でよかった。兄ちゃん、何から何までありがとう。

「お前は自分の兄が、男が好きだと言ったらどうする？」

「……は？」

　その質問には「本望です」と即答するが、嫌な予感がして会長に対する興奮が一瞬で一時停止した。まさか……。

　会長は兄と春兄の関係を知っていると思うが、まさかそれを僕に、『当人の弟』に勝手に話したりしないよね？　そんなデリカシーのないことはしないよね？

「さあ、どうでしょう……」

　どういう意図で言っているのかもわからない。とりあえず惚とぼけて様子を見よう。

「ふん」

　はっきり返事をしない僕に苛々が増したのか、見下すような視線を寄越してきた。

　兄と仲を深める前、出会った頃ころはこういう感じだったな。思い出していると呼吸が乱れそうだが……。

「じゃあ、櫻さくら井い春はる樹きはどう思う？」

「はあ!?」

　逸それそうになっていた思考が驚おどろきで引き戻された。まさか……会長って馬ば鹿かなの？　実名まで出してきちゃったよ！

「どうって、春兄は兄の親友で……僕にとってもいい兄貴的存在で好きですよ」

「好き!?　お前までも奴やつの毒どく牙がにかかっているのか!?」

「お前馬鹿だな！」

　思わず声が出ちゃった。本気でデリカシーがなかった！

「馬鹿はお前だ！　正気か！　あんな奴のどこがいいんだ！」

「どこって……はっ！」

　危ない危ない、馬鹿に釣つられるところだった。僕が兄達の関係を知っていてはおかしいのだ。知らないフリをしなければ。

「あの、なんのことですか？　なんで兄の『親友』の春兄のことをあんな奴呼ばわりするんですか？」

「なんでって……それは」

　今の発言で『兄達の関係は親友同士』と認識している、とわざわざ強調した。成績トップの頭のいい会長なら言っている意味がわかるはずだ。

『毒牙にかかっている』なんて遠回しにバラしたのと同じだが、ＢＬ方面を意識したことがなければわからないし、鈍どん感かんであれば気がつかない。僕は鈍感系弟なのだ。

「お前は、自分の兄が男と付き合っていたらどうする？」

「はあ!?」

　だから、ネタバレするなって！　一回チャンスをやったのに、見み逃のがしてやったのに！

「いや、だから……わかりませんて……」

　脱だつ力りよくしながらも惚けるのを続行する。頼むから察してくれ！

「実は、お前の兄は櫻井とデキている」

「…………」

　あーあ、言っちゃった……。一番やってはいけないことをやっているよ。

「……言葉もないか」

　ええ、あなたの勝手にカミングアウトするデリカシーのなさに。

「俺は真の目を覚ましてやりたい」

　覚ましてどうするんだよ。要は自分のものにしたいだけなんだろ？

『覚まして、ヤリたい』

　……そういうことか。なるほどなるほど。

「はあ……覚ましてヤリたいのはなぜですか」

「ん？　イントネーションに違い和わ感かんがあったような……。いや、まあいいか。真は大事な友人だからな」

　なんという見え透すいた噓うそを……残念な人だ。下心がスケスケシースルーだぞ！

「兄のことが好きなんですか？　会長は『そっちの人』なんですか？」

　直球には直球だ。ああ、ＢＬな内容を声で発することができるだけでも幸せだわ。

「ばっ！　馬鹿なことを言うな！　違う！」

　それにしては、血色がよくなった気がしますが？　健全男子ならＢＬ扱あつかいされると怒りそうなものだが、照れている時点でアウトです。

「へー」

「断じて違う！」

「へー」

「……」

　不毛だ、お互いにそう感じた。

「で、僕になんの用ですか」

「お、おお。お前には真の目を覚ますため、協力してほしいんだ」

「嫌です」

「……何？」

　つまり、春兄と別れさせるのを手伝えってことだろ？　そんなの困る！

　二人のにゃんにゃんが僕の唯ゆい一いつの癒やしなのに、なくなったらＢＬ栄養失調で死んじゃうにゃん！　断固反対だ！

「例えそれが真実だとしても、僕は兄の意思を尊重します」

「なんだと？」

「春兄と付き合っていてもいいです」

「……正気か？」

　だからお前に言いたいよ、その台詞せりふ。

「兄のことはスパッと諦あきらめて、新しい恋でもしたらいいんじゃないですか。馬に蹴けられて死んじゃいますよ」

　神は言っている。「新たな受けを探しなさい」と。

　天使達の営みに横よこ槍やりを入れるなどいくら会長でも絶対に許されない。二次元なら「三人で楽しみなさい」と思っただろうが今は違う。

「オレもそう思うな」

　急に背後から声が聞こえた。驚いて振り返るとそこには……見たことのない、恐ろしく顔の整った男子生徒が立っていた。

　シャツにつけているピンの花びらが二枚、ということは二年生だ。背丈はバスケ部エースの春兄と並ぶ会長より僅わずかに低いくらいだが、誰かに似ている。あれ、この人どこかで見たような……。

「何をしにきた、夏なつ緋ひ」

「え？」

　再度振り返って会長を見た。

「あ！」

　会長だ、会長とそっくりなのだ。でも、顔の造作が似ているだけで印象は違う。圧倒的なイケメンであることは同じだが、ワイルド系とクール系でタイプが別だ。

　長めの前髪を片側に流していているため、片目が少し隠れている。反対側の髪は耳にかけていてインテリっぽい。一方で、服装はシャツとブレザー代わりに黒のパーカーを着ていてカジュアルにも見える。

　髪の色は会長と正反対ともいえる海を思い出させるコバルトブルーだが、瞳は同じアメジストだ。

「知らないか？　弟だ」

「弟!?」

「留学していたんだがな。最近戻ってきてうちに編入したんだ」

　会長に弟がいたとは知らなかった。ゲームに出てこなかった新情報でワクワクだ！

　興味津しん々しんで見ていると目が合ったので、とりあえず会え釈しやく程度に頭を下げた。

「兄貴、何度も言っているが、男の尻しりを追っかけるなんてどうかしているぞ」

　……おい。弟は僕を華か麗れいにスルーして通り過ぎていった。チラリとも見ない、まるで僕など存在していないかのような振る舞いだ。

　別にいいけど。こっちは勝手に脳内にご出演いただくリストに追加させてもらいますから。

「お前まで！　だから違うって言っているだろ。余計な口を挟むな」

「黙だまっていられるかよ。兄貴が男好きだなんて広まったら身内の恥はじだし、オレも困る」

　新しいキャストの妄もう想そうステージを考えているうちに兄弟の会話は進んでいく。

『男の尻を追いかける』とか『兄貴が男好き』だなんて、胸を熱くする言葉が聞こえてきたが……弟はノーマルなのか。

　でも他の攻略対象キャラクターも男が好きというわけではなく、『天地真が好き、結果ＢＬ』という感じだ。だからそういう相手が見つかれば、この弟も兄の後に続くかもしれない。優秀なＤＮＡは持っていそうだ。

　その件についてはさておき、二人は僕を気にしていないようなので逃げるチャンス到来だ。

　会長とその弟という最高の妄想材料を前にして去るのはもったいないが、兄達カップルへの横槍を手伝うわけにはいかないので逃げたい。気配を消し、ゆっくりと扉を目指した。

「おい、お前。今の話、もちろん誰にも言わないな？」

　後ろから飛んできた冷たい声にビクッと肩が跳はねた。恐る恐る振り返ると、会長の弟が暗黒微笑を浮かべていた。

　さすが兄弟、逆らうことのできないオーラは会長と同じだ。その迫力に気け圧おされつつも、元々話す気などないのですぐに頷うなずいた。

「もちろん、誰にも言いません」

「よし。じゃあ帰れ」

「ちょっと待て、話はまだ終わってないぞ！」

「落ちつけよ、兄貴」

　引き留められたが、弟がなんとかしてくれそうだ。今のうちだと慌てて生徒会室を出た。




「散々だったなあ」

　逃げ出した後も見知らぬ女子達に『会長のところに行った？』と確認され、うんざりしながら校舎を出た。

　青桐兄弟は格好よかったが、やはり関わるよりもこちらから一方的に見ていたい。

　二人とも中身に難があったが、見た目はイケメン度測定器が測定不能で『パンッ！』とぶっ壊こわれそうなレベルだったので、大人しく黙っていてほしいと思う。それが世の中と僕のためだ。

　大通りに出て家路を急いだ。車の通りは多いが歩道に人の姿はほとんどない。早く帰って癒やされたい。今日も天使達は戯たわむれているといいな。

「ん？」

　進行方向に目を向けると、学ランを着た小柄な少年が壁に手をついて俯いていた。

　どうしたのだろう、体調が悪そうに見える。慌てて駆け寄り、顔を覗き込んだ。

「君、大丈夫？」

「あ……はい」

　苦しそうに肩で息をしながら向けられた顔を見て息を吞のんだ。童話の中から飛び出してきたような美少年だった。

　肌はだは雪のように白く、髪は輝くプラチナ。ガーネットのような赤い瞳はぱっちりとしている。印象を一言で言うと『儚はかなげな王子様』だ。

　身長は楓より低い、雛と同じかまだ低いくらいだ。学ランはサイズが合っていないのか、ダボっとしている。

　この『着せられている感』が可か愛わいいし、何より彼の大きなシャツを借りたけどブカブカな、所いわ謂ゆる『彼シャツ効果』が働いていてイイ。

　抱だきしめたいような、脱ぬがせたいような衝しよう動どうに駆られる。

　ＢＬにはならないと心に決めているのに、自我を放ほう棄きして神聖なるＢＬロードのスタートラインに這はいずっていきそうになる。恐ろしい子！

　そんな魔性の儚げ王子は、声をかけられて驚いたのか目を見開いていた。

「ごめん、驚かせて。どうしたんだ？　体調悪そうに見えるけど」

「！　あの、大丈夫です、すみません……ちょっと、疲れちゃっただけで」

　本人はそう言っているが、とても大丈夫そうに見えない。このまま放っておくわけにはいかないし、どこか休める場所がないかあたりを見回した。

　書店やコンビニはあるが、座ることができるところが見当たらない。

「本当に大丈夫です。先にあるあの病院に行くところだったので」

　申し訳なさそうに微笑む少年の示す方向を見ると、確かに大きな総合病院があった。でも、体調が悪い中歩いていく距離としては遠いと思う。

　かといって救急車を呼ぶほど重じゆう篤とくな状態ではなさそうだし、タクシーを使えるほど僕の財政状況はよくない。だったら方法は一つしかない。

「背中、乗って？　病院まで送っていくから」

　少年の前でしゃがみ、背中に乗るように促した。

「えっ！」

　恐らく中学生だと思うが男の子だし、おんぶをされるのは恥はずかしいかもしれないが、僕にはこんなことしかできない。実在するかは知らないがおんぶプレイをしたいわけではないので安心してほしい。

「大丈夫、誘ゆう拐かいしたりしないから。ちゃんと連れて行ってあげる」

「あ、いえ……そういう心配はしてないです！」

　よかった、変質者とは思われていないようだ。でも簡単に人を信用してしまうのはよくない。実際に僕の中身はドロドロに腐っているし、脳内ではお借りしますよ？

　とにかく、この体勢でずっといるのも恥ずかしい。美少年に跪ひざまずいていると思うと、多少ドキドキしてしまうけれど。

「恥ずかしいかもしれないけど歩くのは辛つらいだろう？　あ、お姫様抱っこの方がいい？」

「それは！　じゃあ……し、失礼します」

　観念したのか、遠えん慮りよがちに僕の肩を摑み、背中に体重をかけてきた。小柄だが男の子だし、ある程度の重さはあるだろうと気合を入れて立ち上がったのだが……。

「軽っ！　乗ってる!?」

「はい……」

「しっかり食べろよ」

　美少年は華きや奢しやに限るが、もう少し肉をつけた方がよさそうだ。背中から感じる体温は高いような気がするし、熱があるのかもしれない。

「息苦しそうだから喘ぜん息そくかな？　薬とかないの？」

「あ、はい。発作を止める吸入器はさっき使ってしまって、時間をあけないと駄目だからまだ使えないんです。こんなにすぐにまた発作が出ると思わなくて……すみません」

　気を遣っているのかしきりに謝ってくれる。そんなに畏かしこまらなくていいのに。

「謝んなくていいから。っていうか辛いのに喋しやべらせてごめん。楽にしていて」

　また謝りそうな気配がしたが、振り向いて顔を見ると大人しく口を閉じた。

「……優しいし、格好いいな」

「ん？　どうした、気分悪くなった？」

「いえ！　あの、大丈夫です……むしろ逆で」

「？」

　やっぱり恥ずかしいようで顔が赤いし、ごにょごにょと口ごもりながら俯いてしまった。

　俯くと頭が肩にくっついてくすぐったい。落とさないように耐たえる。……これ、なんの修行？　やっぱりおんぶプレイって存在しているのかも。

「あの……その制服、華か四し季き園そのですよね」

　相変わらず苦しそうなのに、王子が話しかけてきた。案外よく喋るタイプなのだろうか。

「おう。そうだぞ」

「おれ、来年入りたくて」

「受験生か！　大変だな、頑がん張ばれよ。来年入ってくるのを待っているから」

「はい！　絶対一緒の学校に通います！」

　そう言うと遠慮がなくなったのか、さっきまでは触れる面積が少ないように摑まっていたのにピタッと背中にくっついてきた。

　弟がいたらこんな感じなのだろうか。僕も子供の頃はよく兄に背負われたものだ。

　美少年を背負って二十分ぐらい歩くと目的の総合病院に辿り着いた。受付までついて行こうと思っていたのだが、敷しき地ちの手前でいいと言われた。

「じゃあ。受験、頑張って」

「はい！　必ず……必ず合格しますから」

　気合が入っているようで何よりだ。少し回復したのか、見かけたときよりしっかりとした足取りで病院の入り口へと消えていった。

　ああ、なんだかとても癒やされた。『可愛いは正義』を体現したような子だった。

　ＢＬは尊いが、可愛いも尊い。
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　まだ気温も上がっていない、肌はだ寒さむさを感じながらの登校。

　今日も歩く都市伝説、メリー楓かえでを引き連れて辿たどり着いた校門前。そこには、地じ獄ごくの門番のような赤あか鬼おにが仁に王おう立だちしていた。

　僕ぼくはいつの間にか堕だ天てんでもしていたのだろうか。もしくは、いつの間にか学校が魔ま界かいに移動していたとか。

　赤鬼は女子にトキメキを与え赤くし、男子には威い圧あつを送り青くするという特性を持っているようだ。赤鬼の横を通る人が見事に二分されていく。

　幸い赤鬼はまだ僕がきたことに気がついていないようなので、なんとか回避して接触を避けたい。僕は青くなりたくない。

「ごめん、僕は裏門から入るから先行ってくれ」

「嫌いやだね」

「逃にがさない」と言わんばかりに腕うでを摑つかまれた。強引に引き離はなそうとすると、今度はギュッと腕にしがみついてきた。小こ猿ざるか！　僕は母猿じゃないぞ！

「離せ！　見つかったら面めん倒どう……」

「遅いぞ、天あま地ち央あきら！」

「……なんだよ、もう」

　見つかっちゃったじゃないか。赤鬼はこちらを睨にらみ、僕を完全にロックオンしていた。

「夏なつ緋ひに校内放送を私用するなと言われたから、仕方なくここで待っていてやったぞ。今すぐ顔をかせ！」

　当たり前のことを弟に注意されるとは、この攻めは救いようがないな。

「今ですか？　朝のホームルームが始まりますけど」

「そんなものはどうでもいい。いいからついてこい！」

　肩に羽織ったブレザーを風になびかせ、会長は進み始めた。その背中はラストステージに向かうアーティストのように無む駄だに格好いい。

　この何をやっても様になる感じが妙みように癪しやくに障さわる。ついていきたくないが、無視をしたら後で余計に面倒なことになるのは目に見えている。

「今度は生徒会長……」

　楓が腕にしがみついたまま、難しい顔をしていた。

「行ってくるから離してくれよ」

「ちゃんとボクのところに戻もどってきてよ？」

「当たり前だろ？　すぐに戻るから」

　会長のビジュアルは見ていたいが長居はしたくない。言われなくてもすぐ教室に向かうつもりでいる。

「じゃあ、いいよ」

　僕の返答に満足したのか、小猿は満面の笑みで離れていった。何がそんなに嬉うれしいのか知らないが親離れはいいことである。よし、お母さんは行ってくるね。
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　場所は昨日と同じ生徒会室。鍵かぎをポケットから取り出し、解かい錠じようして中に入る会長の後に続いた。

　一ひと晩ばん閉め切られていたため、昨日よりも空気が淀よどんで不快な空間になっていた。

　会長は机に腰こしかけると長い足を見せつけるように組み、こちらを睨んだ。

「昨日はよくも話の途中で帰ってくれたな」

　やっぱり根に持っていたようだ。呼び出されるようなことといえば、心当たりはそれしかない。予想通りだが関わりたくない。

「兄達のことはそっとしておいてもらえませんか？」

「それは無理だ。真まことの目を覚ましてやらなければならない」

　全く……どれだけヤリたいんだ、欲求不満か！

「兄は至いたって正気だと思いますよ」

「そんなはずはない。俺おれの言うことを聞かないなんておかしい」

「……あのねえ」

　ゲームの通りに俺様なのは素晴らしいが、もう少し現実を見て考えてほしい。

「なんでも自分の思い通りにいくと思ったら大おお間ま違ちがいですよ！　こんなふうに裏でこそこそやらないで、正々堂々とやれよ！　会長はちゃんと想いを伝えたんですか!?」

「それは……」

　ゲームでは『お前は俺のものだ』という発言等はあったが、ちゃんと自分の想いを伝えて誠実に向き合うということはなかった。

　そういうものはゲームだったらイイし萌もえるが、実際に体験すると勝手にそう宣言されても困るし、戸惑うと思う。

　兄の気持ちが会長に傾かたむいていたのならそれでも上手く進むだろうが、今はそうじゃない。

「『目を覚ます』なんて、逃げ道を通っているようなこと言ってないで、『振り向かせる！』って言わなきゃ。想いをぶつけたら、相手はちゃんと向き合ってくれますよ！」

「想いを……ぶつける」

「そうそう！　……あ」

　しまった、煽あおってどうするのだ。兄ちゃん達のことはそっとしておいてほしいんだった！

「ま、まあもう遅いと思うので諦あきらめるのが一番……」

「そう、だな……。真によく似たその顔で言われると身に堪こたえる」

　いつも自信に満ち溢あふれた肉にく食しよく獣じゆうの姿はそこにはなかった。印象とは相反する真剣でまじめな顔だった。

「確かに、俺は逃げていたのかもしれない。真が俺のことを見ないのは気のせいだと、そう思いたかったのかもしれない。だが……」

　会長はいつの間にか立ち上がり、拳こぶしを握にぎり締しめていた。

「お前の言う通り、現状を認めよう。その上で俺は正々堂々と諦めない」

「いや、あの……」

「ありがとう、央。見ていてくれ。俺の本気を」

　そう言って向けられた視線は力強かった。無駄に凜り々りしく格好いい。これが王の覇は気きというやつなのか!?　じゃ、なくて……。

「もう諦めた方が……」

「待っていろ、真！　ハハハ！」

　高笑いを廊ろう下かに響ひびかせながら、会長は去っていった。その背中はやはり大物アーティスト、いや、それ以上に銀河を股またにかける夢銀河スターのように輝かがやいていた。

「はあ。やっちまった……」

　諦めさせたかったのに火に油を注いでしまった。ごめん、兄ちゃん達。でも、二人の愛は夢銀河スターなんかに負けないと信じている！

「……おい」

「はい？」

　氷の棘とげが生えているような冷たい声に驚おどろいて振り返った。

　そこには、氷魔法の使い手だと言われても不思議じゃないほど冷たい空気を纏まとったコバルトブルーの髪かみの人が立っていた。

「ひいっ！」

「気になって様子を見にきてみれば……兄貴が馬ば鹿か笑いしながら出てったけど、どういうことだ？」

　やばい、煽ってしまったことがバレたら怒おこられそうだ。でも誤ご魔ま化かしたら瞬しゆん時じに氷づけにされてしまいそうな気配を察知した。目が『殺やるぞ』と言っている。

「えっと、それは……その」

「さっさと説明しろ」

「……はい」

　やはり正直に説明する以外に道はなさそうだ。腹を括くくるしかない。戦々恐々としながらことの経けい緯いを説明した。恐きよう怖ふで声が震ふるえそうだ。

　聞いている間、夏緋先せん輩ぱいは無表情だった。それがさらに恐怖を煽る。

「……ということになりまして」

　説明を終えると、さらに鋭するどさを増した冷たい氷の視線に貫かれた。そろそろ凍死するかもしれない。

「深刻化させてどうするんだ！　まさか、お前もそっち側……同じ穴あなの狢むじななのか？」

「同じ穴？　……って違います！」

　差別的な視線を寄越してくる夏緋先輩に激しい苛いら立だちを覚えた……一方で『穴』という単語に反応して意識が逸それそうな自分がいてがっかりだ。もう一度言う、自分にがっかりだ。

「……そういえばお前、以前友人を壁かべに追い詰つめてただならぬ雰ふん囲い気きを出していたな」

「は？　なんですかそれ」

　友人？　壁に追い詰める？　なんのことを言っているのだ？　友人というのは最近でいうと楓である可能性が高い、そして壁……あ、ああああっ！

「あの、壁ドンのときのイケメン！」

　楓に壁ドンを試した時に目撃されたイケメン……あれは夏緋先輩だ！

　なぜすぐに思い出さなかったのだろう。こんなイケメンを忘れるなんてありえない。封ふう印いんしたい記き憶おくとして、身体からだが思い出すのを拒きよ否ひしていたとしか思えない。

「夏緋先輩、お願いがあるのですが」

「なんだ？」

「先輩の記憶を消したいので、後頭部を鈍どん器きで激しく殴おう打だしてもいいですか？」

「はあ？」

「一回だけ、一回だけですから！　鈍器は花か瓶びんとか土ど偶ぐうでいいですから！」

　夏緋先輩は顔を顰しかめ、「何を言っているんだコイツ」という声が聞こえてきそうな表情をしている。

　僕も何を言っているのかわからないが、とにかくあのときの記憶をデリートさせてほしい！

「あれはふざけてやっていただけなんです！　本当です、深い意味はないんです！」

　恥はずかしい……忘れたいと思っていたのに、知り合いになってしまっていたとは。今度ばかりは『穴』という単語に反応することなく、本気で穴に入りたい！

　必死に弁明する僕に向けられる目は相変わらず差別的だ。どうしたものかと考え込こんでいると、夏緋先輩がポツリと呟つぶやいた。

「どうだか。お前の兄は実際そうなんだろ。……気持ち悪い」

　耳を疑うような言葉が聞こえ、身体が固まった。

「……はあ？」

　興こう奮ふんしていた意識が一気に冷えて鋭くなった。今、なんて言った？　『気持ち悪い』って言ったか？

　人の考えは様々だから僕の考えを押しつけたり、同性の恋愛について理解を深めてきた社会の風潮を盾たてにして説得するようなことはしないが、そういう発言を声にするな！

　僕のことは好き勝手言ってもいいが、兄ちゃんのことを悪く言ったらぶん殴なぐるぞ。

「会長も……夏緋先輩のお兄さんも同じ状態ですよね？　僕達同じ状況ですよね？　まあ、僕は兄を尊敬しているし、人様の兄を侮ぶ辱じよくするような発言はしませんけどね」

　摑つかみかかりたい衝しよう動どうを抑おさえつつ、真顔で淡たん々たんと話した。お前は小物なのだ、人の兄を侮辱するような発言を平気でできる小物なのだよ。

　顔面偏差値が高いだけのモブ、ただの『イケメンＡ』だ。そんなんだからゲーム本作に登場できなかったのだ！　心の中で罵ののしりながら、それを込めた視線を送った。

　お互いに不快感を隠かくさず、顔を歪ゆがめてしばらく見合った。

「……ふんっ、相手にしていられるか」

　イケメンＡは分が悪いと思ったのか、偉えらそうに鼻を鳴らすと背を向けた。

　──勝った、僕の勝ちだ。思わずニヤリと笑ってしまった。

　こっそりほくそ笑んでいると、夏緋先輩は何事もなかったかのようにスッと立ち去った。

　ただ、扉とびらの閉め方は荒あら々あらしく『バンッ！』と凄すごい音を立てていった。怒ってるじゃん。

「なんだアイツ！」

　朝から気分が悪い。天から授かりし神の愛し子である兄を愚ぐ弄ろうするとは、万死に値するぞ！　地獄の釜かまでぐつぐつ煮に込こんでもらうがいい！

　青あお桐ぎり兄弟は鬼き門もんだ。鬼門というより鬼だ。不吉を招まねく邪よこしまなる存在だ。

　これからは塩を持ち歩くことにしよう。
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「央、なんで学校に食塩なんて持っていくんだ？」

「どうぞ、おかまいなく。海の恵めぐみよ、僕をお守りください……」

　朝食を食べ終え、食器を片付けるついでに台所にあった塩の小こ瓶びんを鞄かばんに入れていると兄に怪け訝げんな顔をされた。

「何に使うんだ？」

「邪気を追い払うのです。赤い鬼と青い鬼が近づけないように」

「は？」

　これから学校という名の鬼おにヶが島しまに行かなければならないのだ。装備は万全で臨のぞみたい。

「あ、兄ちゃん。腕のいい霊れい能のう者しやか、桃もも太た郎ろうの知り合いがいたら紹しよう介かいして」

「……あいにく、そんな知り合いはいないな」

「そっか、残念。じゃあ、先に逝いってきます」

「……央、今日は学校休む？」

「なんで？　逝ってきます」

　なぜか心細そうな顔をする兄を残して、玄げん関かんに向かった。どうしたのだろう、あんな顔をして。まあ、春はる兄にいといちゃいちゃしてれば大丈夫だろう。

　そう暢のん気きにかまえながら開けた玄関の扉の先……そこに奴やつがいた。

「おはよう央、真はいるか！」

　赤い方だった。まずい、鬼ヶ島から海を渡わたって出てきちゃっているよ！

「塩ぉぉぉぉ！」

　出番が早すぎる！　急いで瓶の蓋ふたを開け、必死に振りかけた。

　神よ、神域たる我わが家に邪気が入り込もうとしています！　清め給たまえ、祓はらい給え！

「おい、何をする！　やめろ！」

「溶けてしまえぇぇぇぇ！」

「これは……塩か？　って、俺はナメクジじゃないぞ！」

　なぜここに会長が……嫌な予感しかしない。不吉だ、不吉すぎる！　我が家の屋根の上にはカラスが集結しているに違いない。

「会長、自重してください」

「お前が攻めろと言ったんだろう」

　心配するな、攻めなくてもあんたは『攻め』だよ！　だから大丈夫、帰ってくれ！

「央、何かあった？　……って夏なつ希き？」

　騒さわぎを聞きつけ兄が姿を現す。そして、赤鬼の姿を見て顔を顰めた。一方、会長は兄の姿を見て顔を綻ほころばせた。グッ……俺様攻めの可か愛わいい一面……苦しいっ！

　部屋に戻って呼吸を整えてこようか迷っていると、会長がやけに真剣な面持ちで口を開いた。

「おはよう、真。話がある」

　……え、なんだよこの空気。ちょっと待って、今にも告白しそうなんですけど！　兄も只ただ事ごとではない空気を察知したのか、身構えているように見える。

　僕が聞いてしまったらいろいろ拙まずい。ここに居合わせては危険だ、飛び火で全焼しそうだ。

　逃げなきゃ……ああ、でも人気キャラと主人公のやりとり、しかも告白シーン……凄く見たい！　焼死を覚かく悟ごして居合わせるか!?

「央、もう出るんだろう？　いってらっしゃい」

「あ、うん……いってきます」

　兄に鞄を渡され、遠回しに追い出されてしまった。そうですよね、いたら困りますよね。

　扉が閉まる前にちらりと兄を盗ぬすみ見ると、とても困った顔をしていた。

　朝から大変だな、塩は兄が持つべきだったかもしれない。

「おはよ！」

　玄関を出ると、一いつ緒しよに登校が当たり前となってしまった楓が現れた。都市伝説も慣れれば日常に溶け込むようだ。

「どうしたの？　難しい顔をして」

「別に」

　楓が来なかったら扉に耳をつけて盗み聞きできたのだが……残念。気持ちを切り替え、歩きだす。

　隣となりを歩く楓の神から与えられし黄金の髪は、いつも通り天使の輪を輝かせている。通常運転で美しい楓様である。

　ありがとうございます、今日もあなたにご馳ち走そうになることでしょう。

「楓、ありがとうな」

「は？　何が？　どうしたの？」

「いや、お前は存在しているだけでありがたいよ」

「？」

　小首を傾かしげる姿も爆発しそうなほど可愛い。心の中で一ひと頻しきり拝みながら学校を目指した。

「あ、春兄」

　途中で兄を迎むかえにいく春兄の姿を見た。こちらには気がついていないようで目もくれずに行ってしまった。

　春兄の背中を見送っていると嫌な予感がしてきた。拙い状況になるんじゃ……登校前に我が家は修羅場……修羅場!?　見たい！　誰か、至急中継車呼んできて！

　覗きに戻りたいが楓がいるし、見つかると面倒なことになる。……諦めよう。それにしても、兄ちゃんは大丈夫だろうか。




　後ろ髪を引かれる思いで登校したが、やはり兄達のことが気になっている。

「何かあったの？」

「んー……」

　楓が顔を覗のぞき込んできた。僕の様子が気になるようだが、説明するわけにもいかない。

　もうすぐＨＲが始まる。自分の席に戻るようにと言おうと思った、そのとき──。

「天地央あっ！」

　けたたましく開いた扉の音と同時に僕の名前が響いた。『何事だ!?』と慌あわてて目を向けると、いつも以上に力の有り余った赤鬼が立っていた。うわあ……。

　クラスメイトの目が赤鬼と僕の間を行ったりきたりしている。

　怯おびえた様子の者もいれば、思いがけないスターの登場に興奮して歓かん喜きの声を上げている者もいる。どっちにしても、凄く注目されている。非常に迷惑だ！

「聞いてくれ、あの馬鹿に宣戦布告してやったぞ！」

「え」

　会長が馬鹿と呼ぶのは恐らく春兄だろう。兄を巡めぐって会長が春兄に宣戦布告!?　激しいときめきの予感はするが……大勢の前でそんな話を出さないでほしい！

「お前に話したいことがある！　放課後にまた生徒会室へ来い、ハハハッ！」

　具体的なことを言ってしまわないかとハラハラしているうちに騒そう々ぞうしく帰っていった。

　誰かあの人に『気き遣づかい』というものを、『日本人の心』を教えてやってください！

「なんなのあれ……」

「セイトカイチョーという珍ちん獣じゆうだよ」

　隣にいた楓が半目で冷めた表情をしていた。この表情が正解だと思う。

「はあ。教室にも盛り塩しなければ」

　担任が来る前に清めてしまおうと、海の恵みが詰まった小瓶に手を伸ばすのであった。




　放課後になり、渋しぶ々しぶやってきた生徒会室前。

　来たくはなかったが兄のことが気になるし、無視すればどんな祟たたりがあるかわからない。

「失礼します」

「本当は失礼したくないけど」と心の中で呟きながら扉を開けると、いつになくご機き嫌げんな様子の会長が定位置でふんぞり返って座っていた。

　簡素なパイプ椅い子すが、プライベートビーチのビーチチェアに見えてくるから恐ろしい。

「来たな、央！　お前に『兄さん』と呼ばれる日も近いぞ」

「別に、呼ぶくらいいつでもしますけど。オニイチャン」

　それで兄を諦めてくれるなら安いものである。まあ、諦めてはくれないんだろうけどね。

　会長を見ると、目をカッと開いて固まっていた。

「う、うむ。悪くない」

　気き障ざに微笑ほほえんでいるが頰ほおがゆるんでいるぞ。兄に想いが通じ、晴れてカップルとなって僕に兄と呼ばれているところを想像しているな？

　攻めカワイイのご提供ありがとうございます。癒いやされました。

　デレデレしている様子を見ていると、背後の扉が開く気配がした。

「おう、夏緋！　お前もきたか！」

　いつもは煙けむたがられているのに今日は快く出迎えられた夏緋先輩は、無表情でこちらを見ていた。

　前回『ケンカ』というほどでもないが敵対するような感じで別れたので、少し身構えてしまう。

　今のところは特に何か言ってくる様子はない。

　扉を閉めると壁に凭もたれ、腕を組んで話を始めた。

「なんで機嫌がいいのか知らないが、どうせあの男のことだろ？　いい加減諦めろよ」

「藪やぶから棒になんだ。お前の方こそ諦めろ。もう俺を止めることはできないぞ！　ハハハ！」

　夏緋先輩は深い溜ため息いきをつき、僕は乾いた笑みが出た。駄目だこの人、重じゆう症しようだ。

「で、今日は僕になんの用ですか？」

「今朝の話を聞いてくれ。お前に言われた通り、真に俺の想いの丈たけをぶつけてきた」

「おおっ」

　情熱的な告白……血湧わき肉躍おどるではないか！　捨て身で戻ればよかった。

「交際を申し込んだが……断られた」

　夏緋先輩のこめかみがピクリと動くのが見えた。眉間みけんの皺しわも深くなっている。

「だが、いい。ここまでは想定内だ。真に俺のことをどう思っているか聞いた。交際する相手とは見ていないが、人としては好意的に見ているということだった」

「うん？」

　それは……見込みがないってことじゃないの？　会長はポジティブ思考だから『好意的』という単語しか拾っていないようだが……。

「だったらまだ望みはある！　後からきた櫻さくら井いにも『真は俺がもらう』と宣言してきた。『やってみろ』などと息巻いていたが、強気でいられるのも今のうちだ！」

　えっ!?　なにそれ、見たかった！　春兄格好いい！　そんな春兄を見てときめいている兄も見たかった。やっぱり修羅場って凄い、ワンダーランドだ！

　遊園地より心が躍る。閲えつ覧らん権けんの年間パス……いや、永久パスポートをください！

「これからはどんどん真にアプローチもしていかなければならない。それには、真と一緒に過ごす時間を増やすことと好みを知る必要がある。そこでお前だ！」

「はい？」

　感動で嗚咽おえつを漏もらさないよう堪こらえていると、前から両肩をバンっと摑まれた。痛い。

「まず、どこかに誘さそおうと思うのだが、真はどういうものに興味があるんだ？　思いつく限りを教えろ！　情報を寄越せ！」

　今度は横に回り込み、ガシッと肩に腕を回してきた。この構図はどう見ても『不良にかつあげされている地味っ子』だな。

「デートに誘うってことですか？」

「そうだ」

「それは……多分、行かないと思いますよ」

「なら、こういうのはどうだ？　お前が真と出かける。そこでお前が迷子になる。ひとりになった真と俺が合流する」

「僕は子供か！　そんなことできません！」

　肩の手を剝はがして逃のがれようとするが動けない。こいつ、力強いなあ、クソッ！

　こっちは必死だというのに、僕を気に留めることもなく会長は話を続ける。

「なら贈おくり物で我が慢まんしよう。何がいいと思う？」

　そう言われても思い浮うかばないし、会長に協力するのは春兄を裏切るようで嫌だ。

「わかりません。っていうか僕に聞かないでくださいよ！」

「あ？　弟のお前なら知っているだろうから聞いているんだ。なぜ教えん？」

　上機嫌だった表情が急に見慣れた威圧モードに戻ってしまった。回されていた腕に力が込もる。馬鹿力で首を折られそうだ。痛い、首がもげる！

「やめてやれ。そいつは櫻井春はる樹きを慕したっているんだろう？　だったら兄貴の味方はできないだろう」

　見かねたのか、黙だまっていた夏緋先輩が助け舟を出してくれた。僕のことはよく思っていないはずなのに意外だ。

　思わず夏緋先輩を見ると目が合ったが、すぐに逸らされてしまった。

「どういうことだ？」

「兄貴に協力するということは敵を応援するような……裏切るような行為だろう？」

「なるほど。ならば央にも、櫻井より俺のことを好きになってもらわなければならないな！」

「「はあ？」」

　僕と夏緋先輩の声が見事に重なった。

「前ぜん哨しよう戦せんのようなものだな。腕が鳴る。では央よ、早速次の日曜にお前をかまってやろう！」

「なぜそうなる！　嫌ですよ！　僕は遠えん慮りよしますからね！」
















　ゲームでの『外出』は会長ルートに入るための重要なイベントの一つだ。例の嫌な予感が蘇よみがえってくる。

　自分が主人公になっているとはやはり思えないが、なぜか楓ルートや柊ひいらぎルートに入っているような現象が続いていることも事実だ。

　かまわれるより見守り隊に所属し続けるためには、危険を回避していきたいのだが……。

「そう遠慮するな。まあ見ていろ。じきに俺のことが好きになる」

「！」

　俺様の笑みを向けられ身体が固まった。体温が急激に上がり、一瞬意識が飛んだ。

　攻めの強気な微笑みとか……パソコンの壁紙にしたい……印刷して部屋に貼はりたい！

　前世でなら絶対にやっていた。

　これを女子が見たら、恐おそらく救急車を呼ばなければいけない事態になっただろう。

　中身が残念だという印象が濃くなっていたが、それを帳消しにできるイケメン力が恐ろしい。
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「塩では足りなかった」

　あまり効果を感じることができない。会長のＢＬ力が塩を超えてしまったということか。

　やっぱり先祖の墓参りに行ってみるべきか。

　あの後も会長の無駄にＢＬを撒まき散らす話は続き、帰りが遅くなってしまった。僕だって無限に摂取できるわけじゃない。偏かたよったＢＬばかり食べていたら食あたりを起こす。

　今は『お互い想い合ってはいるけれど、言い出せずにいる初恋の二人』というくらい優しいＢＬ、おかゆのようなＢＬが食べたい。

「あの！」

「うん？」

　無意識に胃を押さえながら校門を通過していると、幼おさなさが残る可愛い少年の声に止められた。そちらに顔を向けると、飛び出してきたのは儚はかなげな王子様だった。

「あ、あの時の！」

　先日病院まで送り届けたあの美少年だった。今日は顔色がよく元気そうだ。儚さは少し下がったが代わりに『健けな気げさ』というか、ピュアな感じが増している。

「すみません、こっちにきて！」

「ん？」

　腕を引かれ、少し進んだ先にある建物の陰かげに連行された。『お兄さんを誘っているのかい？』なんて馬鹿なことを考えつつ大人しくついていった。

「姉さんに見つかったら怒られるから。ここにきたら駄目って言われているんです」

「そうなんだ？」

　どうやらお姉さんがいるらしい。この子の姉なら銀ぎん髪ぱつの神秘的な美少女に違いない。

「あの、先日はありがとうございました！」

　美少年はサラリーマンもびっくりの綺き麗れいなお辞じ儀ぎをした。ええ？

「別に大したことしてないし。むしろ君みたいな綺麗な子に出会えてラッキーだったよ」

　だから早く頭を上げて。美少年を従わせている悪い奴に見られそうで気まずいです。

「そんな……おれもお兄さんみたいに格好いい人に会えて凄くラッキーでした！　あの日だけは発作が出てよかったなあなんて……あ、迷惑かけたのにごめんなさい！」

　恥ずかしいのかモジモジしながら「格好いい」と言われた瞬間に攫さらいそうになった。いけない、自じ我がを保たなければ。

　今日も礼儀正しく謙けん虚きよな姿に、対極にいるノンデリカシーの頂点、攻め会長に荒らされた胃が癒やされていくのを感じる。

「今日はわざわざお礼を言いにきてくれたの？」

「はい！　あ、それと、名前を聞くのを忘れちゃったから……」

「ああ、天地央だよ。君は？」

「野の兎うさ深み雪ゆきです」

　似合っている名前だ。雪のように色白だし、兎うさぎみたいに可愛い……ってあれ、聞き覚えのあるような……。

「君、もしかして」

「あ、塾じゆくに行かなきゃ。あきらさん、また会いにきます！」

　思い当たったことを確認しようとしたのだが、深雪君は足早に去っていった。

　お姉さんって……恐らく、あの人だよな？
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　会長に「かまってやる」と宣言されていた日曜日。特に具体的な約束をしたわけではなく、あれ以降日曜については話が出ていない。

　冗じよう談だんだったのだろうと高をくくり、朝からゲームをしていた。天気がいいのに自室に籠こもり、太陽の光が反射して画面が見にくいとカーテンを閉め切る。インドアまっしぐらだ。

　黙もく々もくとコントローラーを動かしていたが一段落し、近くのコンビニに行くことにした。

　玄げん関かんから歩道に出ると、いつもとは違ちがうざわめく空気を察知した。

　何かあったのだろうか。あたりを見回したが、事件や事故が起こっているわけではなさそうだ。

「ん？」

　きょろきょろと動かしていた目を前方に戻もどすと、視線を縫ぬいつけてしまうような物体が目に飛び込こんできた。物体というか、人だ。

　イケメンオーラを撒まき散らし、すれ違う女性の目を全て搔かっ攫さらいながらこちらに向かってやってくる『赤』。……なるほど、こいつが異変の原因か。

「敵てき襲しゆうじゃああああっ！」と頭の中で火ひの見み櫓やぐらからの警けい鐘しようが鳴り響ひびいた。

「央あきら！　家を出て待っているとは感心だな。出かけるぞ！」

「ひいっ」

　いつになく爽さわやかな笑顔を浮うかべた会長だった。制服ではなく私服姿だ。

　カーキ色のズボンに黒のＴシャツ。革のベルトと小物を身につけている。割とシンプルな印象だが、会長という最高の素材があるので恐おそろしく格好よく見える。

　ゲームで見た私服とは違う。新たなキャラクターデータをゲットできたのは嬉うれしいが、会長と外出すると楓かえでや柊ひいらぎの時のような展開になるフラグが立ちそうで困る。

　逃にげ帰ろうかと迷ったが、よく考えると家には兄がいる。僕ぼくと会長に繫つながりがあることを知られてしまったら、いろいろと説明しなければならないし面めん倒どうだ。

　会長の言うことを聞くか、兄に説明するか……後者の方が嫌いやかな。

「はあ……。カイチョー、コンニチワ」

「どうした、浮かない顔をして。俺おれがかまってやるから安心しろ、ハハハ！　よい天気だ、出かけるにはもってこいだな」

　お前がきたからこんなになったのだ！　……なんて声に出して言えるはずもなく、心の中で叫さけぶしかなかった。

「……はあ」

「さあ、行くぞ！」

「……ハイ」

　こっそりと溜ため息いきを一つ零こぼした後、意気揚よう々ようと歩き始めた会長の後に続いた。

　インドア休日を満まん喫きつする気だったのに、強制アウトドアだ。辛つらい。
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「なぜこうなった……」

　目の前で僅わずかに揺ゆれる糸を目で追いながらぼやく。糸の背景に広がるのは凪なぎの海。

　海、そう海だ。海に糸を垂たらして獲え物ものを捕る、所いわ謂ゆる『釣つり』をしている。会長に連行され、気がつけばこの状態だ。

「行きたいところはあるか」という質問をされた時に、ゲームの続きをしたかった僕は「のんびりしたかったのに……」とつい呟つぶやいてしまった。それを聞いた会長が「のんびりか、任せろ！　ハハハ！」と馬ば鹿か高笑いしながら突つき進み、辿たどり着いたのがここだった。

　よくきているのか迷うことなく釣つり具ぐ店で釣具一式を借り、コンビニで飲み物などを買っていた。今はペットボトルのカフェオレを飲みながら釣りの最中だ。

　水平線近くには船が渡わたる様子が見え、癒いやされる穏おだやかな光景が広がっている。

　確かにのんびりできている。……案外悪くはないけど。

　釣りと言っても本格的なものではなく、沖に向かって五十メートルほど突き出ている突とつ堤ていの上からほぼ真下に糸を垂らすだけだ。

　気温は高くないのに、風がない上日差しを遮さえぎるものもなくて暑い。

「臭くさい。暑い」

　上から声が降ってきた。声の主は夏なつ緋ひ先せん輩ぱいだ。会長と移動しているときに連絡が入り、結局僕らについてきたのだがさっきから文もん句くばっかり言っている。

「海なんだから磯いそ臭くさくて当たり前でしょ。っていうかいい加減座ったらどうですか」

「磯の匂いはいい。それとは違う生臭さが嫌なんだ。それにこんなフナムシが行き交っているようなところに座りたくはない！」

「はいはい、そうですか」

　夏緋先輩は、少々潔けつ癖ぺきなところがあるようだ。釣りも餌えさのオキアミを触りたくないからやらないと言うし、突堤に直に座るのは汚いから嫌だと言ってずっと突っ立っている。

　それに暑いやら日に焼けるのは嫌だとか……どこのお嬢じよう様さまだよ。

　夏緋先輩の服装は明るいベージュのズボンに、ネイビーのパーカー。中に白いＴシャツを着ている。こちらもシンプルだが、本人が最高の素材なので安定のイケメンである。

　制服にもパーカーを着ていたが好きなのだろうか。今は紫外線の多い初夏の日差しを防ぐためかフードを被っている。

　ちなみに僕は遠出するつもりはなかったので部屋着のジャージのままだ。黒いジャージのズボンに上は夏緋先輩と同じくパーカー、中にＴシャツを着ている。

　普通にダサい。元々そんなにお洒落しやれに気を遣っているわけではないが、それでも羞しゆう恥ちを覚えるくらいにダサい。ダサい上に全身黒で暑い。何もいいことがない。

　早く家から離れた方がいいと思い、着替えることを我が慢まんしたが、少し待ってもらって着替えてくればよかった。そんな後こう悔かいをしていると竿さおに異変があった。

「お？」

　微かすかだが手に振動が伝わってくる。ひょいと振り上げると振動は確かなものに変わった。

「お、食った！」

　意気揚々とリールを巻く。真下の浅いところだったので魚影はすぐに見えた。釣れたのは十五センチくらいのカサゴだった。

「わーい釣れた」

「やるじゃないか！　くそっ、先を越されたか」

　隣となりで同じように釣りをしていた会長が悔くやしそうに笑った。会長より先に釣れて嬉うれしい。

　中身に難はあるが一見すると成績優秀、容姿端たん麗れい、おまけに生徒会長なスーパースターに釣りくらいは勝ちたいものだ。

「俺も気合を入れて頑がん張ばるか。未来の弟に負けてはいられん」

「オニイチャンガンバッテー」

「……馬鹿ばっかりだな」

　会長がお兄ちゃんになる日なんて、きっとこないと思うけれどね。本物の弟が呆あきれた顔をしているが、会長は全く気にしていないようだ。

「夏緋オニイチャン、そろそろ座れよー。背はい後ご霊れいみたいでなんか鬱うつ陶とうしいよー」

「背後霊!?　……って誰だれがお兄ちゃんだ」

「だって会長がお兄ちゃんなら、会長の弟である先輩も僕にとってはお兄ちゃんじゃないですか」

　僕の言葉を聞くと眉間みけんの皺しわが深くなった。そうですか、そんなに嫌ですか。

「よかったな、弟ができたじゃないか！　お前のためにも俺は頑張って真まことの目を覚まさなければな！」

「よくない、頑張るな！　ほら、お前のせいでまた変な方向に進んだじゃないか！」

「夏緋オニイチャンが怒おこったー怖こわいー」

「こら夏緋。末っ子を苛いじめるな」

「……はあ」

　夏緋先輩が白けている様子を横目で見ていると、また竿に当たりがあった。急いでリールを巻くとさっきと同じくカサゴが上がってきた。

「やったー」

「おお、順調じゃないか！」

「兄貴も頑張れよ」

「俺は大物しか釣らない。まあ、待て」

　こんな簡単な装備で大物は無理だろう。釣ろうとする佇たたずまいだけはさまになっているが。

　その後も僕は何匹か釣り上げた。釣れたのはカサゴばかりで大物はないが、定期的に当たりがあり順調だ。それに比べて……。

「なぜだ……ピクリともせん……」

「兄貴、全く釣れてないじゃないか」

「オニイチャン、ドンマイ」

　見ていて可か哀わい想そうになってきた。釣りたいのはわかるが、会長のオーラが魚をもビビらせているとしか思えない。

「場所だ！　場所が悪いんだ！　もう少し沖に近いところで釣ってくるぞ！」

　そう言うと、積み上げられた消波ブロックの上を軽々と飛び渡りながら沖の方に行ってしまった。こんなところで運動神経のよさを披ひ露ろうしなくても……というか必死だな。

　夏緋先輩は動かず、冷めた目で会長を見送っていた。

「ついていかなくていいんですか？」

「ここよりさらに臭いところになんか行きたくない」

「さいですか」

　いまだに立ったままだし、難なん儀ぎな人だ。仕方ない、座れるように敷しき物ものでも用意してやろう。着ていたパーカーを脱ぬいで自分の横に敷しくと、ぽんぽんと手で叩たたいた。

「どうぞ。ここに座ってください。立っているのも疲れたでしょ？」

「……」

「僕のパーカーが汚いから嫌とか言ったら海に突き落としますよ」

「お前な」

　どうするか考えている様子の夏緋先輩だったが、敷いていたパーカーを拾うと僕の顔に投げてきた。

「うおっ、ちょっと！」

「いい。着ていろ。日焼けするぞ」

「んなもん気にしません」

「気にしろ。結構痛くなるからな」

　そう言うと僕の隣に腰こしを下ろし、海の方に長い足を組んでぶらりと垂らした。あれほど嫌がっていたのに、直に地面に座って大丈夫なのだろうか。

「汚れちゃうけどいいんですか？　パーカーは暑くて脱いでおくから、別に敷いていてもいいのに」

「着ていろ。この海の水を全てアルコール消毒薬に変えたいくらい嫌だが仕方ない」

「どんだけー」

「まあ、これ以上お前に気を遣わせるわけにもいかないだろ」

「へえ！　意外に普ふ通つうの感覚をお持ちなんですね！」

「ケンカを売っているのか？　買うぞ？」

　今までのやりとりからすると、気を遣ってもらえるなんて考えられなくても仕方ないと思うが。最初は完全スルーされたしね。

「なあ」

　餌を替えるためリールを巻いていると、急にまじめなトーンの声で話しかけられた。

　夏緋先輩の方へ顔を向けると、真剣な表情でこちらを見ていた。そんな真っ直ぐな眼まな差ざしで見られたらドキっとしてしまう。

「なんですか？　告白ですか？　お断りしまっ」

　ドスンと鈍くて重い痛みが横腹に入った。言い切る前に殴なぐられた。

「痛い！　暴力反対！」

「そういう冗談は嫌いだ。ったく、人が話をしようとしているのがわからないのか。愚おろか者が。しかもなんでオレがお前にフラれなきゃいけないんだ」

「ちょっとふざけただけなのに。どうせ『お受けします』って言っても殴ったんでしょ？」

「当たり前だ。馬鹿が」

　まじめな話かもしれないと思ったのにふざけたのは悪かったが、殴ることはないと思う！　この兄弟には、『凶きよう暴ぼうにつき、取扱注意』の札を貼はっておいてほしい。

「で、なんすか」

　殴られた横腹を揉もみ解ほぐし、痛みを誤ご魔ま化かしながら聞く態勢に入った。

「お前、本当は自分の兄達の関係についてどう思っているんだ。……男同士だぞ？」

　ああ、そういう話ね。無意識にポリポリと頭を搔いていた。

　僕の場合は、『前世の記き憶おくがある』という特とく殊しゆなパターンだからなあ。自分の性格を考えると前世の記憶の有無にかかわらず兄達を祝福するとは思うが、記憶があることによってあまり悩まなかったことは確かだ。

「まあ、そうですけど……本人達の問題ですから」

「周りの目とかもあるだろ？　お前、男好きな奴やつの弟だと思われるんだぞ。実際に今オレはそう思っている」

　──ドンッ！

　気がついたら手が勝手に夏緋先輩を海の方に突き落とそうとしていた。そう思われていてもかまわないが、言葉にして直接投げられるとイラッとしてしまった。

　この兄弟は凶暴なのも、デリカシーがないのも似ているらしい。

「馬鹿！　落ちるだろう！」

「知りませんか？　最近流行っているんですよ、『海ドン』という……」

「聞いたことないぞ！　お前な……洒落にならないことするな！」

「フナムシに集たかられてしまえ」

「やめろ！　冗談でも言うな。ああっ、鳥とり肌はだが」

　腕をさすって大げさに騒さわいでいる夏緋先輩に呆れつつ、ぽつりと呟く。

「そう思われても僕はかまわないよ」

　ＢＬ充じゆうさせてもらっているしなんとも思わない。むしろ本望だ。

　夏緋先輩は僕の言葉を聞くとさすっていた手を止め、信じられないというような目を向けてきた。

「はあ？　いいのか？　周りからそういう目で見られてなんとも思わないのか？」

「思いませんよ。夏緋先輩は自分の評判を気にして会長に諦めろって言ってんの？」

「……そうだ。悪いか？　当然だろ」

　海を眺ながめながら、小さく舌打ちするのが聞こえた。その様子は叱しかられて拗すねてしまった子供のように見えた。

「ごめん。責めるような言い方をしたけど非難するつもりはないんだよ？　僕は気にしないタイプだから大丈夫ってだけ」

　僕のように許容する方が稀まれで、ほとんどの人が最初は戸惑うだろう。

「お前は大物なのか馬鹿なのか……。恐らく後者だな」

「はいはい、そうですね」

　今日はずっと馬鹿扱あつかいだな。まあ、ギスギスしていた時よりはいいけど。

「……兄貴には似合わないよ。失恋とか、そういうのは」

　俯うつむいていた夏緋先輩がぽつりと呟いた。それを聞いて、何か納得したような……いろいろとわかった気がした。『そういうことか』と思わず笑ってしまう。

「夏緋先輩って会長のことが大好きなんですね」

「はあ!?」

　学校だけではなく休日まで追いかけてくるなんて、どう考えても『嫌きらい』だったらしない。

　夏緋先輩から自分と同じ匂においを感じる。

「世間体を気にするなら距きよ離りを置いて他人のフリをしていればいいのに、今日もこんなところまでついてきているじゃないですか。僕も兄ちゃんが大好きだから一いつ緒しよですね！」

「お前はブラコンかもしれないがオレは違うぞ！　一緒にするな！」

「はいはい」

　必死に否定してくるが、それは肯定しているようなものだ。実に微笑ほほえましい。

　──ドンッ！

「!?」

　今度は僕が突き落とされそうになった。

「……あぶなっ！　ちょっと！　死ぬでしょうが！」

「流行っているんだろ」

　夏緋先輩の顔を見るとほんのりと血色がよくなっていた。どうやら照れているようだ。

　可愛い……『ギャップ萌もえ』だ。言ったら海ドンされるから言わないが。

　やっぱり自分の世間体を気にしているというより、会長を心配しているのだろう。

　あと会長に『格好いい兄』でいてほしいんだと思う。

　会長が兄にフラれた話をしたときに顔を顰しかめていたのも『らしくない』と憤いきどおっていたからかもしれない。

「なあ」

　何か話し始めるのかと思い、顔を向けたが途中で言い淀よどんだ。真剣な顔で何かを思案している。大人しく次の言葉を待つ。

「……男同士だとどういう交際をするんだ？　男女だと行き着くところは、『結けつ婚こんして、子供ができて』という流れだろうが……」

　素晴らしい。ＢＬについて思案していたようだ。

　もしかしたらこれが、夏緋先輩のＢＬロードを歩み始めるきっかけになるかもしれない。

「子供はできないけど、することは男女と変わらないんじゃない？」

「でも男同士じゃヤレないだろ」

「そんなことないよ。子供はできないけど。欲しいんだったら養子という手もあるし、代理出産とかもあるみたいだし」

「できるのか？　何をするんだ？　というかお前、異様に詳くわしいな！　やっぱりお前も！」

「違うっての！」

　どこまでが『詳しい』と捉えられるのかがわからないから怖い。この程度だとテレビでも取り上げられていると思うのだが。

　それよりも今の『どうやってヤル？』って流れ、よくあるＢＬゲーム展開だったら『実際やってみる？』になって最終的に『ッアー！』だよな。きっかけの一発目ってやつだ。

　そしてこの体験を忘れられず、夏緋先輩はどんどんＢＬロードを突き進むことになるのだ。もちろん相手は僕ではなく、攻略対象キャラクターの誰かに脳内変換する。

「……この前は悪かったな」

「はい？」

　待って、今あなたのお相手を検索しているので忙しいです。急いで思考を切り替え、夏緋先輩に顔を向けると目を逸そらされた。

「お前の兄貴を悪く言ったことだ。確かにオレの兄貴も一緒だ」

　気まずいのか、ボソボソと聞き取り辛づらい声で夏緋先輩が話し始めた。神の御み子こたる兄を『気持ち悪い』と言ったあれか。

　正直、気にしていたことにも謝ってくれたことにも驚おどろきを隠かくせない。嬉しいが、意外だ。

「別にいいですよ。同じブラコンのよしみで許してあげます」

「違うって言っているだろ！」

「はいはい、そういうことにしておいてあげます」

　必死に否定するほど僕は和むばかりである。

　しかし……今日で夏緋先輩の印象が大きく変わった。自分勝手で冷たい奴だと思っていたが、どうやらただのお兄ちゃんっ子。

　お相手検索を再開。ここは王道の兄弟モノ『会長×夏緋先輩』が妥だ当とうだろう。スペックの高い組み合わせである。

　魔性の誘さそい受け楓様と引き合わせて『夏緋×楓』もいけるが、夏緋先輩は見た目は攻めだがどことなく受け臭がするので、会長との組み合わせが一番しっくりくる。

「おい、聞いているのか？　そろそろ帰りたい。兄貴を呼ぼう」

　夏緋先輩の無限の可能性に想いを馳はせてぼんやりしてしまっていたようだ。

　いつの間にか立ち上がっていた夏緋先輩が苛いら々いらした様子でこちらを見下ろしていた。

「そうですね。結構時間が経たって……あ、夏緋先輩の足元にフナムシ」

「!?」

　何か動いたと目を向けたら、突堤の壁面からフナムシが現れた。夏緋先輩ほど苦手ではないが、触れるのは嫌なので避けようと立ち上がった、そのとき──。

「うわっ!?」

　フナムシから急いで離れようとしていた夏緋先輩がぶつかってきた。中腰の状態から転び、慌あわてて手をついたが座り込んでしまった。

「焦あせった……」

　一瞬状況がわからなくなり、海に落ちたかと思った。……怖かったじゃないか！

「ちょっと！　ちゃんと周りを見てから動いて……」

　抗こう議ぎしてやろうと前を見て……硬こう直ちよくした。

　夏緋先輩の整った顔がすぐ目の前にあった。どうやら夏緋先輩も僕とぶつかり、体勢を崩くずしていたようだ。

　片手と片かた膝ひざをついて転ぶのを耐たえたようだが……僕の方に前のめりになっているから顔が近い。

　座っているところを迫せまられているような格好だ。
















「「……」」

　驚いた顔をしている夏緋先輩と無言で見つめ合ってしまった。なんだこの空気……。

『こんなドキドキハプニングはいらない！』と思う一方で、心臓の脈打つ速度が一気に加速した。『落ちつけ！』と思うほど速くなってしまう。

　この距離だと普段は前まえ髪がみで見え隠れしている瞳ひとみがよく見える。瞳の色が会長より少し赤い。夏緋先輩のコバルトブルーの髪によく映えて綺麗だ。

「お前は……不思議な奴だな」

「え？」

　宝石のような瞳に見入っていると、なぜか近かった顔の距離がさらに縮まり始めた。

　顔が近づくってどういうこと？　思い至る理由は一つしかないけど……なんで!?

　夏緋先輩に限ってその可能性はないと思うけれど、まさかな展開が浮かんでパニックだ。

　もう空間がなくなってしまう。予想外な人にＢＬロードに引き込まれてしまうなんて！

　……と思ったら顔がつくことはなく──。

「臭くせぇ！　離れろ！」

「うわっ!?」

　整った顔は直前で止まり、触れることはなかった。

　なぜか代わりに乱暴に突き飛ばされてしまった。

「痛あっ！」

　その力はあまりにも強く──。結果、僕は磯臭い地面にビタッと無残に倒たおれることになった。

「……酷ひどい」

　これは酷い……あんまりだ。そっちから近づいてきたのに突き飛ばすだなんてどういう仕打ちだ。理り不ふ尽じんすぎる！

　抗議の目を向けると、夏緋先輩はすでに立ち上がっていた。困惑しているのか怒っているのかわからないが、顔を顰めて不ふ機き嫌げんそうに僕を見下ろしていた。

　……これ、キレてもいいよね？　不機嫌になりたいのは僕の方だからな！

「近づいてから突き飛ばすって何がしたいんですか！」

「それは……お前があまりにも臭いからだ」

「はあ!?　あんただって一緒だからな！」

「オレは餌には触れていない。お前と一緒にするな」

「ほう？」

　餌に触れたこの手が嫌だと言うならば……。

　ゾンビのように手を前に出し、ジリジリと夏緋先輩に詰め寄った。

「おい、お前まさか……！　その手でオレに触るなよ!?　近寄るな、こっちに来るな！」

「いやあ、夏緋先輩と仲良くなりたいんで。ほら、手を繫ぎましょうよ……」

「来るなって！　やめろ……ぶっ殺すぞ！　…………おまっ、ああああ!?」

　後退する夏緋先輩を追い詰め、両手で手を包んで握にぎってやった。それはもう、指と指の間までなめ回すように丹たん念ねんに……。

「これで僕達、今お揃そろいのバイ菌きんですね。いやあ、仲良しだなあ」

「臭え……こんな汚れた手で……生きていかなければいけないのか……」

　長い腕を伸ばして手を極力顔から遠ざけ、全身から嘆なげきのオーラを放っている夏緋先輩は汚された乙女おとめのような悲しい目をしていた。ふはは、奪うばってやったぜ。

「……今日の記憶を消したい」

　餌といってもオキアミ、ただのエビなのにどれだけ嫌なんだ。

「おい！　央、見てくれ！　大物だ！」

　海の方から叫び声が聞こえてきてびっくりした。会長がいたんだ、忘れてたよ！

　声のする方向を見ると、積み上げられた消波ブロックの先端に行った会長の竿が折れそうなほどしなっていた。

　これは大物!?　この近海の主を……って違うじゃん。あれはどう見ても……。

「地球という大物を釣ってやったぜ！　ハハハ！」

「根がかりしているだけじゃないかっ！」

　僕のツッコミが海に響いた。全然釣れなかったんだろうな。

「さっさと帰る支度をするぞ。はあ……。オレは手を洗ってくる」

　夏緋先輩は手が汚いことに耐えられなかったようだ。少し離れたところにある公衆トイレへ向かう……と思いきや、僕の前で立ち止まった。ジーッと僕を見てくる。

「……天あま地ち」

「はい？　……!?」

　返事をすると、突然夏緋先輩の両手が僕の頰ほおを包んだ。えっ……何？　今度はなんだ!?

　僕も馬鹿じゃない。辛いオチが待っているんだろうと予測はしているが……。

「ははっ」

　謎なぞの奇行に固まっていると、無表情だった顔が見たことのない笑みを浮かべた。

「……っ！」

　斜しやにかまえた笑い方しかしない夏緋先輩の無邪気な笑み……恐ろしい攻撃力だ！　落ちつきを取り戻していた心拍数がまた上がってしまう。こんな不意打ち、卑ひ怯きようだぞ！

「仕返しだ」

　そう言って手を離すと今度はニヤリと会長のような笑みを浮かべ、公衆トイレの方へ向かっていった。

「え？　仕返し？　…………あ。臭ああああ!!」

　どういうことかやっとわかった。臭くなった手で僕の顔を触り、嫌がらせをしたのだ。

　鼻に近いから凄く臭いし、汚いし、顔が荒れそうだ！　急いで洗わなければ！

「ん？　そういえば……さっき『天地』って名前で呼ばれたな。初めてだ」

　今までは『お前』や『おい』ですまされていたから、ちゃんと呼んでくれるようになったのは嬉しい。ようやく赤の他人から知り合いに進化できたようだ。

　でも『外出して呼び方が変化』だなんて、会長ルートでフラグを回収したときと同じだ。

　まあ、名前で呼ぶなんて普通のことだ。夏緋先輩は攻略対象キャラクターじゃないし、何も心配ない。

　今日はどうなることかと思ったが、何事もなく平和に終えることができてホッとした。
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　午前の授業が終わり、昼休きゆう憩けいの時間になった。

　楓かえでと廊ろう下かを並んで歩き、食堂ホールに向かう。

「凄すごい雨だなあ」

「嵐って感じだね」

　今日は天気がすこぶる悪い。窓から見える雲は黒く、時折稲いな妻ずまが見える。

　雷かみなりの音は遠いが、下校する頃ころには近づいているかもしれない。臨りん時じ休校にならなかったのが不思議なくらいだ。

　今のうちに帰りたいが、午後からも授業はあるらしいのでまずは腹ごしらえだ。

　この学校の昼食スタイルは様々で、弁当を持参する者もいれば食堂ホールで食べる者もいる。

　外出することも許されているので外に出る者も多いが、僕ぼくはホールで食べるタイプだ。

　廊下を進んでいると、前を歩く屈強な戦士の背中を発見した。

　廊下が激しい戦いで焼け焦こげた大地に見えてきそうなオーラを放ちながら歩いている。

「白しろ兎うささん！」

　白兎さんに聞きたいことがあったのを思い出した。楓を置いて駆かけ寄り声をかけると、稲妻の光を顔に受けながら戦士は振り返った。

　何を話そうとしたか、記き憶おくが飛びそうなインパクトだ。

「白兎さんって弟いる？　深雪みゆき君って……」

　再び稲妻が走った。雷が近くに落ちたのか、白兎さんの背後から地割れのようなけたたましい音が鳴った。

　稲妻の光が照らし出した彼かの女じよの顔に表情はない。いつもは殺気が宿っているが、今は何を考えているかわからない。どこか不安を煽あおる表情だ。

　これから学校中で殺し合う、デスゲームでも始まりそうな……。

「……どうして弟のことを？」

「あ、やっぱりそう？　この前会ったんだ。凄く可か愛わいいよね、いい子だし！」

「！」

　僕の言葉を聞いた白兎さんの目が見開かれた。よく見ると強く握にぎった拳こぶしはワナワナと震ふるえている。爆発しそうな怒いかりを必死に抑おさえている、そんな様子だ。

「え？　ど、どうかした？」

　戸惑う僕の元へ一歩、また一歩と鋭するどさを増しながら近寄ってくる。鬼き気き迫せまる様子に思わず後あと退ずさり、逃にげだそうかと考えていると胸ぐらを摑つかまれた。

「二度と深雪に近づかないでください」

「え？」

　一いつ瞬しゆん言われた意味がわからなかった。深雪君に近づくな？

「深雪に近づいたら……この世界ごと滅ほろぼしてやる」

「!?」

　女子高校生とは思えないドスの利いた声だった。魔ま王おうの声だと言われた方が納得できる。

「……今日はせいぜい頑がん張ばることだな」

「え？」

　謎なぞの言葉を吐はかれ、突つき飛ばすように乱暴に解放された。呆あつ気けにとられた僕を残して去っていく魔王。……今のはなんだったんだ？

「アキラ！　どうしたの？　なんか揉もめ事ごと？」

「いや、なんでもない」

　追いかけてきた楓も、僕と同じように逞たくましい背中を見送った。

「絶対アキラより強いよね」

「それ、僕にも白兎さんにも失礼だからな」

　勝てないことに異議はないのが辛つらい。

　それにしても……僕は白兎さんに何かしてしまったのだろうか。
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　食堂ホールは予想通り混雑していた。いつもは外に出ている連中も、天気が悪い今日はここで食べるのだろう。

「ああ、お腹空いたなあ。アキラは何にするの？」

　人混みの中、楓は壁かべに並んでいるメニュー札を眺ながめている。はぐれないためだと思うが、ナチュラルに腕うでを組んでくるのはやめてくれ。

「僕はからあげ定食」

　メニューを見ずに答えた。ここに来る前からからあげにしようと心に決めていた。

「じゃあ、ボクもそうしよう」

　食券を買い二人で並ぼうとしたが、席が埋うまりそうになっていることに気がついた。

　買った後に席を求めて彷徨さまようのは嫌いやだ。からあげが冷めてしまう。

「僕が並んで受け取っていくから、楓は席を取っておいてよ」

「席、なくなりそうだもんね。わかった。じゃあ、お願い」

　楓の食券を受け取り、列に並んだ。列は長く、時間がかかりそうな気配がしている。ゆっくり食べることができるか心配になってきた。

「央あきら君」

　声をかけてきたのは知らない男子生徒だった。三年生のようだが……誰だれだろう。

　見たことがあるような気もするが知り合いではないと思う。背は高く、髪かみは黒い。三さん白ぱく眼がんと銀縁メガネが印象的で、静かな微笑ほほえみを浮うかべている。

「えっと……？」

「ああ、いきなり話しかけてごめん。お兄さんの友達なんだ」

「そうなんですか」

「兄がお世話になっています」と改まった挨あい拶さつをするのもおかしいような気がして、適当に言葉を返した。

　兄のいるテニス部でも見かけない顔だが、クラスが同じなのだろうか。

「よかったら、一いつ緒しよに食べないかい？」

「え？　あ、すみません。友達と約束しているんで」

「……そうか。じゃあ、またね」

　誘さそいを断ると、そのままどこかへ消えていった。ひとりで食べるのだろうか？　僕を誘うより兄を誘えばいいのに。

　しかし……兄の友人を悪く言いたくないが、どこか不気味な感じがする人だった。

「央君、前！」

　後ろに並んでいた女子達に言われて前を見ると列が進んでいたので慌あわてて進んだ。

　後ろにいた女子も三年生のようで、名前を呼ばれたが知らない人だった。

「真まこと君を可愛くした感じよね！」

「並ぶのは嫌だったけど、央君の後ろでラッキーだったね」

　話の内容は聞こえないが、こちらを見てくすくす笑っているのがわかった。

　三白眼メガネの人のことを聞いてみようかと思ったがやめておこう。後ろから感じる視線に耐たえながら待っているとやっと順番が回ってきた。

　食券を渡わたし、からあげ定食のトレーを二つ受け取った。落とさないように慎しん重ちように運びながら楓の姿を探す。

「アキ！」

　聞きなれた声が人混みの中から飛んできた。目を向けると雛ひながいた。

　その向かいには、肘ひじをついて顰しかめ面つらしている楓もいる。意外な組み合わせに驚おどろいたが、席は確保できたようで楓の隣となりが空いていた。

　熱々のからあげ定食のいい匂においに腹を空かせながら二人がいるテーブルに向かった。

「……ここ以外に空いているところがなかった」

　楓の隣に腰こしを下ろすと、嫌そうな顔をしながら呟つぶやいた。

「立って食べるよりいいでしょ！」

　四人がけテーブルで雛と友人が食べているときに楓が通ったそうだ。僕が並んでいるのも見えたので声をかけてくれたらしい。

「助かったよ、ありがとう。佐さ々さ木きさんも」

　猫ねこのように楓を威い嚇かくしている雛を宥なだめつつ、楓の向かいに座っている雛の友人にお礼を言った。名字しか知らないのだが藤ふじ色いろの髪の大人びた印象の子で、静かにご飯を食べていた。

「アキラ、早く食べて教室に戻もどろ」

「アキ、まだ時間はあるよ？　ゆっくり話でもしながら食べようよ」

　楓は急かしてくるし、雛は反対のことを言う。最近この二人はいつもこんな感じだ。顔を合わせれば何かと対立している。

　佐々木さんは二人の争いには関知しないようで黙もく々もくと食べている。僕もそうしよう。

「ああっ!!」

　箸はしを手に持ち、『いただきます』をしようとしたところで大事件が起こった。

「ない……からあげが、一つない！」

　なんということだ……五個しかないのに、一個なくなるなんて大ダメージだ！　落とした？　いや、そんなことはない！

　あたりをキョロキョロ見回すが見当たらない。からあげ神隠かくし事件である！

「ご馳ち走そう様。美う味まいな。俺おれも後からこれを食べよう」

「へ？」

　背後の頭上から声が降ってきた。楓の舌打ちを聞きながら振り返ると柊ひいらぎが立っていた。

　今日は作業着ではなく、オープンイケメンスタイルだ。そして、なぜか口がもぐもぐしている。

「……お前。まさか……僕のからあげ食ったな!?　育ち盛りの僕の肉を食ったな!?」

「央は今がちょうどいいよ。だからそんなに食わなくてもいい」

　そう言いながら、僕の頭をぽんぽんしてくる。お前……こんなスキルまで習得しているとは。進化が止まらないな、恐おそろしい……。

「アンタ、なんでこんなところにいるんだよ。仕事しろよ」

　亡なきからあげを想い心の涙を流していると、楓と柊が話し始めた。

「やあ、央のただのお友達君。もう少し預けておくけど、すぐに回収するから。あまり汚い手で触らないようにしてくれよ？　じゃあね、央。仕事が残っているから。……また後で連絡するよ」

「え、特に用はないけど……」

　連絡なんていらないと言いたかったのだが、意味ありげな微び笑しようを残して柊は去っていった。からあげ……からあげ……返してほしかった！

　楓は嫌けん悪お感に満ちた表情で柊の背中を見送っていた。この二人、最初から仲悪いな。

　まあ、兄を取り合っていたライバルなのだから仕方がないのかもしれない。

　でも、『何かの貸し借り』の会話はしていたな。共通の話題があるということか。

「柊となんの話をしていたんだ？　何か借りているのか？　借りっぱなしはよくないぞ」

「はあ!?　もう、アキラは黙だまってて！」

「え、今どこにキレるポイントあったんだよ。普通に聞いただけだろう？」

「うるさい！　黙ってこれでも食ってろ！」

　苛いら々いらを隠さない般はん若にやのような形相でからあげを一つ譲ゆずってくれた。

「おお、ありがとう……って、キレながらお裾すそ分わけとか斬ざん新しんすぎるぞ」

「早く食べろ！　アキラは大きい方がいい！　ほら、口開けてさっさと食う！」

　さらにキレながら追加で一個、口に放り込こまれた。美味い。美味いけど素直に美味いと言えないこの感じ、楓クオリティか。

　雛を見ると、とても複雑な表情で僕を見ていた。驚きと困惑を合わせた上に引いている、そんな感じだ。

「お前はまた……」

　再び、背後で聞きなれた声が聞こえた。凍ってしまいそうになるあの声だ。

　振り返ると想像通りのイケメンがいた。

　夏なつ緋ひ先せん輩ぱいはちらりと楓を見た後僕を見て、呆あきれたような溜ため息いきを漏もらした。

　あ……ひょっとして、楓のからあげをもらっているところを見てＢＬ疑惑を再熱させているんじゃないだろうな？　やっぱり、後頭部を一発殴なぐらせてもらわなければなるまい。

「馬ば鹿かだな、やっぱり焼けているじゃないか」

「え？」

　鈍どん器きがないかテーブルの上を探していると、突然額ひたいに手が伸びてきて前髪を上げられた。

「日焼けしているぞ。それに……頰ほおが荒れているな」

「！　これ、夏緋先輩のせいですよ！」

　汚れた手で触れられた頰が荒れているし痒かゆい。治ち療りよう費ひを請求したい！

「お前が先に触ってきたんだ。自業自得だ。じゃあな」

「あ、ちょっと！」

　おでこをぺしっと一叩たたきすると行ってしまった。なぜ一回は暴力を入れないとコミュニケーションがとれないのだ。

「あの人も？　どういうことなの？　普ふ通つうの友達じゃないの？　私の敵は誰なの!?」

「またボクの知らない間に……」

　雛は頭を抱かかえ、楓は険しい表情でからあげに箸を突き刺していた。行ぎよう儀ぎ悪いからやめなさい。

「会長の弟とまで仲良くなってるし！」

「うん？　夏緋先輩知ってんの？」

「当たり前だろ。あの会長の弟だよ？」

　まあ、確かに。何においても目立つあの会長の弟で、夏緋先輩自身も目立つ容姿だ。知らなかった僕の方がおかしいくらいか。

「昨日、あの人と一緒に出かけたんだ？」

「うん。あと会長と。三人で釣つりしてきた」

「ボクも行く。今度行くときは絶対誘って」

「え、お前釣り好きなの？　意外だな」

「好きじゃない。でも、ボクもアキラと出かけたい。釣りじゃなくても呼んでよね」

「じゃないと許さない」と言いたげな顔をしている。会長と楓、攻略対象キャラクターが見たことのない組み合わせで一緒にいるのは大いにトキメク。

『受け』な楓はどのキャラクターとも視覚的な相性がいい。身体からだの方の相性は僕にはわからないのでぜひとも実際に試してみて報告していただけたら嬉うれしいです。仮想シミュレーションはお任せください。すでに僕の脳内で楓は大おお忙いそがしだ。

『総受け』ってブラック企業で働いているのではないかと思うくらい多忙だな。国で『総受け手当』とか出してあげられませんかね。

　そんなことを考えているうちに混乱が抜けきらない様子の雛と、恐ろしいほど黙々と食べていた佐々木さんは先に食べ終わり、教室へ戻っていった。

　僕と楓もすぐに食べ終わり、トレーの返却ラッシュを避けるため早々に片づけを始めた。

「ん？」

　食堂ホールを出ようとしていると視線を感じた。元を辿たどると柱の陰かげに例の三白眼メガネが立っていた。目が合ったので軽く礼をしたが反応はなく、無表情のまま去っていった。

「アキラ、どうかした？」

「いや、なんでもない」

　うーん、やっぱり妙みように薄うす気き味み悪い。帰ったら兄に本当に友達なのか聞いてみよう。
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「雨、ひどくなっちゃったね」

「傘はあるけど、風が強いから意味ないかもなあ」

　雷らい鳴めいが続く中授業を受け、放課後となった。時間が経たてば経つほど天気は悪くなり、今は横殴りの雨。迎むかえにきてくれる人がいればいいが、あいにくそんな人はいない。

　待っていてもおさまる気配がないので帰るしかない。昇降口の外に広がっている悲ひ惨さんな状況を見てうんざりした。

「修行したら瞬間移動を習得できないかな」

「もう、馬鹿なこと言ってないで早く帰るよ」

「おう……ん？」

　楓に急かされながら靴くつを履はき替えようと下げ駄た箱ばこを開けると、中に紙が入っていた。

　一瞬「ラブレター!?」なんて思ったが、手のひらサイズの白いメモ用紙を二つ折りにしただけの味気ないものだから違うだろう。

　なんとなく誰にも見られてはいけないような気がして、下駄箱の中でこっそりと紙を広げた。そこには一瞬で読める短い文章が書かれていた。

「……。楓、用事を忘れてた。先に帰ってくれ」

「えっ、待ってるよ？」

「いいよ。雨が酷ひどくなるかもしれないから。時間かかるかもしれないし」

「それでもいいよ」

「いいから、帰ってくれ。じゃあな」

「え？　ちょっと、アキラ！」

　僕を呼ぶ楓の声を聞き流しながら急いで校舎に戻った。

『お兄さんの秘ひ密みつを知っている。放課後、地下室で』

　下駄箱に入れられていた紙にはそう書いてあった。思い当たる兄の秘密は春はる兄にいとの関係しかない。

『バラされたくなかったら地下室に来い』、そう書いているように見えた。

　疑わしいのは柊だが違う気もする。柊だったらメールだろうし、兄のことで人を脅おどすようなことはしないとは思うが……。

　とにかく、こんな紙を入れた奴やつと話をして、どういうつもりか確認しなければならない。

　廊下を進み、校舎の奥の方へと向かう。悪天候でほとんどの部活がなくなり、校舎には普段より人の姿があるはずなのだが周りには誰もいない。

　それもそのはず。この先は倉庫やほとんど使われない教室ばかりなのだから。

「こんな人気のないところに呼び出すなんて怪あやしいよなあ」

　しかも呼び出されたのは地下室。ほかの学校にはあまりないだろう。倉庫代わりに使われているが、華か四し季き園そのでも『謎の地下室』なんて学校の怪談のように言われている。

「埃ほこり臭くさそうだし手紙は不気味だし、行きたくないなあ」

　なんて呟いているうちに、到着してしまった。入り口は廊下を突きあたった床にある。一メートル四方の扉とびらが二枚並び、観音開きになっている。

『立ち入り禁止』と書かれた紙が貼はられているが、色は褪あせているしボロボロだ。ホラーゲームだったら絶対入ってはいけない場所だな。

「取っ手のところに鍵かぎがついているけど、開くのか？　……って開くのかよ」

　机の引き出しについているような鍵穴が見えた瞬間、入れなかったという理由ですっぽかしてやろうと思ったのだが開いてしまった。入れるのなら行くしかない。

　重いだろうと力を入れて持ち上げた扉は案外軽かった。中を覗のぞくと豆球の電気がついているようで、オレンジ色の小さな光が薄く全体を照らしていた。

　灯あかりがあるということは誰かいるのだろう。怖こわいな。これで犯人が柊だったらぶん殴ってやる。

「はあ、行くか」

　気は進まないが、行かなければ何も始まらない。助けを呼びたいが兄の秘密とやらがなんのことかはっきりしていないしひとりで行くしかない。

　ゆっくりと鉄製の細い梯はし子ごを下りると、いろいろなものが雑然と置かれている様子が見えてきた。広さは教室の半分くらいだろう。

　太鼓やアコーディオンなどの楽器類があれば、マットや跳び箱、三角コーンといった体育関係のものもある。ただの段ボールもあるし、机や椅い子すも。

　予想通り埃臭い上にカビ臭い。嫌気がさしつつも下り、床に着地したそのとき──。

「うわ!?」

　足元のマットが突然動き、バランスを崩くずして前に転んでしまった。倒たおれた先には何もなく、冷たいコンクリートの上にビタッと這はいつくばってしまった僕の背中に何かが乗った。

「何っ……誰だ!?」

『人だ』と理解したその時にはもう頭を押さえつけられていた。床に顔が擦こすれて痛い。

　体重をかけられていて動かない胴どう体たいは諦あきらめ、自由になる手足でなんとか反撃しようともがいたがそれも捕まってしまい、何か紐ひも状じようのもので後ろ手に縛しばられてしまった。

　やばい……拘こう束そくされたことで一気に危機感が増した。

「やあ、待っていたよ」

　背中が軽くなった。声の主はさっきまでの重みの原因。動けるようにはなったが、手を縛られていることで上手く起き上がれず転がっている僕の前に犯人が姿を現した。

「……昼に食堂ホールにいた奴」

　柊ではなかった。メモの差出人はあの気味の悪い三年生、三白眼メガネだった。

「あ……お前！」

　そして、妙に見覚えがある顔だと思ったら……この状況になってわかってしまった。

　なんで今まで思い出さなかったんだ！

　こいつ、ゲームで兄ちゃんの『信者』だった奴だ！

　バッドエンドのひとつの主要人物、というか犯人だ。誰の好感度も一定値まで上げることができていない状態で、特定の選せん択たく肢しを選んでしまった場合に入るルートだ。

　兄が春兄と結ばれたこの世界ではこいつの出番はなかったはずなのに、なんでこんなことをするんだ？

「お前、何をする気だ？　兄ちゃんに何かしようとしているんだったら許さないからな！」

「私の真様への想いを知っているんだ？　大丈夫、安心して。穢けがれてしまった真様にはもう興味はないから。今の私の目には、無む垢くな君しか映っていない」

「……は？」

　全身に鳥とり肌はだが立った。毛穴から毛が全て抜け落ちてしまいそうなほど気持ち悪い。『穢れ』って春兄とナニをしてしまったということだろうか。

　だから僕に乗り換えたと。同じ顔で相手のいない僕がいい、童どう貞ていがいいということか？

　気持ち悪い、ぶん殴ってやりたいけど触りたくないくらい気持ち悪い！

　なんでこんなことになっているんだ!?

　あのバッドエンドの通り……これもゲームのような展開じゃないか！

　楓や柊がゲームと同じような変化を起こしたことで、自分が主人公になってしまったようだと思ってはいたが……まさか、本当に？

　そういえば、ゲームのオープニングと同じ夢を見たこともあった。

「さあ、これから何をしようか？　ゆっくり君と仲良くなりたかったんだけれど、うかうかしていると君まで穢されてしまいそうだとわかったからね。それに君も、ホールで野や獣じゆうどもに媚こびてみせて、私に妬やかせたかったのだろう？　いけない子だ。躾しつけてあげないと」

「はあ!?　何言って……来るな！」

　なんとか上体を起こし、背後を探って座ったまま後退した。僕をゆっくりと追い詰つめてくる薄気味悪い笑みを見ているとバッドエンドの内容が頭に浮かんだ。

　こいつのバッドエンドの舞台もこの場所、地下室だった。周りにあるいろんなものを使って兄を調教、乱暴をはたらいたのだ。

　僕はバッドエンドがあまり好きではない。愛のない行こう為いなんて見たくない……噓うそです、格好つけました。『ヤッてればいいや』と思っている時期もありました。

　でもこのゲームをしていた時期はそうではなく、バッドエンドは一度見ただけであまり記憶に残っていなかったのだが、今は次々と蘇よみがえってきている。

　ああ、あのリコーダーとか見覚えあるなあ。どう使われたかはあえて言わないが、長い棒といえば使用方法は一つしかない。お願いだから僕には使わないで！

　最悪避けられないのであれば、せめてソプラノリコーダーでお願いします。アルトは、大きい方はやめて！　いや、どっちも嫌だけどね!?

　そして、あの汚いマットと壊こわれた跳び箱の一番上の段が僕のステージになるのか……って、ピンチな時に何を考えているんだ！　背中が壁にぶつかり、逃げ場がなくなった。

　もう変態信者は目の前だ。思い切り蹴けりつけたが、かわされた上に足を摑まれた。

「離はなせ！　……ぐっ！」

　振り払おうともがいているうちに思い切り腹を殴られ、激痛に襲おそわれた。内蔵が破は裂れつしてしまったんじゃないかと思うほどの痛みで視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。

「くそっ、誰かっ」

「残念だけどこのあたりは誰もいないし、来ないよ。可愛い顔は傷きずつけたくないから、大人しくしてね？」

　目の間で歪む笑顔に悪寒がした。気持ち悪い、反撃したいのに動けない。焦あせるばかりで、どうすれば……。

　ゲームだと攻略対象キャラクターが助けにきてくれる場合があり、そのときはバッドエンド回避となる。

　自分が主人公になっているかもしれないなんてありえないし、ＢＬになるのは嫌だからその可能性からは目を背けるようにしていたけれど、今はゲームであってほしいと願ってしまう。

　誰でもいいから助けにきて！

「そのままいい子にしているんだよ？」

　動けないままとうとう変態信者に捕まってしまった。頰を撫なでられ、その手が首やシャツの中まで伸びてきた。

「触んな！」

　無理やり動いてなんとか逃のがれようとするけれど、すぐにまた捕まってしまう。僕は必死だが、その様子さえこの変態は楽しんでいるような目をしている。

　こういう抗あらがえない状況を強いられてきた全ての受け天使達に謝罪したい。「いいぞ、遠えん慮りよはするな。もっとやれ！」と攻めを煽るようなことを考えて申し訳ありませんでした！

「無駄だって。逃げられないし誰も助けに来ないのだから。今日から私が可愛がってあげるからね。……綺き麗れいな肌だ」

　顔を近づけながら迫ってきた信者にシャツを捲まくり上げられ、腹を撫でられた。気持ち悪さのメーターが振りきれてしまい、固まった。

　壁に凭もたれて座り込んでいる僕の目の前には吐き気のする顔。腹を滑っていた手はシャツのボタンを外そうとしている。このままだと本当に調教されてしまう！

　頭突きしてやろうとか嚙かみついてやろうとか思うのだが、腹のダメージが思いのほか大きく、思うように動けない。もう無理だ……。

　諦めかけた、そのとき──。

「え？」

　突とつ如じよ視界に何かが飛び込んできた。動きが速くて見えなかったが、どうやら人の足だ。

　そう認識したときには目の前から信者の姿は消えていて、床に転がっていた。メガネも無残な形で散らばっている。……誰かが助けてくれた？

　長い足を辿り、視線を上に向けると赤みがかったアメジストの目が見えた。

「おい、大丈夫か!?」

「……夏緋先輩っ」

　見知ったイケメンフェイスを見て涙が出そうになった。いや、ちょっと出たかも。

　ホッとした僕と相反して、僕を見た夏緋先輩の顔はだんだん険しくなっていく。視線も鋭いものになり、その矛ほこ先さきは信者に向けられた。

「何こいつ泣かしてんだ、てめえ！」

　拳を握り、明らかに殴る体勢で信者に詰め寄っていく。「ひっ」という信者の短い悲鳴が聞こえた。見ているだけでも悲鳴を上げそうなほど怖い。

　氷の視線がいつもよりさらに冷たく鋭い。信者がホッキョクグマに睨まれたドブネズミに見える。信者にあてた動物に悪意があるのは許してほしい。

　信者は迫りくる夏緋先輩から逃れようと後退するが逃げ場がない。

「うっ、うわあああ！」

　逃げることを諦めたのか、信者が錯さく乱らん状態で夏緋先輩に殴りかかった……が。

「鬱うつ陶とうしいんだよ！　死ね！」

「うがっ」

　夏緋先輩は殴りかかってきた手を難なく摑むとそのままあいている方の手で殴り飛ばし、一瞬で床に沈めた。年上相手に一発ＫＯかよ。信者は気を失ったようで動かなくなった。

　強つええ、格好いい……兄貴って呼ばせてください！

「待っていろ、すぐに解いてやる」

　僕の方を見ると殺気が消えた。駆け寄るとすぐに縛られていた手を解放してくれた。

　どうやら僕は縄なわ跳とびで縛られていたらしい。木製のグリップを見て嫌な記憶が蘇った。

　夏緋先輩がきてくれなかったら、これも僕に使用されていたかもしれない。しばらくリコーダーと縄跳びがトラウマになりそうだ。

　いや、もう長い棒状のものを見ると連想してしまう。ちくわやフランクフルトなんて絶対に食べられない。

「夏緋先輩！　キモかった……助けてくれてありがとうございます！　でも、できればもうちょっと早くきてほしかったです……」

　へたり込んだ僕の顔を心配そうに覗き込んできた夏緋先輩にしがみついた。助けてもらった上に文句を言うなと怒られそうだが、言わずにはいられなかった。

「悪かったな。珍めずらしく深刻な顔をして歩いているお前が見えたから、気になって追いかけたんだが……途中で見失った」

　あれ、助けられた奴が偉えらそうに言うなと怒られると思っていたのに、予想外に優しくされて戸惑った。

　無意識にしがみついたのだが、あやすようにポンポンと背中を叩かれて恥はずかしくなった。

　いつもはそっけないのに、こういうときに優しいとかずるい。

「本当にありがとうございました。助けにきてくれたのが夏緋先輩で凄く嬉しいです！」

　身の危険も回避することができたし、もう一つ懸け念ねんしていたことも払ふつ拭しよくできた。

　主人公になってしまったのではないか、というあれだ。

　助けてくれたのが攻略対象キャラクターじゃない夏緋先輩だということはゲーム展開ではないということだ。

　いやあ、『僕が主人公かも』なんておこがましかったな。

「……今のはどういう意味だ？」

「え？　……あ、なんでもないです。気にしないでください！」

　しまった、夏緋先輩からしたら意味がわからないことを言ってしまった。夏緋先輩は混乱しているようで目を見開いていた。

「気にするなと言われたら余計に気になるだろう。あんな笑顔で……どういう意味で言ったんだ、お前は」

　笑顔だった自覚はないが、安心と懸念が払拭できた喜びが顔に出ていたかもしれない。でもそれを説明することはできない。ど、どうしよう……。

「アキラ！」

　戸惑っているところに入り口から聞きなれた声が降ってきた。

　慌てて夏緋先輩から離れ、見上げると金色の髪が見えた。

「楓！」

　楓は僕を確認すると、梯子を滑り落ちるような勢いで降りてきた。

「アキラ、やっと見つけた！」

「どうしてここに？」

「様子がおかしかったから気になって。すぐに追いかけたのに、どこを探しても見つからないし……心配したんだからね！」

　勢いよく飛びつかれて倒れそうになったが、なんとか受け止めた。ビックリするじゃないかと抗こう議ぎしようと思ったが、俯うつむいたまま僕にギュッとしがみついている姿を見ると言えなくなった。どうやら本当に心配させてしまったらしい。

　申し訳ないけど、こんなにも心配してくれたことが嬉しい。そしていいタイミングだったぞ。夏緋先輩も楓の登場で引き下がってくれた。

「楓、ありがとな」

　感謝を込めて背中を叩くと、子こ猿ざるのくっつく力が強くなった。もう大丈夫だからそろそろ離れようね？

「地下室に見覚えのある生徒が飛び込んでいったと思ったら……これはどういうことだ？」

「会長!?」

　新たに誰かが降りてきたと思ったら会長だった。楓を見かけて追いかけてきたのか？

　会長は僕と信者に目を向け、顔を顰めた。説明しなくてもおおむね理解した様子だ。

「君たち、生徒は立ち入り禁止の場所なんだけどね」

　再び入り口から声が聞こえた。その内容から先生だと思い、焦ったが……違った。

「俺の央はどうしてそんなところにいるんだい？」

「柊さんまで!?」

　地下室をひと眺めすると、薄うつすらと浮かべていた笑みを消して梯子を降りてきた。お前まで来るのか！　なんでこんなに集結しているんだ？

　これだけイケメンが揃そろっているとパノラマ高画質で写真を撮とりたくなる。今とても癒いやされたいので撮ってもいいですか？

「これ、どうしたの？」

「え？　痛っ」

　柊に腕を摑まれた。持ち上げられた腕には縄跳びで縛られた痕あとが残っていた。
















「可愛い顔にまで擦すり傷ができている」

　今度は頰を撫でられたが、傷があるのか少し痛かった。床に顔を押さえつけられたときや逃げようと暴れたせいで顔や身体に何箇所か擦り傷もできていたようだ。僕以外の周りの視線が痕や傷に集中した。

　すると全員顔つきが急激に変化し、射殺すような視線を信者に向けた。

「よし夏緋、祭りを始めるか」

「そうだな、兄貴。さっき余興はやったが本番がまだだった」

「『血祭り』はやめてください」

『祭り』だなんてなんのことかと不思議に思ったが、青あお桐ぎり兄弟が拳を解し始めたことで理解した。青桐家では祭りと言えば血祭りなのだろうか。恐ろしい一族だ。というか気絶させるのが余興!?

「央、大丈夫だよ。俺は普段から土いじりをしているから、埋めるのは得意なんだ。後片付けなら任せてくれ」

「ボクは友達が多いから、皆みんなにアリバイを証言してもらうね」

「完全犯罪目指そうとしてんじゃねえよ」

　なぜ今までに見せたことのない一体感を出しているのだ。楓と柊なんていつもギスギスしていたのに。

「で、どうしてこんなことになったんだ？　何があったかは予想がつくが……」

　会長の問いかけは全員の疑問のようで、視線が一斉に僕に集中した。

　事の顚てん末まつを語るにはあのメモのことを話さなければならない。ここにいる面子メンツは兄と春兄のことを知っているはずなので問題はないと思うが、あまり話す気にはなれない。

「アキラ、下駄箱で何かメモを見ていたでしょ？　それもボクに隠すようにこっそり。それから様子がおかしくなったよね」

　なんて鋭い奴なのだ。しかも隠して見ているところをばっちり見られていたなんて。

「これか？」

「あ！」

　ポケットに入れていたあのメモが、さっきの騒そう動どうの間に落ちてしまっていたようだ。

　床に落ちていたのを会長が拾い、手元で広げた。今度は会長の手に視線が集中した。

「……真の秘密、か」

　会長の静かな呟きが全員の耳に届いた。誰も具体的なことを口にはしないが、僕と同じ意味で受け取った様子だ。

「それでひとりで来たのか？」

　あまり返事をしたくなかったが場の空気に圧おされ、会長の質問に渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

「お前は馬鹿か！」

　会長の横で怖い顔をしていた夏緋先輩に怒ど鳴なられ、肩がビクッと跳ねた。なんとなく怒られる気配がしていたが、やっぱり怒られてしまった。

「ったく、今度からは言えよ。何かあってからじゃ遅いんだからな」

「……はい」

　しゅんとしてしまった僕の頭に、夏緋先輩の手がポンと優しく乗った。怒鳴られた後の言葉も、呆れ口調だったが声色は優しかった。

　さっきもそうだったけど、夏緋先輩は兄ちゃんみたいだ。子供の頃に兄に叱しかられたことを思い出してしまった。

「そうそう、ボクに言ってね！」

「ただのお友達君は戦力外だろう。だから頼りになる大人の俺に言うのが賢いんだよ、央」

「はあ？　オジサンは黙ってて」

「生徒会長である俺に言うがいい。可愛い未来の弟のためなら、どんな輩やからであろうと世界から抹まつ消しようしてやろう」

「それはやめてください」

　会長なら本当に抹消できそうで怖い。あと楓と柊に頼るのも迷うところだ。楓は僕より危険な目にあいそうだし、柊の場合はお前が安全じゃないからな。

「さて、こいつにはなんらかの処罰を与えなければな。一応教師を呼ぶとするか」

「あ、待ってください」

　見慣れないまじめな表情をした会長がスマホを取り出したが止めた。

「教師を電話で呼びつけるのかよ」とか、「一応呼ぶということはもう自分の中ではどう処分するか決めているんだろうな」とか、突っ込みたいところはあったが今は飲み込んだ。

「今回のことは、なかったことにしてもらえませんか？　あまり大ごとにしたくないので」

「ええ!?　こんな奴、退学にしてもらおうよ！」

「こんな危険な輩が央の近くに居続けるのは心配だ」

　楓と柊が不服を申し立てた。会長も納得していない顔をしている。

「……お前の兄や櫻さくら井い春はる樹きのためか」

　興奮している二人の横で夏緋先輩が淡たん々たんと呟いた。さすがブラコンの同志。僕の気持ちがわかるようだ。

　大ごとにしたくない気持ちもあるが、一番は今回のことは兄と春兄の耳に入れたくないからだ。経けい緯いを聞いて、二人が気に病むようなことになってほしくない。

　説明はしなくとも夏緋先輩の言葉で全員が察し、納得はいっていないようだが了承してくれた。

「仕方ないなあ。ま、ボクがずっとそばにいて見張るから大丈夫かな」

「俺が四六時中見守ろう。車で送そう迎げいしてあげるしね」

「何その恐ろしい監視システム」

　ストレスで禿はげること間違いなしだな。まあ、もうこんなことは二度とないだろう……と思いたい。フラグじゃないからな？　絶対もうないから！

　僕も落ちつきを取り戻して冷静になった。夏緋先輩のＫＯによっていまだに床に転がっている信者を見ているとつくづく思う。

「はあ、男に襲われるなんて怖すぎる……」

　バッドエンドの光景が常に頭に浮かんでいたので本当に怖かった。純潔を守れてよかったです。

「「「……」」」

　なんとも言えない空気を察知した。あ、忘れてた。ここにいる奴ら、夏緋先輩以外兄ちゃんのことが好きなＢＬだった。

「お前のせいでアキラがボクのこと嫌がるようになったらどうするんだよ」

「央が俺に怯おびえるようになっていたら、こいつを花か壇だんの肥やしにしよう」

　楓と柊が何かブツブツ文句を言いながら転がる信者のケツに蹴りを入れていた。あ、会長も。会長はただ蹴りたかっただけだろ？

　夏緋先輩はさすが冷静……と思ったら静かに頭を踏んでいた。ＢＬ云うん々ぬんには関係していないというのに一番酷い。

　信者が気の毒どくに見えてきたが、それが今回の件で与えられた罰ってことで。
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「はあっ！　シャバの空気は美味いわ！」

　長時間いると病気になりそうなほど空気の悪かった地下室から脱だつ出しゆつし、背伸びをした。

　ここから外の景色は見えないが、きたときよりも暗くなっていることはわかった。結構な時間が経ってしまったようだ。

　少しだが怪け我がをしてしまったし、精神的にも疲れた。早く帰って休みたい。

　会長と夏緋先輩、柊とは地下室の扉で別れた。今回のことは内密にすることにしたが、信者にはしっかりと釘くぎを刺しておくと言っていた。

　何をする気か知らないが、三人の顔が妙に楽しそうだったのが恐ろしい。

「ここにきちゃ駄目って言っているでしょ！」

　楓と昇降口を目指していると、前方から女子の大きな声が聞こえた。

「でも、姉さんは傘かさを持っていないでしょ？　濡ぬれたら風か邪ぜひいちゃうよ」

「雨ごときで風邪をひくほど私は軟なん弱じやくではないわ！　雨は恵めぐみ、害ではない！」

「そこにいるのは原始人か、アマゾンに住んでいる人かな？」

　現代人と思えない主張につい口を挟んでしまった。僕に気づいた『原始時代最強の女戦士』と言われても不思議ではない白兎さんが殺気を飛ばしてきたが、僕は獲え物ものではないので見逃してください。

　そして話をしていた相手は儚はかなげ王子、深雪君だった。やはり姉きよう弟だいのようだ。

　二人を並べて見ると、ＤＮＡが持つ無限の可能性を見せつけられたような気がした。

「あきらさん！」

　深雪君は僕を見ると、花が咲さいたように顔を綻ほころばせた。お姉さんとの高低差が凄い。

「深雪、帰るわよ」

「え、待ってよ姉さん！　おれ、あきらさんと話したい！」

「おもちゃを買って！」と駄だ々だをこねる子供のように踏み止まろうとする深雪君を無理やり引っ張りながら白兎さんは去っていった。深雪君の腕が心配だ。

　こんなところにいるなんて、白兎さんはまた僕を見ていたのだろうか。要所要所で彼女の姿を見かけている気がする。

　廊下での敵意のある態度や台詞せりふも気になる。明日捕まえて確認しよう。
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　昨日の嵐が噓うそのように晴れ上がった空を見た。道路には葉や枝が散乱していて掃そう除じするのが大変そうな状況だが、空気は淀よどみがなく気持ちがいい。

　今朝は兄のカフェオレも飲まず、楓かえでにも捕まらないよう早い時間に家を出発。

　昇降口が見える廊ろう下かで白しろ兎うささんを待ち伏ぶせした。

　白兎さんはいつも僕ぼくより先に登校している。早い時間に登校していそうだから、すぐに来るだろうと思っていたら予想は的中。五分もかからず、あの風格のあるシルエットを見つけた。

「おはよう、白兎さん。話があるんだけど」

　昇降口で靴くつを履はき替えている白兎さんの前に立ちはだかった。

　顔を上げ、一いつ瞬しゆんこちらに目を向けたがどうやら無視するつもりのようだ。下げ駄た箱ばこの扉とびらを閉めると横を通り抜けていく。

「白兎さんが話を聞いてくれないんだったら、深雪みゆき君に聞こうかな」

　聞こえるように呟つぶやくと白兎さんの足は止まった。そして振り返り、予想通りの突つき刺すような眼まな差ざしを向けてきた。

　白兎さんはなぜか僕が深雪君に近づくことを嫌きらっている。それを利用して脅おどすのは申し訳わけないけれど今日はどうしても話をしたい。

「ついてきて」

　追い越して歩きだすと、渋しぶ々しぶといった様子だったがついてきてくれた。お互い無言のまま、人目を気にせず話せる場所に向かった。
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「うわ、寒っ」

　朝の屋上には誰だれもいなかった。空気はひんやりとしていて肌はだ寒さむい。

「軟なん弱じやくな」

「すみませんねえ。白兎さんはスカートなのに寒くないの？」

「それほどやわではありません」

「やわで悪かったな！」

　これでも運動神経はいいんだぞ！　白兎さん基準だと、全人類がやわだと一いつ蹴しゆうされてしまいそうだ。

「話とは？　早くすませてほしいのですが」

　お前なんかと話したくないというオーラが全開だ。そんなに僕が嫌いか！

　クラスメイトに嫌われすぎていて泣きたくなったが、確かに時間に余よ裕ゆうがない。言われるがまま本題に入った。

「昨日僕に言ったよね、『せいぜい頑がん張ばれ』って。あれ、どういうこと？　あの後、僕が嫌いやな目にあうことを知っていたのか？」

「……」

「あと僕のことを見ているときがあるよね？　凄すごく鋭するどい目つきで。あれも何？」

　気になっていることを立て続けに聞いたが返事はない。だが表情に変化があった。鋭さは消え、今は何を考えているかわからない無表情だ。

　この反応はどういうことなのだろう。話してくれる気配がないので、考えられる可能性を挙げてみよう。

「僕のことが嫌いだからって、あの男と組んで……」

「そんなわけないでしょ！　この私があんな『視界に入れることすら不快な奴やつ』と組むなんてありえない！」

　鬼おにの形相で怒ど鳴なられ、怯ひるみそうになった。だがここで引くわけにはいかない。

「じゃあなんで！　……あ、待って！　話はまだ終わってないだろ！」

「!?　触るなＢＬ!!」

　去ろうとした白兎さんを引き留めようと伸ばした手は強い力で打ち払われた。手がジンジンと痛い。

　でもそれより……今なんて言った？

　腐くさりすぎてこんな場面でも『ＢＬ』なんて単語が脳内に浮うかぶようになってしまったのだろうか。

「ごめん、もう一回言っ……」

「喋しやべるな！　ＢＬがうつる！」

　や、やっぱり言っている！　ＢＬ菌きん保菌者と罵ののしられて軽く傷きずついたが、それよりもまさか白兎さんの口からその単語が出てくるなんて……！

　僕の知っている『ＢＬ』だよな、Ｂｅｌｉｅｖｅを略して『ＢＬ』とかじゃないよな!?

「お前に深雪は渡わたさない！」

「え、何を言って……」

「喋るなと言っている！　ＢＬゲームの主人公だからって好きにはさせない！　この世界がお前を中心に回っていたとしても私は屈くつしない！　深雪は守る！」

「!?」

『ＢＬゲームの主人公』って言った？

　いや、僕は主人公ではないが、この世界がＢＬゲームの世界だと認識しているような発言だった。まさか……僕と同じ境きよう遇ぐう!?

「白兎さんも転生しているのか!?」

「え……」

「前世の記き憶おくがあってここがＢＬゲームの世界だと知っている、とか？」

　違ちがうなら何を言っているのだこいつはと、電波がおかしい奴と思われてしまうが……。

「どうしてそれを……」

　激げつ昂こうしていたのが一変。一気に熱が冷め、か細く震ふるえるような声になった。目は見開かれ、愕がく然ぜんとしている。

　この様子は……間違いない。白兎さんも前世を覚えている『転生者』だ。

「やっぱり？　僕もそうだから」

「!!　そ、そんな馬ば鹿かな。だってあなたは主人公……あ。だから……主人公のあなたが転生者だからシナリオ通りにならなかったってこと？」

「ちょっと待って！　さっきも言っていたけど、僕が主人公って何？」

　何かに納得したようにひとりで話し始めた白兎さんだったが、聞き逃のがせない言葉が聞こえてきた。

「？　あなたはここがＢＬゲームの世界だと、知っているんですよね？」

「知っているけど、主人公は僕の兄だよ？」




「それは『１』で、続編である『２』の主人公はあなたですよね？」




「……え？」

　白兎さんの言葉が耳に入った瞬しゆん間かん、時が止まった。何を言っているかはわかるけど、理解できない。日本語ってこんなに難しかったっけ？

「ええええええっ!?」

　脳の処理が追いつき始め、爆発しそうになった。

「２って何!?」

「だから、１の次に出た続編です」

「続編！」

「同じことを二度言わすな」と顔を顰しかめている白兎さんの存在を忘れてしまいそうなほどの衝しよう撃げきを受けた。

　僕が続編の主人公だって!?

　白兎さんによると続編は『２』と、家庭用ゲーム機用に出た『２』の移植版があるらしい。それでは僕が主人公なのだそうだ。

「まじか……」

　僕は『１』しか知らない。僕の知らない事実が白兎さんによって解明されていく。

「今まで僕を観察していたのは、キャラとの好感度を確認するためだったってこと？」

「はい。昨日は好感度の高いキャラクターがいれば助けに来る場面だったので。深雪が現れたら無理やり連れて帰ろうと思っていました」

　白兎さんの弟、深雪君は移植版で追加された攻略対象キャラクターらしい。

　可か愛わいい弟をＢＬの魔まの手から守るために日夜奮ふん闘とうしていたそうだ。身体からだを鍛きたえているのはそのためなんだとか。

『強きよう靭じんな精神と肉体をもって、ＢＬゲームの世界に転生したという悲ひ惨さんな運命と戦っていく』と語った白兎さんの顔はまぎれもなく戦士だった。

　そして、それほど白兎さんの中ではＢＬというものが『絶対悪』として存在していることにも驚おどろいた。今まであんな視線を向けられていたことに納得だ。

「でも、昨日は攻略対象キャラクターじゃない夏なつ緋ひ先せん輩ぱいが助けにきたけど？」

「彼は『２』で追加された攻略対象キャラクターです」

「えっ!!　……じゃあ今の僕は、夏緋先輩の好感度が高いってこと!?」

　あれだけのイケメンがモブではなかったことには納得だが、このままだと僕は夏緋先輩と結ばれる可能性があることが判明したわけで……。

　頭の中で夏緋先輩と自分がアレな状態になっている場面が浮かんだ。事細かに細部までリアルに想像できてしまうこの脳が憎にくい！

「現時点で好感度が高いことは確かですが、彼は続編からの登場ということで、昨日の調教イベントは他の前作からのキャラクターより助けに来る確率が高くなっていると邪じや神しんが言っていました。だからまだ、あなたの相手が誰になるかはわかりません」

「被害者がここにいるのに調教イベントとか言うな！　僕の相手って言葉も嫌なんですけど。っていうか邪神って何!?」

「『ＢＬがないと死ぬ』とうるさい、忌いむべき存在……前世の私の姉です。私は前世では男だったのですが、弟の私にわざとＢＬゲームのアレな声を聞かせたり、しつこく解説したりするのが趣しゆ味みでした。正気の沙さ汰たではありません。ＢＬもろとも道連れになって死ねばいいのにと常に思っていました」

「そ、そうなんだ……」

　前世のお姉さんは腐ふ女じよ子しだったのか。毛嫌いしている、というより憎んでいるという感じだな。ＢＬが『絶対悪』になってしまうくらいよほど嫌な目にあったのだろう。

　白兎さんはゲームをプレイしたことはないのだが、何度も繰り返される邪神のゲーム解説という無限地じ獄ごくで詳細を覚えてしまっていたらしい。

「シナリオ通りじゃないってどういうこと？」

「昨日、助けに現れる人物はひとりのはずでした。ですが複数の攻略対象者が現れました。深雪まで……。あの子は私に傘かさを届けにきただけでしたが、結果的にはあの場にいたので焦あせりました」

『バッドエンドで誰も来ない』、『ひとりだけ助けにきてくれる』のどちらかになるはずがそうならなかった？　ゲーム通りになっていないのはなぜだろう。

「それはなぜ？」

「さあ？　深雪さえ関わらないならどうでもいいです」

「おい、助けてくれよ。クラスメイトだろ！」

「断る。私にとってあなたは深雪を穢けがすかもしれない悪魔です。願いが叶うなら消しよう滅めつしてほしい」

「穢さないから！　消滅って……そこまで嫌い!?」

　ＢＬにならないためには、ゲーム知識のある白兎さんが協力してくれると心強い。ぜひとも仲良くしてほしいのだが……取りつく島もなさそうだ。

　いないと思っていた転生仲間がいたのに悲しい。今夜は泣き明かしそうだ。

「……でもまあ、バッドエンドは回避できてよかったよ」

「ちっ」

「今、舌打ちした!?　なんでだよ！」

「バッドエンドになっていれば、深雪と結ばれないことが確定ですから」

「いや、バッドエンドじゃなくても結ばれないよ？　男とは誰とも結ばれないよ!?」

　相変わらず白兎さんの目は「ＢＬは近寄るな」と訴えている。僕はなりません。でも、ＢＬは素晴らしいのです！

　無理に『理解して』と押しつけることはしないが、腐民族が同じ地球で生きていくことは許してください！

「そうは言ってもあなたは実際、ゲーム通りに攻略対象者達と仲を深めつつありますよね。青あお桐ぎり兄弟に楓かえで秋あき人と。そして用務員」

「え？　それは……攻略対象キャラクターだから気になって……つい近づいちゃったっていうか……」

「それは……ある意味シナリオ通りと言えるのではないでしょうか」

「どういうこと？」

「続編のシナリオは、『大好きな兄の変化に気がついた弟が、その理由を知りたくて仲良くしていた人達に近づいた結果……』というものですから」

「……」

　絶句するしかなかった。目的は違うが、取った行動が結果的にシナリオに沿っていたなんて怖こわすぎる！

　逃れようのない何かに搦からめ捕とられそうな恐きよう怖ふを感じた。

　……そして僕のブラコンは公式ですか。

「攻略対象者達に『１』の主人公とその恋こい人びと。深雪は除外するとして、あなたはこの内の誰かと結ばれるはずです」

「結ばれるって言うな……って兄ちゃんと春はる兄にいは関係ないだろ？」

「ありますよ？　お兄さんは隠かくしルートで存在しています。櫻さくら井い春はる樹きはお兄さんと結ばれているのですよね？　でしたら彼が略りやく奪だつルートになります」

「略奪!?」

　語られる内容は寒さも吹っ飛ぶ衝しよう撃げきの連続だ。驚くことに疲れてきた。

「はい。『１』のデータを読み込んで『２』を始めると、『１』の主人公であるお兄さんが結ばれた相手を略奪できるルートがあるんです。邪神が興奮し、舞い踊おどったルートです」

　確かにゲームとしては面白そうだ。お姉さんと対になって舞い踊れる自信がある。全財産を叩はたいてでも購こう入にゆうしてプレイしてみたいが現実としてはドロドロすぎる。

　天使達に割り込こむなんて考えられないし、兄を不幸にするなんてありえない。

　もちろん『兄弟モノ』になるつもりもない。兄を心から尊敬しているが、性的な目では見ていない。いや、ＢＬ視点では性的に見ているけど相手としてではない。春兄に対してもそうだ。

「絶対ありえない！」

「でも実際、予定通りに調教イベントは起きました。この世界がＢＬゲームの世界である以上、あなたは運命から逃れられないかと」

「そんな……」

　僕の未来はＢＬ不可避!?

　ベストポジションに転生したと思っていたのに……違った。

　どうやら僕は、ＢＬゲームの主人公になってしまったようです。

　だが、僕は運命に抗あらがう。

　何度でも言う、絶対ＢＬにはならない。




　ＢＬはなるものじゃない、見るものだ！








ＥＮＤ
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　はじめまして、花はな果か唯ゆいです。

『ＢＬゲームの主人公の弟であることに気がつきました』を手にとってくださり、ありがとうございました。

『推し』にしていただけるキャラクターはいましたでしょうか？

　央あきらになったつもりで、「自分ならこいつを攻こう略りやくする！」と思いながら楽しんでいただけたら嬉うれしいです。ちなみに私の周りではなぜか柊ひいらぎという声が多いです。

　ＷＥＢ版の方でいただいたお声では白しろ兎うささんか会長が多かったように思います。




　最後になりましたが、ＷＥＢで応おう援えんしてくださった皆みな様さま、ありがとうございました。

　皆様のおかげで書き続けることができ、このような機会をいただけることになりました。

　そして担当様、イラストを描かいてくださったしヴぇ先生、携わってくださった全ての方々に感謝しております。ありがとうございました！


　花果唯　　　



























　腐女子な妹ですみません　電子特別お試し版　（著：九重木春　イラスト：カワハラ恋）
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「悠ゆう子このお兄さんになる和泉いずみくんよ。挨あい拶さつなさい」

　一八〇はあるだろう身長の頂点を見上げて、私は硬こう直ちよくした。透すけるような亜あ麻ま色いろの髪かみに、白目に影かげを落とす長い睫まつ毛げ、整った鼻筋、薄うすめの唇くちびるは品のいい微び笑しようを浮かべている。例えるならば、物もの憂うげな瞳ひとみで図書館の窓際に佇たたずむ中性的美青年。そのキラキラトーンを背負ったような義あ兄にに、私はぽかんと口を開けて茫ぼう然ぜんとしていた。

　誰だれか、ウソだと言ってくれ。脳のう内ないでは兜かぶとを被かぶった爺じいが『撤てつ退たいじゃ撤退じゃ～』と号令を掛かけている。三等兵の私は、一目散に逃にげ出したい衝しよう動どうをぐっと堪こらえた。

　思わず、隣となりに立つ母を恨うらめしげに睨にらむ。しかし母は、私の鋭するどい視線の意味に気付いているにもかかわらず知らぬ顔を貫つらぬいた。無視するなんてひどい。それどころか母は更に傷心の私に容よう赦しやない追い打ちを掛けた。

「あらあら、悠子はかっこいいお兄さんが嬉うれしくて、言葉にならないみたいね」

　見けん当とう違ちがいも甚はなはだしい台詞せりふにピクリと眉が動く。

　だ、れ、が、嬉しいって？　そんなこと、私は一言も言っていませんけど。

　私はまるで二次元から飛び出してきたような義兄を前に、挨拶も忘れて一カ月前のことを思い出していた。




　終業式を終えた三月のある日のことだった。夕飯を終え、私がお皿を持って立ち上がろうとした時、母が神しん妙みような面おも持もちで話を切り出した。

「悠子にね、紹しよう介かいしたい人がいるの」

　遂ついにこの時が来たか、ごくりと唾つばを飲む。

　娘むすめの私から見ても、通訳として働く母は若々しく綺き麗れいな人だ。快かい闊かつで男っぽいところもあるけど、その竹を割ったような性格で初対面の人ともすぐに仲良くなってしまう。そんな人だから、いつかこんな日が来るのではないかと予感はしていた。

「もう、遅おそいくらいだよ、お母さん。私のお父さんになる人はどんな人なの？」

　私は努めて明るい声を出した。物心つく前に父を亡くした私には、父親がいる環かん境きようがどんなものなのかわからない。そのことに不安を覚えつつも、母の再さい婚こんに反対する気は毛頭なかった。

　母は苦労しながら女手ひとつで私を育ててくれた。その母が新たな幸せを摑つかもうとしているのだ。娘の私が協力しなくて誰がする。

　本当は数年後に就職したら働く時間を減らしてもらって、私が母を支える気満々だったけれど……母は再婚に踏ふみ切った。私の中で、思い描えがいていた未来が変わっていこうとしている。嬉しそうに笑う母の笑顔に一いち抹まつの寂さびしさを感じながらも、私は母が語る再婚相手の話に耳を傾かたむけた。

　後日、母はレストランで義ち父ちになる冴さえ草ぐさ正まさ輝きさんを紹介してくれた。仕事は主に海外の風景写真を撮とるフォトグラファーで、偶たま々たま現地で通訳をしていた母と知り合ったらしい。

　朗ほがらかで話しやすい義父を私はすぐに好きになった。何といっても、母にベタ惚ぼれであろうその熱い眼まな差ざしや愛情の滲にじむ語り口に、私は安心感を覚えた。この人とならいい家族になれそうだ。私が期待に胸むねを弾はずませていると、義父が思わぬことを口にした。

「悠子ちゃんの父親になれてオレも嬉しいよ。あとここにはいないけど、オレには一人、息子がいるんだ」

　それは、初耳だ。しかし、一人っ子である私には朗ろう報ほうだった。実は密ひそかに弟てい妹まいに憧あこがれを抱いだいていたのだ。一いつ緒しよにゲームしようよって誘さそったら頷うなずいてくれるだろうか。わくわくしながらどんなコなのか義父に尋たずねた。

「もう子こ供どもなんて言える歳としじゃないよ、今年で高校二年だから。悠子ちゃんのお兄さんになるね」

「そうですか……」

　その話を聞いて、私のテンションはズドーンと天から地の底まで落ちた。

　正直、男子高校生なんて現実的で生々しい存在には、関わりたくない。母子家庭で育ち、人見知りの気がある私は男性に免めん疫えきがない。その上、人には言えないような趣しゆ味みを持っている私にとって、その義兄の存在は脅きよう威いにしかなり得なかった。

「心配しなくても大丈夫。息子は寮りよう暮ぐらしで滅めつ多たに帰ってこないから、安心して」

　ありがたいことに、義父は私の内気な性格を察してくれているようだった。母から私の話を聞いていたのだろうけど、外見も性格を裏切らないと私は胸を張って言える。

　美容院に行きたくないために伸ばしっぱなしの黒髪を後ろで一本に結び、お洒落しやれのオの字もない服ふく装そう、極めつけに黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねだ。

「息子に何を言われても気にしなくていいからね。今度は息子と一緒に悠子ちゃんちに行くからよろしく」

　今、義父は何気なく恐おそろしいことを口にしなかったか。反はん抗こう期きの息子さんなのだろうか。そんな気き難むずかしい男子高校生が相手なら、小心者の私は何を言われても気に病やむ。

　だが、どんな相手であろうとも目もつ下かの目標は変わらない。母のための家族円満計画だ。でき得る限りの力を振り絞しぼって、義兄を歓かん迎げいしようではないか。そう決意を固めていたのに──

「悠子」

　ハッと、隣に立つ母の声で我われに返った。予想を上回る難敵の奇き襲しゆうに意識が飛んでしまった。私はもう一度、怖々と目の前の現実を確かめる。非の打ち所のない魅み惑わく的てきな容よう貌ぼう、襟えり足あしに流れる艶つやめく髪、首元から覗のぞく色気漂ただよう鎖さ骨こつ、すらりとした長い手足。

　まさか、こんな無む駄だにかっこいい人だなんて……？

　目の前の義兄なる人が小市民たる私に向けて、ふわりと春の日ひ溜だまりのような笑顔を浮うかべる。

　会心の一いち撃げき！　その笑顔で、私の生命力ヒツトポイントは半分まで削けずられた。この人はスマイルひとつで何人の女性を殺してきたのであろう。凄すご腕うでのヒットマンに恐れをなした私は本能的反射で間合いを取った。
















　今すぐ踵きびすを返して自室にこもりたいけど、逃にげちゃダメだ。この人が私の義兄になる人である限り、私は立ち向かわねばならない。今日という日に備えて、何度も鏡の前で挨拶の練習をしてきた。その成果を見せる時がやってきたのだ。

「賀か村むら悠子です、よろしくお願い致いたします」

　と勢い良く頭を下げたその時、私の意思に反してガシャンという情けない音が響ひびいた。私は床ゆかの上の眼鏡を茫然と見つめる。まさか、長年の相あい棒ぼうである眼鏡に裏切られるとは……っ！　誰もいない部屋でシミュレーションしてきた努力が水の泡あわと化した瞬しゆん間かんだった。

　私の第一印象はこれで決定なのか。真ま面じ目めで礼れい儀ぎ正しい妹は一瞬で消え去った。ここにいるのは、間ま抜ぬけで残念な妹でしかなかった。

「悠子ちゃん、顔上げて」

　フリーズしていた私は、神の声を聞いてバッと頭を上げた。

「うっかりさんなんだね。はい、眼鏡」

　兄は眼鏡を手て渡わたさず、直接私の耳に掛けた。少しだけ、その長い骨ばった指の先が頰ほおに触ふれ、私はビシッと石化した。その尋じん常じようならざる至し近きん距きよ離り攻こう撃げきにダメージを受けつつ、迅じん速そくかつ理想的な答えを導き出す。

「あ、りがとうございます」

「どういたしまして。こちらこそよろしくね、悠子ちゃん」

　その服、かっこいいですね。どこで買っているんですか。きっと私が聞いてもちんぷんかんぷんなブランドですよね。何も言わなくてもわかりますよ。お顔立ちも端たん正せいで、物もの腰ごし柔やわらかで、絶対周りの女性は放っておかないでしょう──この人は、疑うたがうまでもなくリア充じゆうだ！

　私の全身に流れる腐くさった血が告げている。こんな縁えん遠どおい人が義兄になるなんて……。これは神が与えたもうた試練なのか。私はがくん、と首を折るように頭を下げて絶望した。

「さぁ、そろそろお腹がすいたでしょう。悠子が腕うでによりをかけて作った夕飯を並べましょうね」

　母の言葉に義父は頰を綻ほころばせた。母よ、何も私が作ったとわざわざ主張しなくてもいいではないか。私は机の上に並べられていく気合を入れすぎた料理の数々が恥はずかしくて堪たまらなかった。

　その後、母は何な故ぜか私の話ばかりを義兄に振り、義兄は私の料理を褒ほめちぎった。きんぴらにカレイの煮につけ、白しら子この吸い物に漬つけ物ものまで、口にするもの全て、コメンテイターの如ごとく感想を語るのである。これには私もまいってしまった。

　私がおだてれば木に登る猿さるとでも思っているのか。私にはどうしてもその言葉が本気とは思えなかった。その後も、私は義兄から贈られる称しよう賛さんの数々に辟へき易えきしながらアリガトウゴザイマスを繰くり返し、ひたすら時間が過ぎるのを待つのだった。




「何で教えてくれなかったのさっ」

　玄げん関かんで義父と義兄を見送った後、私はくるりと母へ振り返った。泣きそうになるのを堪こらえながら母に詰つめ寄る。

「怖おじ気けづいたの？」

「怖じ気づいたよ！」

　何だよ、あのハイスペックボーイは！　こちとら底辺のダサガールなのにニコって笑ってきたよ。宣戦布告か！　こっちは無条件降こう伏ふくを宣言するよ。

「兄について、前もって教えてくれても良かったじゃない」

　そしたら私も色々対策を練って、心の準備をして、図書館にでも逃げていたかもしれない。

「モデルさんみたいにかっこいい人だよって教えたら敵前逃とう亡ぼうする気がして。違ったかしら」

　流石さすが、母。正確に私の行動を読んでいる。

「母さんはちゃんとわかってる？　腐ふ女じよ子しの反対語はリア充なんだよ。相あい容いれない存在なの。ただでさえ男の人ってだけでハードルが高いのに。何であんなにも輝かがやかしいんだよぉ」

「泣き言を言わないの。今日は和泉くんに好いい印象を与えられて良かったわ。料理が得意なんて素敵なお嬢じようさんだもの。和泉くんってちょっと女性が苦手みたいで、正輝さんと心配してたんだけど……それも杞き憂ゆうで済んだみたいね」

　女性が苦手？　会話の途と中ちゆうで私の頭を撫なでようと伸ばしてきた手を見逃さなかったぞ。母とも普ふ通つうに会話していたし、容姿も相あいまって私には女たらしにしか見えなかった。

「嫌いやだ、怖こわい、会いたくない」

「悠子は視し野やが極きよく端たんに狭せますぎるのよ。スポーツ万能、成績優ゆう秀しゆう、容姿端たん麗れいの三拍びよう子しが揃そろった理想的なお兄さんなのに、悠子は贅ぜい沢たくねぇ」

　いえ、普通が一番です。

　冴草悠子（旧きゆう姓せい：賀村悠子）は十三歳の春、不相応な義兄ができました。
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　顔合わせからひと月後、私達母子おやこは前の家から歩いて三十分程の冴草父子おやこが暮らす一いつ軒けん家やへお引っ越こしと相成った。段だんボールに荷物を詰めていたら、押し入れの奥おくから漫まん画がと同どう人じん誌しが出てくるわ出てくるわ。減らさなければならないと整理し始めたのはいいものの……結局、荷物を詰める時間よりも本を選別する時間の方が長くなってしまった。

　それでも何とか無事に引っ越しを済ませた私は本ほん棚だなの前に立って、綺麗に並べたベストセレクションをうっとりと眺ながめる。壮そう観かんだ。嬉しいことに、新居では自分の部屋を貰もらえたので念願のスライド式の本棚も設置できた。

　だがしかし！　それ以上に喜ばしいのは、美兄がこの家にいないという事実だった。

　素晴らしいですね。主に私の精神面において。

　中高一いつ貫かんの男子校に通う兄は学生寮に入っていて、滅多に実家には帰ってこないらしい。父からその話を聞いた時、思わず小さくガッツポーズをしてしまった。

　何も私は兄個人に恨みがあるわけではないし、全リア充を忌いみ嫌きらっているわけでもない。

　ただただ怖い、その一言に尽つきた。

　小学生の時、クラスの中心的存在である男子に「オタクメガネ」と揶揄からかわれ続けた日々を思い出して、心に影が差す。小学五年から卒業までクラス替えもなく、心ない言葉を投げ付けられるのを黙だまって耐たえるしかなかった二年間。

　相手に悪気はなかったとしても、傷ついた。その頃から私の異性やリア充に対する苦手意識が一いつ層そう増していったのである。

　しかも、兄はただのリア充ではない。桁けた外はずれの美び貌ぼうを持ち、洗練されたファッションに身を包むキングオブリア充だった。その兄にいつ何なん時どき腐女子だと知られるかわからない。いくら義理とはいえ、家族に冷たい目で蔑さげすまれるのは勘かん弁べんしたかった。

　私は想像にぶるりと体を震ふるわせて、改めて兄が家にいない現状に感謝するのだった。




「あの兄は同じ世界の人間ではない。ひとつ屋根の下じゃなくて、私は心から安あん堵どしている」

　最近できた兄について、同じく漫画アニメ研究部に所属する越こし田た麻ま紀きちゃんに愚ぐ痴ちを零こぼしていた。今日の麻紀ちゃんはこげ茶の髪を頭の後ろで編あみ込こみにして纏まとめている。同学年だが可愛い上に明るい彼女はどこからどう見ても一般人だ。漫研に入部して初めて麻紀ちゃんに会った時も、隣の手芸部と部室を間違えて入ってきたんじゃないのかと声を掛けたのだが──

「それは、攻めなの？」

「ちょ、麻紀ちゃん。私の話聞いてる？」

「それとも受け？」

　麻紀ちゃんは、私など足元にも及およばないほどの本格派な腐女子だったのである。二次元から三次元まで幅はば広ひろいジャンルを網もう羅らし、自らも同人活動をしている麻紀ちゃんはこの部室で誰よりも萌もえ尽きるほどにヒートしている。彼女は、原作と妄もう想そうの境目がない腐りきった目の持ち主なのだ。

「なんてそそる設定のお兄様なの。白米だけで三さん杯ばいはいける。かの緑林の学舎まなびやは存在したのね、全寮制は乙女おとめの浪漫ろまん。美少年には美青年がよく似合う。禁断の花園ギムナジウム……そっと窓から覗きたい。どうすればいいと思う、かむちゃん」

　何もしないのが、最善です。机に突つっ伏ぷして、手をパンパンしている麻紀ちゃんを私は生ぬるい目で見ていた。私は三次元では萌えない性た質ちなのである。

「写真はないの？　勿もち論ろん家族ならメールアドレスは交こう換かんしたよね。連絡取って会わせてよ。直々に判断するから」

　勿論って……兄とメール交換などしていないし、むしろ挨拶の時以来一度も会っていない。

「写真はない。メールアドレスも知らない。会わせるつもりもない」

　何でダメなのと不満げな麻紀ちゃんに私はきっぱりと言いきった。

「私が会いたくないからです」

「……一応家族だよね、大丈夫？　お母さんもかむちゃんのコミュ障しようっぷりを心配してるんじゃないの」

「してるけどね。触さわらぬ兄に祟たたりなし。自分から面めん倒どう事ごとに首を突っ込む気はない。その代わりと言ってはなんだけど、お父さんとは仲いいよ」

「父より先に兄を攻こう略りやくしろよ！」

　欲よく望ぼうに忠ちゆう実じつすぎるぞ、麻紀ちゃん。私にとって兄は現実であってゲームではない。同情してくれたっていいじゃないか。そう心の中で不満を零こぼしつつも、それでこそ麻紀ちゃんだった。隠かくれ腐女子の私は、彼女の我が道を行く振ふる舞まいに日々痺しびれて憧れているのだ。

「ない、それはない」

「むしろ私には、義兄ルートしか存在しないんだけど」

　麻紀ちゃんは知らないのだ。リア充が私とは違う言語を使いこなす雲くもの上の住人だということを。オタクというヒエラルキーの最下層にいる私とではまさに月とスッポン。月は見上げるくらいの遙はるか遠い距離が望ましいのだ。

「期待には沿そえないよ」

「長期戦を覚かく悟ごする」

　私にはないそのアグレッシブな精神には最早脱だつ帽ぼうである。もし万が一、麻紀ちゃんを兄に紹介するような日が来たらどうしよう。暴走する麻紀ちゃんを止める自信がない。そんな日が来ないことを私は祈いのるばかりだ。
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『和泉いずみ、今度の休みにうちに帰ってこい。会わせたい人がいる』

　高校二年に進級する前の春休み、父が突とつ然ぜん電話を寄よ越こした。普ふ段だん交流のない父からの電話を不ふ審しんに思いつつも出てみれば、結けつ婚こんすると話しだす。

　またかというのが俺おれの本音だった。親父おやじの結婚はこれで四回目。よくも懲こりずに結婚する気になると思う。

『オレの奥おくさんになる妃きさきさんには中学生の娘むすめさんがいる。くれぐれも冷たい態度を取ったりするなよ』

　親父は低い声で俺に釘くぎを刺さした。

「そんな義理はない」

　親父は息子が女おんな嫌ぎらいになった要因を知っているからこそ、俺の入にゆう寮りように了承したはずだ。まだボケるような年ねん齢れいじゃないだろう。歳としが近ければ近い程、異性への苦手意識が強くなる俺に思春期真っ盛さかりの義妹いもうとができるなんて冗じよう談だんじゃない。

　一ひと目め惚ぼれでもされたらどうする。

　これはナルシスト的なジョークではなく、経験に基もとづく現実的な心配だった。鏡に映った自分を目もく視しして、俺は溜ため息いきをついた。

　ロシア人の祖母から遺い伝でんした亜あ麻ま色いろの髪かみに病人のような色白の肌はだ、母親譲ゆずりの無む駄だに長い睫まつ毛げと二重ふたえの瞳ひとみ、細長いひょろっとした肢し体たいは父親の若い頃ころにそっくりだと言われたことがある。

　奇き跡せき的てきな程女性受けする容姿に生まれた俺は、幼よう児じの頃から周囲で女の争いが絶えず辟へき易えきしていた。いつでも女子が会話に割り込んできて、中学に入るまで同性の友人さえまともに作れなかった。

『義理ならあるさ。お前の妹になるんだからな。ちっちゃくて可愛い子だ』

「小さくて可愛い妹？　それは脳のうみそがって意味か」

『まさか、思し慮りよ深ぶかくていい子だったよ。母をよろしくお願いしますって丁てい寧ねいに頭まで下げられた。妃さんに聞いた話だと娘の悠ゆう子こちゃんは毎朝自分でお弁当を作ってて、進んで家事をしてくれる真面目で几き帳ちよう面めんなコだって』

　噓うそだろう、今時そんな中学生がいるのか？　女を苦手としている俺に悪い印象を与えないよう、親父が噓うそをついているのではないか。疑うたがいが拭ぬぐいきれず、問い質ただした。

『本当本当。妃さんはそういうことで噓をつく人じゃない。次は四人で会う約束をしたんだ。お前も一度うちに帰ってくるように』

「……行きたくない」

『お前がそのつもりならオレは別に構わないけど？　来ないならこの電話を切った後、すぐに学校に掛けて退寮手続きをしてやろう。和泉の隣となりの部屋は悠子ちゃんの部屋にする予定だから、覚かく悟ごしておくんだな』

　女と関わりたくないがために、わざわざ辺へん鄙ぴな場所にある男子校を探して寮にも入った。もし退寮させられたら、実家で四六時中義妹にまとわりつかれる。それは地じ獄ごくのような日々だろう。何としても、それだけは阻そ止ししなければならない。

「──わかった、一度だけなら行く」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう返事をしてから、親父の遠い耳にも届くよう大きな溜息をついた。

『そう言ってくれると思ったよ。賢かしこい息子を持って良かった良かった』

　親父は笑いながら電話を切った。苛いら立だちのあまり、スマホを叩たたきつけたくなる。湧わき上がる怒いかりを抑おさえて、スマホを机に置くと、会話を聞いていた同室の佐さ藤とう貴たか士しが、ポンと俺の肩かたを叩いた。

「まあ、元気出せよ」

「出せるかっ。最悪だよ、あのクソ親父」

「俺も和泉が女嫌いなのは知ってるけどさ。まだ、強制退寮じゃないだけマシだと思っておけ」

　入寮してから四年間同室の貴士には、俺が女嫌いになった原因を話してある。話は幼よう稚ち園えん時代まで遡さかのぼり、小学校卒業まで続いた。幼稚園時代は、園児同士で俺を取り合うだけに止とどまらず、先生や同級生の保護者まで参加してキャットファイト。小学生になっても、父と離り婚こんした継まま母ははに誘ゆう拐かいされ、入院すれば看かん護ご師しに襲おそわれ、児童相談所のお世話になり、防犯ブザーが手放せない日常。疲つかれきった俺は女がいない安息の地を求めて、この男子校に入学したのだ。

「女がいないというだけでここは天国なんだ。それを取り上げられるとなったら、断れるわけないだろ。しかも妹になる子は女子中学生、色いろ恋こい大好きなお年とし頃ごろだぞ。油断できない」

「……油断って。年下の女の子に何ができるって言うんだよ」

「何でもできる。俺の布団にだって忍しのび込めるし、噓泣きもできれば、部屋の鍵かぎだって壊こわせる」

　壊せないだろうと呆あきれた表情の貴士に俺は首を振ふった。年上の従姉いとこは俺が閉じこもった部屋の鍵を、わざわざ専門業者を呼んで破は壊かいさせた。それが小学生の時のことだ。

「え、マジで」

　俺は無言で頷うなずいた。女にトラウマだらけの自分に妹ができるなんて、悪夢としか言いようがなかった。父は妹がイイ子だと言うが、そんなのいくらでも装よそおえる。その手の女は飽あきる程見てきたし、辛しん酸さんを舐なめさせられてきた。

　会うからには父の話が本当なのか、この目で見極める必要がある。父には冷たくするなと厳命されたが、相手の出方によってはそうせざるを得ないだろう。それで俺を嫌いになってくれれば一石二鳥だ。

「お前、あくどい顔してるぞ」

「ん？　何が」

　俺が素知らぬふりして笑うと「これに女は騙だまされるんだよなぁ」と貴士は肩を落としていた。




　陰いん鬱うつとした気持ちを抱かかえたまま、顔合わせの日を迎むかえた。スーツを着た親父が、アパートの一室の前に立ってゴホンと咳せき払ばらいをする。柄がらにもなく緊きん張ちようしているようだ。

「悠子ちゃんをいじめるなよ。怖こわがらせたりしたら承知しないぞ」

　真しん剣けんな表情で、親父は俺の両肩に手を置いた。その手がぐっと肩に食い込み、痛いたみに眉まゆを顰ひそめる。

「不愛想な顔もするな。悠子ちゃんはそういう態度に敏びん感かんな子だから。笑え、この家の中にいる間だけでいい」

　悠子ちゃん、悠子ちゃんって。いつから悠子ちゃん信者になったんだ。実の息子である俺に気き遣づかいのひとつも見せない親父に、俺はハイハイと頷いた。

　扉とびらを開けると、その先にいたのは親父の結婚相手だろうショートカットの凜りんとした女性と真面目を絵に描かいたような女の子だった。

　黒髪を一本に縛しばり眼鏡を掛かけていて、一いち文もん字じに結んだ唇くちびるからは緊張が窺うかがえた。黒のセーラー服の胸むな元もとには臙えん脂じ色いろのスカーフ、スカートは今時にしては長めの膝ひざ丈たけだ。中学生らしく化け粧しようひとつせず、甘あまったるい香こう水すいの匂においもしない。身長は小学生と言われても違い和わ感かんがないくらい低かった。親父が可愛いと言っていたのは、この身長のことのようだ。

　今、義妹を無下に扱あつかえば親父に強制的に退寮の手続きをされかねない。とりあえず笑っておけばどうにでもなる。自分の容姿が異性の目にどのように映うつっているかなんて、うんざりする程熟じゆく知ちしていた。

　俺が義妹に向かってニコリと意図的な笑みを浮うかべる──と、義妹の顔色は段だん々だんと青あお褪ざめていった。その予想外の反応に奇き妙みような感覚を覚える。赤くならずに青くなる？

　そんな俺の疑問符を他よ所そに、義妹は揺ゆれる瞳を長い前髪の下に隠かくして一歩後ずさった。

　……何な故ぜだ。初対面で抱だき付いてきたり、うっとり見つめてきたりするような女は数えきれない程いたけれど、まるで化け物と遭そう遇ぐうしたかように離はなれていく女の子は初めてだった。

「賀か村むら悠子です。よろしくお願い致いたします」

　義妹が直角に頭を下げた時、勢い余って眼鏡が床ゆかに落下した。それがショックだったのか、頭を下げたまま固まっている。

　俺は珍めずらしく対応に困った。親父の顔を見ると、自分で何とかしろと言わんばかりに笑顔のまま見守っている。頭を下げ続ける義妹のつむじを茫ぼう然ぜんと眺ながめた後、いつまでも放置することもできず、俺は落ちた眼鏡を拾ひろった。

「うっかりさんなんだね。はい、眼鏡」

　俺の顔を見上げると、義妹は眼鏡の内側にある黒々とした瞳をまん丸く見開いた。

　まるで、猫ねこみたいだ。異性というよりは小動物のような彼女に、思ったより嫌けん悪お感かんが湧いてこない。

　腰こしを屈かがめて、拾った眼鏡を直接義妹の耳に掛けてやる。その時、不意に彼女の頰ほおに触ふれてしまい内心焦あせりを覚えた。

　俺は医者に女性恐きよう怖ふ症しようと診しん断だんされ、異性に触れると蕁じん麻ま疹しんが出てきたり、ひどい時は呼吸困難に陥おちいったりして意識を失くす。しばらく異性と関わっていなかったせいで気を抜いていた。

　ここでうずくまったりしたら、真面目そうな義妹は責任を感じて自分を責めてしまいそうだ。俺は動どう揺ようを隠してすぐさま平静を装った。

　小さな声で、彼女はたどたどしく礼を言った。作り笑顔ひとつ作れないぎこちない表情が俺には好ましく映った。自分を飾かざり立てるような武ぶ装そうをせず、素のままの表情を見せている。

「どういたしまして。こちらこそよろしくね、悠子ちゃん」

　隣にいる父が驚きよう愕がくの表情で見ているのがわかった。俺がここまで義妹に優やさしく接するとは思いもしなかったのだろう。

　悠子ちゃんは人間を恐おそれる子猫のようにびくびくしていた。親父の忠ちゆう告こく通り、彼女は負の感情に敏感な臆おく病びような子なのだ。俺に無害な小動物を虐ぎやく待たいする趣しゆ味みはない。突つつけば簡かん単たんに泣いてしまいそうで、いじめる気にもなれなかった。

　テーブルを挟はさんで並べられた四枚の座ざ布ぶ団とん。俺の隣には父が座り、悠子ちゃんの隣には義は母はとなる妃さんが座った。俺の前には俯うつむき顔がおの悠子ちゃんの姿がある。彼女の緊張はいまだ解けず、正せい座ざした膝の上でぎゅっと拳こぶしを握にぎりこんでいた。

　食事が始まると、妃さんはやけに娘の話を振ってきた。自分の話をするよりも、悠子ちゃんの話をする方が気が楽だった俺はその話に便乗した。

「この糠ぬか漬づけはね、悠子が二週間前から漬けてたの。きんぴらも食べて、悠子の得意料理なのよ、和泉君」

「へぇ、美お味いしいね、悠子ちゃんは料理が好きなんだ」

「アリガトウゴザイマス」

「悠子ちゃんの髪は真っ黒で綺麗だね。俺の髪は色素が薄うすいから羨うらやましいな」

「アリガトウゴザイマス」

　まるで定型文のように、アリガトウゴザイマスを繰くり返す悠子ちゃんに、俺は笑い出しそうになるのを必死に堪こらえた。きっと褒ほめられ慣れていないのだ。表情を取り繕つくろえない、そのまっさらな反応が心地よい。気分が良くなって悠子ちゃんの頭を撫なでようとすると、横にいる親父がその手を止めた。

「こらこら、和泉。悠子ちゃんもゴメンね。こいついつもはこうじゃないんだけど。ちょっと失礼」

　親父は俺の腕うでを引っ張り、廊ろう下かに連れ出した。いきなり何だ。俺は親父の手を振り払い睨にらんだ。

「おい、和泉。お前変だぞ。やけに悠子ちゃんに好意的じゃないか」

　確かに悠子ちゃんに会うまでは親父を入信させた少女がどんな子なのか警けい戒かいしていたのに、ミイラ取りがミイラになってしまった。頭では異常事態を理解している。でも体が勝手に動いていた。

「悠子ちゃん、人と目を合わせるのが苦手みたいだ。人見知りするタイプだね。今日の制服だって、私服のコーディネートを悩なやみ抜いた末に辿たどり着いたんじゃないかな。何せ二週間も前から食事の下準備をしてくれるようなコだから。言葉は少ないけど、とても素直だ」

　彼女は思ったことが顔に出る典型的なタイプだった。外そと面づらのいい父と俺には、その裏表のない表情が長所として映った。狐きつねと狸たぬきの化かし合いをしないで済すむからだ。

　今日少し関わっただけでもわかる。口下手で一生懸けん命めいな少女を、俺はどうにも憎にくめなかった。

「悠子ちゃんって普ふ通つうの女の子かな……？」

　自分の掌てのひらをジッと見つめる。先程、悠子ちゃんに一いつ瞬しゆん触れた時に覚悟した蕁麻疹は依い然ぜんとして現れない。

　様々な疑問が胸の内で蠢うごめき騒さわいでいた。悠子ちゃんは親父とは顔を合わせながら会話を成立させていた。何故俺のことは怖がるのか。人見知りの一言で済ませられるような怯おびえ方ではなかった。触れても蕁麻疹が出てこなかったのも判然としない。もっとしっかり触れていたら違っていたのだろうか。不可解だからこそ興味が湧いた。

「オレも会うまでは今時そんな子がいるのかと半信半疑だったけど、実際会ってみてもあんな感じだろ。まぁ、オレの時ははにかみながら笑ってくれたから、悠子ちゃん超ちよう可愛かったけど」

「何、その違い」

「あっもしかして、お前に何を言われても気にするなって予告しておいたから萎い縮しゆくしちゃったのかも？」

　余計なお世話だ。じろっと睨むと親父は眉まゆ尻じりを下げた。

「お前の女性恐怖症は根が深いからな、言っておかずにはいられなかったんだよ。それにこれからいくらでも関わって仲良くなっていけるだろう。お前は悠子ちゃんの兄になったんだから」

　こんな妹なら、たまには家に帰ってきてもいいかもしれない。これから何かが変わっていく予感がした。

　廊下から部屋に戻ると、悠子ちゃんが顔を引き攣つらせた。そんな反応さえ楽しく思えてしまう。この感情の発はつ露ろがどこから来るものか、不思議に思いながら俺は微び笑しようを零こぼした。
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　夏休みが折り返し地点に入った。連日、外の気温は三十五度を超こえて高温注意報が出ている。誰だれがこんな暑い中、好んで外に出で掛かけるのかと思うかもしれない。

　されども、目的があれば引きこもりの腐ふ女じよ子しだってこんな日でも外に出るのである。

　ひりひり肌はだが痛いたむ私は、ソファの上で転がっていた。ちゃんと日焼け止めを塗ぬって、家を出たのになぁ。原因は面めん倒どうくさがって塗り直しをしなかったせいだ。真っ赤になった肌にタオルで包んだアイスノンを当てながら、私は戦利品を読んでいる。

　基本インドア派の私が長時間、外にいなければならなかった理由はただひとつ。

　夏コミに行ってきたからである。

　始発電車に乗り、会場前で三時間半待ち。熱ねつ中ちゆう症しようになるかと思った……！　凍らせたペットボトルを持って行かなければ、あの場で倒れていたかもしれない。

　けれど、あの灼しやく熱ねつ地じ獄ごくに耐たえた甲か斐いはあった。私がハマっている野球漫まん画が『フライングバッター』略してフラバタの新刊がわんさか手に入った。豊作すぎて笑いが止まらない。

　小学生の時に仲なか違たがいをした幼おさな馴な染じみと高校の練習試合で再会し、ぶつかりあいながらも野球を通してもう一度昔の友情を取り戻もどしていく──というハートフルなストーリーに全国の腐女子が揺ゆさぶられないはずがないのだ。私は読み切りの時からコレは来る！　と確信していた。

　現在両親は新しん婚こん旅行中で留守にしており、私は好きなだけ萌もえ転ころがっていられる。自じ堕だ落らくではない、人生のご褒ほう美びである。

　トゥルルルルと家の電話が鳴り、私は重い腰こしを上げた。今いいところなのに一体誰だ。私はわざと少し不ふ機き嫌げんな声で電話に出た。

　これが、快適な暮くらしの終わりを告げるベルの音とは思いもせずに。

「はい、か……冴さえ草ぐさです」

「悠ゆう子こちゃん？　和泉いずみです」

　おっふ、電話の相手の名前を聞いて私は後こう悔かいした。──何で、貴方あなた様がわざわざ我わが家やにお電話を？　間ま違ちがえました、って電話を切ってくれないものか。私は、埒らちもないことを考えながら現実逃とう避ひした。

「もしもし？　悠子ちゃん聞いてる？」

「え、あっはい、聞こえております」

「明日、家に帰るからよろしくね」

　今、兄は聞き捨ずてならない言葉を口にした。

「い、いいいいいえ、ってウチのことですよね？」

「ふふっ、他のどこに実家があるって言うの」

　どうやら噓うそでも、冗じよう談だんでも、幻げん聴ちようでもないようだ。どれでもいいから当てはまって欲ほしかった。

　防ぼう波は堤ていになってくれる両親が帰って来るのは夏休みの最終日。私一人で兄の相手をするのは荷が重い。

「それは三週間後とかになりませんかね……」

「それだと夏休み終わっちゃうよね」

　即そく座ざに切り返され、内心そうですよねーと頷うなずいてしまった。夏休みもずっと寮りようにいるものと勝手に思い込んでいた。何とか延期してもらえないものか、頭を悩なやませていると兄はいつの間にやら帰ることに決めていた。そうですか、私の無言を肯こう定ていと取りましたか。

「そうだ、悠子ちゃんは、好きなお菓か子しとかある？　お土産みやげに買っていくよ」

「抹まつ茶ちやのロールケーキが好きです」

　質問に答えた後、失敗したと電話を持っていない方の手で口を塞ふさいだ。これでは帰ってくるのを催さい促そくしているようではないか。

「了りよう解かい。じゃあお昼頃には着くと思うから、ご飯お願いしてもいいかな」

　その頼み方はまったくもってズルい。良心が断っちゃダメだぞ☆　と訴うつたえていた。

「……わかりました、準備しておきます」

　こうなったらもう割り切るしかない。何を作ろうか、顎あごに手を当てて考える。せっかく作っても嫌きらいなものだったらどうしよう。

「うん、俺おれ好き嫌いないから安心して」

　さっきから私の思考を先読みされている!?　まさか、私の様子をどこかから観察しているのかも、と天てん井じようを見回したが何も設置されていない。そうだよね、いくら何でもリア充じゆう代表の兄がそんな非常識な真ま似ねはしないはずだ。

「じゃあ明日、悠子ちゃんに会えるのを楽しみにしてるね」

　最後のねっとりと溶とかし込こまれた甘あまい言葉に、バッと耳から受話器を離はなした。いつもとは違う体中に響ひびき渡わたるような深くて優やさしい声──コレは、何ていう囁ささやきＣＤ？

　じわじわと羞しゆう恥ちが襲おそってくる。完敗だよ……、私はフローリングに両手をついてがっくりと項うな垂だれた。

　あんな、デートを楽しみにしている恋こい人びとみたいな台詞せりふを囁くように言わなくてもいいじゃないか。見ただけで私が男性に免めん疫えきのない女子だとわかるだろうに、勘かん弁べんして欲しい。

　私のステータスは限りなく低いのだ。それこそ勇者に立ち向かうことすらできないような村人Ａ。その私が明日から勇者の兄と我が家で一対一ワンオンワン？　無謀すぎる。

　放置していた電話の存在を思い出して、私は恐おそる恐おそる受話器を耳元に当てた。聞こえてきたのはツーツーという無機質な音だけだった。

　電話を取る前に読んでいた同どう人じん誌しを拾ひろい、ぐるりと家の中を見渡して現状を確認する。

　死んでも、兄には見せられない。ソファの周りには同人誌と漫画が散さん乱らんし、テレビ台の下にはお年玉を叩はたいて買ったＤＶＤコレクションがずらりと並んでいる。テーブルの上にはキャラ絵のコップが存在感も露あらわにドンと鎮ちん座ざし、部屋干ししている洗せん濯たく物の中にはフラバタのオンリーイベントで貰もらったカップリング表記のタオルが揺れていて……私の首くび筋すじをタラリと冷や汗が流れ落ちていった。

　ディーフェンス、ディーフェンス、脳のう内ないで警けい戒かい音が鳴り響いた。
















　動揺している暇ひまはない！　一刻も早く、リビングを片づけなければならなかった。私は慌あわてて立ち上がり、本やオタクグッズを袋ふくろに詰つめ込み私室の中に持ち込んだ。

　──ようこそ腐ふ海かいへ。

　リビング以上の危険地帯がそこには存在していた。大好きなサークルさんが作成した美び麗れいタペストリーがベッドの前に飾かざられ、パソコンの横には公式のマウスパッドやお菓子についてきたフラバタのフィギュアが二人仲良く寄り添そっている。一番見られてはならないのは、本ほん棚だなとベッドの下だ。スライド式の本棚の奥おくにはＢＬ商業誌と同人誌が所ところ狭せましと並び、そこにも入りきらなかった同人誌がベッドの下の収納スペースに敷しき詰つめられている。

　これが兄に見つかったら──そう考えるだけで、ふらりと気を失いそうになった。

　部屋に鍵かぎがついているからといって油断はできない。内鍵はついているけれど、外から閉める鍵は存在しない。つまり、私がいない時は部屋の中に誰でも入れるのである。母は私が腐女子だと知っているし、父は寛かん容ような人だからあまり気にしていない。

　だが、あの美兄にだけは、どうしても知られたくなかった。兄は違う次元に住む人だ。《腐女子》という単語も知らなければ、《ＢＬ》も《八や〇お一い》も、ましてや《受け》が何を意味するかなんて見当もつかないだろう。

　優しげな笑顔を向けてくれた兄に絶対零れい度どの目で見下されたらと、考えただけで泣ける。私はせっせと、ＢＬベーコンレタスの腐ふ臭しゆうが漂ただよう部屋を一ひと晩ばん掛けて片づけたのであった。




　憂ゆう鬱うつに包まれた朝を迎むかえた。間もなく上陸する兄という名のハリケーンに備えて、私は自分に三つのルールを課した。

　一、家事を完かん璧ぺきにこなす。

　コミュニケーション能力が欠けつ如じよしている私はそう長く会話を続けられない。ならば家事に集中すれば気まずい時間を潰つぶせるし、家庭的な印象も与えられる。

　二、私の部屋への侵しん入にゆう阻そ止し。

　これは言うまでもなく、部屋の中を見られたら最後。軽けい蔑べつの眼まな差ざしをプレゼントされるのは火を見るより明らかだ。

　三、兄の前での漫画・アニメは禁止。

　危険なのは部屋の中だけに留とどまらない。テレビはリビングにしかないため、そこでぐふぐふと萌え転がる姿を兄に目もく撃げきされるおそれがあるからだ。同じく危険物である漫画の類たぐいも部屋の外に持ち出さないようにする。

　この三ヶ条で腐女子という本性を隠かくし、一般人としてイメージづける。完璧だ。

　兄がいるのは長くても夏休みが終わるまでの二週間。一生の中で考えれば二週間なんてあっという間。そう思い込むことで乗りきる作戦だったが、私は見くびっていた。──予想を上回る己おのれの迂う闊かつさとコミュ力の低さに。

　兄が到とう着ちやくしたのは予告通り、翌日の平和な昼下がり。それは嵐あらしの前の静けさだった。用意した昼食は家庭菜園で採れたシソを上に散らしたトマトとじゃこの冷やしパスタだ。初日から気合を入れすぎると自分の首を絞しめることになる。

「はい、悠子ちゃんにお土産」

　渡されたケーキの箱を見て、手が震ふるえた。

　こ、これは開店から三十分で売り切れるという大おお山やまの抹茶ロールケーキ……！

　なんという先制攻こう撃げきだ。私は甘あまい誘ゆう惑わくを手にして、ごくりと唾つばを飲み込んだ。この幻まぼろしのロールケーキを買うには、開店の四時間前には並ばなければならないと、以前、テレビでレポーターのお姉さんが紹しよう介かいしていたのを思い出す。

　この炎えん天てん下か、長時間並んでくれたのか。しかもその苦労をおくびにも出さないとはこの御ご仁じんやりおる。私は兄に礼を言って、うきうきと冷れい蔵ぞう庫こに向かった。

　兄は早速、両親の不在に気付いて私に理由を尋たずねてきた。

「新婚旅行中です」

「えっ、俺聞いてなかったよ。悠子ちゃん一人家に残して行ったの？」

　これはもしかしなくても心配されている……？

　一人でお留守番は母子家庭だったから慣れているんですよ。心配はご無む用ようだと一言申したいが兄は神しん妙みような顔つきをしていて、そんなことが言い出せる空気ではない。

「じゃあ二人が帰ってくるまでここにいよう。俺も家事手伝うから何でも言ってね」

　え、別にすぐ寮に戻ってくれて構わないんですけど。

　私のレッツエンジョイライフは兄の一言で見事に砕くだけ散ちってしまったのである。




　翌朝、私はダイニングテーブルでうんうんと頭を悩ませていた。兄をどうやって追い出すか……ではなく食事の献こん立だてだ。家か計けい簿ぼの隣となりにチラシを並べて、計算機を叩たたく。自分一人なら適当でもいいけれど、兄がいる以上そうはいかない。

　私は昨夜の食事の様子を思い出す。ご飯を三さん杯ばい食べるのは、男子高校生としては普通なのだろうか。これは一円でも食費を安くあげたい私にとって、切実な問題だった。

「おはよう、悠子ちゃん」

　背はい後ごから肩に大きな手を乗せられ、びっくぅぅと背筋が粟あわ立だった。兄は動どう揺ようする私の前に何食わぬ顔で座すわると、私の手元にあるノートを覗のぞき込んで驚おどろきの声を上げる。

「すごい、かなり細かく書いてあるんだね」

　そうでしょう、この家計簿は私の長年の努力の賜たま物もの。商品の底そこ値ねから特売日の傾けい向こうまで記録したスーパー主しゆ婦ふも真っ青の──ドケチノートである。

「俺は、こういうの気にして買い物しないから尊そん敬けいする」

　セレブだ。まさかティッシュじゃなくても実在するとは。金額を気にせずに買い物できることの方が私には驚きだ。

「そっ、尊敬ですか」

「噓じゃないよ。その歳としでちゃんと貯金までしてるんだ。悠子ちゃんは偉えらいなぁ」

　本気で節約してるからこそ、貴方の賛さん辞じが心苦しいんですよ……。私の節約は個人的な事情によるものであって、兄の尊敬に値するようなものではない。

　腐女子とは総じてお金が掛かる。同人誌にグッズ、パンフレット、電車賃ちんと送料も馬ば鹿かにならない。私はしがない中学生で、働けない身の上だ。お小こ遣づかいを貰ってもそれだけでは足らず、私は母の了解を得て毎月預かっている生活費で浮ういた分のお金を軍資金に充あてているのだ。

「俺にも協力できることがあったら言ってね」

　ピカーッと清らかな笑みが後光と共に炸さく裂れつし、疚やましさの塊かたまりである私は降り注ぐ善意に昇天させられそうになった。恐ろしや、これがリア充の威い力りよくか。私は身震いをして、ドケチノートをぱたんと閉じた。




　あれから数日、私は兄に一挙一動を監かん視しされている。

　今にして思えば、家計簿を覗かれたアレは敵情視察の始まりだったのだ。掃そう除じ中や洗濯中も見張られているようで、やりづらいことこの上ない。私は自分ほど人じん畜ちく無害な人間はいないと自負しているが、兄にとっては違うのかもしれない。

　兄が出掛けてくれれば、リビングのテレビで録とり溜ためたアニメを見れるのに!!　まったく出ていく気配がない。何だ、リア充にあるまじきこの自じ宅たく警けい備び員いんぶりは。それらしく夏のアバンチュールを楽しんでこいよ。私はぷちぷち庭の雑草を抜きながら、心の中で涙なみだした。

　草むしりをしていた私はよっこいしょと立ち上がり、首に掛けたタオルで額ひたいの汗を拭ぬぐった。引っ越してきてすぐに植えた野菜の種は芽を出し、にょきにょき成長している。経過は順調。無論、この家庭菜園も節約の一いつ環かんである。雑草でいっぱいになった袋を玄げん関かん先に置き、庭から採ってきた薬味を片手に家の中に戻る。次は昼ご飯の支度だ。

　以前の古いアパートに比べてこの家のキッチンは格かく段だんに使いやすい。調理台は広く、蛇じや口ぐちを捻ひねらなくても手を翳かざすだけで水が出てくる。日当たりが良いため、食材も美お味いしそうに見えた。私は色いろ鮮あざやかなバジルの葉をクンと嗅かいで、何を作ろうかと記き憶おくしているメニューを手た繰ぐり寄せる。

　こうしていると、子こ供ども達が夏休みになると休めなくなる専業主婦の気持ちがよくわかる。今なら井い戸ど端ばた会かい議ぎにも参加できるだろう。育ち盛ざかりだからね、適当なものは出せないし。今晩のおかずは何にしようかしら。ウチの人、何でも美味しいって褒ほめてくれるから困っちゃうのよね。って惚気のろけかっ。

　実際、何を作っても兄は褒めてくれる。料理に限らず、アイロン掛けに片づけ、トイレ掃除に至るまでとにかく何でも褒めるのだ。

「今日のお昼ご飯は何？」

　対面式キッチンの正面から兄が物もの珍めずらしげに覗いてくる。キッチンを隔へだてているとはいえ、私は思わず身構えてしまう。

「……鶏とり肉にくとパプリカのバジル炒いためです」

「それは楽しみだ」

　ペロリと舌を出し物欲しそうな顔をしてから私を見るのはやめましょうよ。ドドドドと心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打っている。私は料理を投げ出して肉食獣じゆうから距きよ離りを取りたくなった。

「火傷やけどしないように気を付けてね」

　私の頰ほおをするりと撫なでて兄はリビングに戻っていく。私は体の震えを抑おさえるように包丁を強く握にぎった。

　これが家族として正しい距離なのだろうか。この数日間、荒あれた手にハンドクリームを塗ってきたり、パジャマの第一ボタンを留めてきたり、呼び止める時に肩に手を添えてきたり、ボディタッチが多い気がする。

　私はその度に、相手は日本の常識が通じない外国人だと思うようにしている。容姿も日本人離れしているし、イタリア人の血でも引いているんじゃないだろうか。そう自己暗示を掛けないと自意識過か剰じようで爆ばく発はつしてしまいそうになるのだ。

　兄と昼食を終えた私は、リビングの省エネエアコンの下にあるソファで涼むことにした。目の前のテレビには甲子園が映うつし出されている。兄の前ではアニメ禁止だからね。騒さわがしいバラエティー番組が苦手な私は甲子園かニュースくらいしか見ていない。

　去年までは甲子園なんて夏の風物詩くらいにしか思ってなかったけど、今年は高校球児を見ていると心が滾たぎる。

　四番のバッターがデッドボールでベンチに下がったところは泣けた。私の好きな漫画、フラバタの初期と重なる展開だったのだ。追い打ちを掛けるようにホームランを打たれ、目を背そむけたい場面もあった。それでも私は試合終了までチャンネルを変えず、高校球児達の奮ふん闘とうを見届けた。何があっても最後まで諦あきらめない、それが青春だ!!

「悠子ちゃん、野球好きなんだ。随ずい分ぶん見入ってたね。目に涙が溜まってるよ」

　ストンと兄がナチュラルに私の隣に座った。肩と肩が触れ合いそうな距離だ。妹にもパーソナルスペースは存在するんだぞ。私は眉み間けんに皺しわを寄せた。更に兄が私の涙を取り除こうとする気配を察し、ぐきっと首を仰のけ反ぞらせて接せつ触しよくを回かい避ひした。

「そ、そうですか？　いい試合だったんでつい」

「あの点差じゃプロ野球ならコールドゲームだよ。五回裏の死球はビーンボールじゃないかな、審しん判ぱんも判定が甘いよね」

　……部分的には理解できた。しかし、野球にちょっと興味が出てきた程度の私に本気で野球を語られても困る。フラバタの前はバスケ漫画が好きだったけど、ルールに関しては野球より理解してなかったし。とりあえず、ここは相手を褒めてその場を凌しのごう。

「野球、詳くわしいんですね」

「俺のルームメイトが野球部でね。毎日テレビの前で解説者の如ごとく語るから覚えちゃったよ」

　ルームメイト!?　まさか物語にしか出てこないような存在が実在するとは。兄で萌えるつもりはないのにその単語だけで、私の胸むねはときめきに震えた。誰かルームメイトをお題に私の好きなカップリングで小説を書いてはくれまいか。

「悠子ちゃんはどこの球団を応おう援えんしてるの？」

「いえ、特にはないです」

　本当につまらない答えで申し訳ない。私は青少年達が醸かもし出すフラバタのような雰ふん囲い気きが好きなだけであって、野球自体を愛しているわけではない。だけどこんなことは、もちろん兄に話す気などない。

　何な故ぜ、高校球児限定なのかと追つい及きゆうされたら、芋いもづる式に私の萌えを披ひ露ろうすることになってしまうからだ。仲の悪い二人が野球を通じて距離を縮めていくところとか、幼い頃ころの仲違いの原因が詳しく語られてなかったり、二人の仲を取り持とうと奔ほん走そうする幼馴染み君の妹が腐女子の味方にしか見えなかったり、グラウンドでくんずほぐれつする回はご褒美でした……と最終的には野球と関係なくなっていく。

　リア充を謳おう歌かしている兄は、私と真逆の位置に君くん臨りんする人だ。その兄に腐女子の存在を説くのは、極めて難むずかしい。私達は味わい深く発はつ酵こうしているつもりでも、一般人からすれば賞味期限切れ。むしろ腐くさってるからこそ美う味まいんだぞ！　差別反対。

　血走った眼で一般人に自分の好きなカップリングについてネバネバ腐臭を放ちながら食え食えと迫せまったところで同意を得られるはずもない。少数民族である腐女子の方が圧倒的に不利であるのは明白だった。

『オタク？　男同士？　キモチワルイ!!』

　リア充の攻撃呪じゆ文もんが腐女子の繊せん細さいな心にどんなに深く突き刺ささることか。いとも容易たやすく腐女子のアイデンティティを傷きずつける危険人物、それがリア充なのである。

「あ、することを思い出したので部屋に戻りますね」

　私はそれ以上の会話を拒こばむようにそそくさと兄から逃げ出した。




　部屋に戻って、私はベッドの上にごろんと寝そべった。ふぅっと小さく溜ため息いきをつく。

　連日、兄が私に歩み寄ろうとしてくれているのはひしひしと伝わってきている。こんな根暗な妹、放っておいてもいいものだが兄は聖せい人じん君くん子しなのかやけに好意的だ。──昨日も、

「悠子ちゃん、寝ね癖ぐせがついてるよ」

　それは朝食の席でのことだった。私の寝癖はいつものことだが、偶たま々たま、髪かみを結ぶのを忘れていたところを目め敏ざとい兄に指し摘てきされてしまった。

「悠子ちゃんは、コテとか持ってないの？」

　籠こ手て？　そんな防具持ってませんけど。私の頭の上のクエスチョンマークを察して、兄は説明を付け加えてくれた。

「ほら、髪を巻く時に使う道具なんだけど……。もしなければワックスでいじったり、寝る前にカーラーで巻いたりすれば寝癖も直るよ」

　ワックスは廊ろう下かに塗るもので、カラーは表紙だ。何となく、兄が未知の現代用語を使いこなしているのはわかった。しかも、知っているのが当たり前のように話すので、それが何なのか恥はずかしくて聞くに聞けない。

「えっと、持ってないです」

　そう答えるのがやっとだった。私は男性でも知っている女子の常識を知らないのだ。羞恥で顔が赤くなっていく。部屋の隅すみで背中を丸めて縮こまりたい。

「そっか、じゃあ水をつけてドライヤーで乾かわかすだけでも違うよ」

　ウォーター!!　ようやく知っている単語が出てきてホッとしてしまった。

「今度やってみます」

　しかし、実はドライヤーも持っていない。私はちっぽけなプライドを守るために無む駄だに見栄を張ってしまった。

　と、こんな感じの嚙かみあわない会話は一度や二度ではない。毎日である。兄と話すのがストレスになるのも当然と言えば当然の流れだった。自分から腐女子成分を取り除くとここまで面白味のない人間に成り下がるのか。社会適応力のなさに泣けてくる。

　兄はテレビも「好きなのを見ていいよ」と譲ゆずってくれるし、「もっと楽にしていいから」と言って労いたわってもくれる。

　でもそれは貴方には見せたくない姿なんですよ。普段の私はニュースじゃなくてアニメオンリーだし、ソファで寝っ転がりながら同人誌を読むようなコなんです。

　兄を前にすると、申し訳ない気持ちで平ひれ伏ふしたくなる。どこからどう見ても私は理想の妹に値しない。それでも私は最低限、普通の妹として振る舞まいたかった。

　いっそのこと兄に「理想的な兄になろうとする必要はないんですよ」と言いたい。だけど相手はそれを望んでいないだろう。きっとこんな私達だからこそ、兄妹として平行線を辿たどるのだ。




　ベッドの上で同人誌を広げていると、コンコンとノックの音が聞こえた。音量以上の大きな威力が、私の心臓を叩く。本日は夜の十時を迎えましたので、閉店しております。私は息を潜ひそめて耳を澄すました。

「悠子ちゃん？　開けてもいいかな」

　そ、それはやめて～!!　私はバッとベッドから起きあがり、愛読書を布団の中に隠した。扉とびらの施せ錠じようを確認して、ホッと胸を撫で下ろす。びびったじゃないか、心臓に悪い。

　部屋を見渡して状態を確認する。兄が家に来る前に片づけたから、パッと見は一般女子の部屋、だよね？　色々隠いん蔽ぺいしているので布面積が多いけど、そういうインテリアということで。私は心を落ち着かせて、フゥッと息を吐いた。冷静に対応しないと今後の人生が左右される。

　私はすこーしだけ扉を開けて、隙すき間まから兄の顔を見上げた。

「何でしょう」

「悠子ちゃんのお友達から電話だよ」と子機を手渡されて疑ぎ問もんを抱いだいた。私に電話してくる友達なんて麻紀ちゃんくらいだ。けど何故わざわざ家電に……？

　私は素早く部屋の外に出て扉を閉めた。用が済んだのだから戻ってもらって構わないのに、兄は厳しい表情をしたまま立ち去ってくれない。私は溜息をつきたい気持ちで電話に出た。

『かむちゃん、夜遅くにゴメンネ？』

「携帯に電話くれれば良かったのに、どうしたの」

『うん、お兄様が出てくれるかもしれないという一いち縷るの望みに賭かけてみた。そしたらどんぴしゃり！　私はお兄様の美声に酔よいしれたよ』

　スゴイ……ＢＬに敏びん感かんな麻紀ちゃんが野生の勘を働かせたか。

『あのね、かむちゃんにお願いがあって……』

「ムリ、絶対ムリだから」

　麻紀ちゃんが口を開く前に断った。こんな夜中に掛けてくる麻紀ちゃんの《お願い》なんて、ひとつしか思い浮かばない。

『明後日あさつて、締しめ切りなの。四十四ページ中、半分白紙なんだけど……一緒にやれば間に合うよね？』

　って私に聞かれても!?　麻紀ちゃんの中では既すでに私が応援要員に入っているようだ。まだ手伝うなんて一言も言ってないんだけど……。

「麻紀ちゃん」

『うん、わかってる。かむちゃんのことはスポ根王道喧ケ嘩ンカカッツププルル萌えで、需じゆ要ようと供給が一致した腐女子の鏡だと思ってるよ。でもね、私みたいなマイナージャンルでも待ってくれてる読者がいる。せっかく仲のいいサークルさんの厚意で大阪の展イ示ン場テに委い託たく本ぼんとして置いてもらえることになったんだから』

　麻紀ちゃんの熱弁に私は耳を傾ける。必死だな、麻紀ちゃん。はっきり言って、私の画力はなきに等しい。だから今まで麻紀ちゃんが私に頼むようなことはなかった。

『私の指示した所を塗りつぶしたり、消しゴムかけたり、何なら私が居眠りしないように見張ってエールを送ってくれるだけでもいいから』

　だが、今回は読み専せんの私に頼らざるを得ない程追いつめられているようだ。

『原げん稿こうが終わったらかむちゃんのリクエストでどんなイラストでも描かくから。カラーだよ、カラー！　ちゃんと色紙も使うし』

「行かせていただきます」

　私はいともあっさり食いついた。いつも締め切りに追われている麻紀ちゃんには言えなかったけど、フラバタの二人を麻紀ちゃんに描いて欲しいという野望を胸の内に秘めていたのだ。

　鼻はな先さきに人にん参じん。ご褒美を頂いただけるのでしたら、微び力りよくながらお手伝いさせていただきますとも。

　それに、兄の前で一般女子ぶるのにもほとほと疲つかれた。リフレッシュしないと頭がオカシクなる。そんな私にとって外出の機会をくれた麻紀ちゃんの提案は魅み力りよく的てきだった。

「私にできる範囲でならやるけど、あんまり期待しないでね」

『明日、朝何時に来てくれても構わないから。期待して待ってる』

　言った傍そばからコレだ。私は麻紀ちゃん節ぶしに苦笑を漏もらしながら、明日の朝に麻紀ちゃんちに行くことを約束した。会話を終えて小機を元の位置に戻しに行こうとすると、兄がすぐ傍に立っていてぎょっとした。兄は顎に手を当てて、何やら意味ありげに考え込んでいる。

　私、変なこと言ってなかったよね。電話の相手が両親ならまだしも煩ぼん悩のう人じんである麻紀ちゃんが相手ではつい本性が露わになってしまう。どうか何か聞いてても聞かなかったことにして欲しい。誤ご魔ま化かすように笑うと突然、ガシッと両肩を摑つかまれた。

「正直に答えて欲しい」

　ななななな、にゃにをするんですか!?　急接近した兄に動揺を隠せない。私を捉とらえて放さない真剣な眼差しに、心臓が騒ざわめいた。







　この続きは現在配信中の『腐女子な妹ですみません』にてお楽しみください


(C) Koharu KOKONOE 2017
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海とパンダの近所で育ちました。

ペンネームは小説サイトに登録するためにつけたものなのですが、考えるのが面倒だったのでその時思っていたこと『鼻痒い』からとりました。アレルギー性鼻炎持ちなのです。変えるつもりはありませんが、もう少し自分を大事にすればよかったと後悔しています。
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装画を担当させて頂き誠に光栄です。

好きな食べ物は鴨肉です!!
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